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絶対服従カノジョ。


１．いいか、魔眼はつかうなよ？





春日秋人
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　なぜだかわからないが、俺は昔からやたらとモテる。





　──猫ねこにな。





　とくに捨て猫。


　ナー、とか鳴き声が聞こえたら手て遅おくれだ。


　振ふり返れば、いやがる。


　無視して立ち去ろうとしても、あいつらはずっと後ろをついてくるのだ。


　うちには猫アレルギーな妹がいて、猫は飼えない。


　だからついてこられても困るというのに……


　その妹が言うには、「お兄ちゃんはね、お日様の匂においさせてるんだよ。公平にぽかぽかさせてくれそうな感じ。だから、迷い猫が寄ってくるんじゃないかな」とのことだ。よくわからないが、なんか俺にも原因はあるらしい。


　ともあれ。けっきょく──


　そのせいで俺はいつも、里親探さがしに走り回ることになる。


　だってほっとけないのだからしょうがない。


　まあ昔っからのことなので、もう手慣れたものだ。


　しかし、だ。


　今回のそいつは、今までのようにはいかなかった。


　やたら俺に付きまとってくることは同じだが……そもそもそいつは猫じゃなかった。





　女の子で。


　やたら可愛かわいくて。


　とある不思議な能力を持っていた。





　結論をいえば、そいつをどう扱あつかえばいいのか、俺は持て余すことになった。


　なぜなら、そいつの望みっていうのは、途と方ほうもなく無茶な要求で、つまり──





　──俺を絶対服従させること、だったのだ。
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　　　　１




　始業式。


　大きな体育館にはたくさんの生徒がいた。ここ私立三みつ葉ば学がく園えんは中高一いつ貫かん。全六学年ぶんもの生徒が一堂に会している。


　高等部一年三組。男子の列の後方に、雛ひな谷たに伊い織おりは並んでいた。


『えー、であるからして、その──』


　遠くの壇だん上じようでは校長が話し続けている。もうずいぶんになるが、終わる気配はまったくない。


　まわりを見ると、何人かはだるそうにあくびをしている。退たい屈くつな行事に、みんな飽あき飽きしているようだ。その気持ちは伊織にもよくわかった。


　こういうときには大体、具合が悪くなる生徒が出たりするもので、すでに同じクラスでは銀ぎん髪ぱつの女生徒が担任に連れていかれていた。あいつは小学校からの付き合いだから知ってるが、貧血がちなのだ。大だい丈じよう夫ぶだろうか。


「…………」


　……はあ。


　小さくため息をついて、壇上をぼんやり眺ながめる作業へと戻もどる。


　と──


「ん？」


　伊織はぱちぱちと瞬まばたきした。


　壇上に──ヘンなやつがいた。


　校長が話をしている真っ最中の舞ぶ台たいの上に、そいつはいきなり現れた。


　なんかちっこい。


　赤色のジャージを上着にしているのだが、ぶかぶかなのが遠目にもわかった。


　闖ちん入にゆう者しやの姿に体育館全体がざわめきだす。


　……なんだあのコ。なにやってるんだ？


　そいつは舞台の上を右へ左へ、ちょこまか走り回っていた。たまに立ち止まっては、きょろきょろする。ボサボサの長い髪かみがそのたびに揺ゆれる。


　手でひさしを作って、こちらを──つまり生徒たちの列を見ている。


　どうやら始業式に集まった生徒の中から、誰だれかを探そうとしているようである。


　その振る舞まいは堂々としたもので、全校生徒から注目を浴びているにも拘かかわらず、まったく意に介かいした様子がない。すごい大物だ。ちっこいのに。


『な、ななな、なにをしておるのかね！　キミィ！』


　後ろで校長が怒ど鳴なっても、やっぱりスルーだった。


　それにしても……と伊織は思った。あんなに一いつ生しよう懸けん命めい、誰を探しているのだろうか。


　きょろきょろ。きょろきょろ。──ぴたっ。


　……え？


「見っっっつけましたぁ！」


　向こうからこちらまで届く大声。騒さわがしかった体育館が一いつ瞬しゆんで静かになる。


　叫さけばれる直前。伊織はそいつと目があったような気がした。


　と、周囲では同じくそう感じたらしいやつらが顔を見合わせていた。伊織もそのうちの一人と目があった。ばつが悪い。苦く笑しようを交かわし合う。そうだよな。俺のわけが、


『そこの人！　動かないでください！』


　伊織を含ふくめ、自分のことかもしれないと思っていたやつは、反射的に動きを止めた。


　壇上でちっこいのが校長からマイクを奪うばっていた。わめきまくっている校長には背中を向けて、完全なる無視。マイクを片手に持ち、そいつはもう片方の指先で、ビシッと伊織たちのほうを指さしてきた。


『いま、行きますからっ』


　言うなり、ぽいっとマイクを投げ捨てる。床ゆかに落ちたマイクがすごい音を鳴らす。大だい音おん響きように生徒たちが耳を塞ふさぐ。


　行く、って……？


　自分も耳を塞いで中ちゆう腰ごしになりつつ、伊織は考えていた。


　ちっこいそいつは、その場から数歩下がると、助走にはいる構えを取っていた。


　……どうする気──って、おいまさか。


　そのまさかだった。


　こっちに向けて、そいつは走り出した。


　舞台の下には生徒がひしめいている。走ってこられるわけがない。だがとにかくそいつは走った。


「俺を踏ふみ台にしたぁ!?」と誰かが叫ぶ。


　むちゃくちゃだ。まるで空中を行くように、人のうえを走っている！


　ほっぷ。すてっぷ。じゃんぷ。


　腕うでを振り、弾はずんだ足取りで。ときにバランスを崩くずしても誰かだけを見つめて。


　まっすぐに。前だけを見て、走ってくる！　こちらに向けて！


「──な、」


　影かげが飛びかかってくる。天てん井じようのライトが人の形に遮さえぎられてシルエットとなっていた。


　ぶわりと舞った長い髪。両腕を広げたジャージ姿。


「なんで俺!?」


　伊織は叫んだ。


　そのまま飛びついてきたそいつに押おし倒たおされる。


　背中が痛い。うめき声をあげた。


　閉じていた目をゆっくり開くと──


　よく澄すんだ瞳めが、伊織のことを見つめていた。キラキラした瞳ひとみが、すぐ間近にあった。


「っ」


　息が、止まる。


　自分だけを映うつすその瞳を、とても綺き麗れいだと感じた。


　近くで見たそいつはやたらと可愛かった。遠くからではわからなかったが、ものすごい美少女だ。上気した頰ほおに透とう明めいな汗あせのしずくが光っている。


「やっとっ、やっと見つけましたっ」


　パアァ……！


　少女の顔に笑みが広がる。そうして満面の笑顔になって、言ってきた。


「あなたをわたしのモノにします！」


「……え？　は？」


　伊織は耳を疑った。わけがわからない。


「あなたを！　わたしの！　モノに！　します！　絶対服従です！」


　もういちど言ってきた。聞き間ま違ちがいではなかった。やっぱり言っている。なんか告白めいたことを言っている。


　始業式に乱入して、校長をガン無視して、人の上を渡わたってきたジャージ少女に押し倒されて、伊織はいまコクられている──らしかった。


　ぜんぜんわけがわからない。


「な、なんでだ？」


　少女は答えない。ただ体を押しつけてくる。


　ちっこい体を密着させてくる。ちっこくても女の子のやわらかさだ。


　ぱさり、と長い髪が落ちて伊織の顔にかかった。髪の匂においに意識を向ける暇ひまはなかった。


「むちゅー」


　少女の顔が、ぐんぐんと近づいてきて──


「っ!?　ちょっ、おまっ、だああぁぁぁぁ！」


「やんっ」


　少女の体はびっくりするくらい軽かった。


　はぁ、はぁ、と荒あらい息をつきながら伊織は起き上がった。


　尻しりもちをついた少女が、ぽかんとした顔で見上げてきている。


「な、なにするんですか……？」


「そりゃこっちの台詞せりふだ！」


「──言ったじゃないですか！　あなたをわたしのモノにするんです！」


「意味がわからない！」


「わたし、決めたんです！　だから……キス、させてください！」


「な──」


　キス。やっぱりそうなのか。キスしようとしていたのか。むちゅー、とか言って……？


　少女のぷるっとした唇くちびるについ目がいって、頰が熱くなる。


　はっと伊織は気づいた。生徒たちでひしめいている体育館で、伊織と少女のまわりだけ空間ができていた。人ひと壁かべにぐるりと取り囲まれている。


　すでにみんな野次馬だ。自分に関係ないと知れば、群衆とは無責任なものだった。なにかを期待するような、目、目、目……


「キス！　しましょう！」


　立ち上がった少女は、飛びかかってきた。


「できるかああああああ！」


　伊織は少女に背を向けた。人壁に隙すき間まを見つけて飛び込む。逃にげた。





　　　　２




　体育館と校舎をつなぐ渡り廊ろう下かを伊織は全力で走っていた。


　首だけで振ふり向くと、赤いジャージがまだ見えた。追ってきている。


　──なんなんだ、あいつは！


　まったくわけがわからない。始業式の壇上にいきなり現れたかと思えば、ひしめく生徒たちの上を走ってきた。馬乗りになって自分にキスを迫せまってきた。むちゅーって……


　あんな大勢の野次馬の前でキスとか恥はずかしすぎる。っていや違ちがう！　そういう問題でもなくて……とにかくわけがわからない！


　だいたい。そもそも。


「──っ、なんでっ、俺なんだ!?」


　いきなりキスを迫られる覚えなんてない。あいつが誰かもわからないのだ。


　校舎に入った。最初の角を曲がる。


　全力疾しつ走そうはいつまでも続かない。伊織はスピードを緩ゆるめた。代わりに頭を働かせる。


　そうだ。あんなヘンなやつは知らな──


「あ」


　ボサボサの寝ね癖ぐせ髪がみ。ひょいと近くのコンビニにでも出かけるような気のないジャージ姿。


　──もしかして、あれか？


　伊織は思い出していた。





　……あれは二週間ほど前のこと。


　春休みに入ったばかりのことだった。


　異常に寒かったあの日、伊織はゲーマーな二番目の姉に頼たのまれて（脅おどされてともいう）、早朝からゲームショップの行列に並んでいた。話題の大作ゲームの発売日だったのだ。


　けっこう早くに来たつもりだったが、すでに三さん軒げんとなりまで列ができていた。伊織の後ろにも、今は大勢が並んでいる。


　寒さに腕をさすっていると、列の後ろが騒がしくなった。


　ふざけるな。順番守れ。


　もめる声が聞こえてくる。


　列から顔をのぞかせると、ちんまいのが見えた。ジャージの上にドテラを羽織っている。ちんまいほうが列に割りこもうとして怒おこられている、という構図らしい。


　と──おかしなことが起こった。


　さっきまで怒鳴っていた男性が急に大人しくなって、ちんまいのに順番を譲ゆずったのだ。


　おかしなことは続いた。


　ちんまいのと向き合った相手は、はじめは譲ろうとしない。けれど次の瞬間にはころりと態度を変えて、ちんまいのに順番を明け渡してしまう。どんな手品だ？


　考えているうちに伊織の番がやってきた。


　目の前に来たそいつはボサボサの頭をしていた。ところどころ寝癖髪がはねている。


　顔をうつむかせたまま、こちらの顔も見ず、ぼそりと言ってきた。


「……順番、代わって」


「あー、いや、」


「……だめなの？」


　ぽりぽりと頰をかく。べつに譲ってもいい気もするのだが……そのせいで万が一、ゲームが手に入らなかったら姉が怖こわい。うちの次女はゲームのことだと容よう赦しやしてくれない。


　それに、後ろの連中がどうして譲っていたのか、手品の正体にちょっと興味もあった。


　ふぅ……とそいつがため息をつくのが聞こえてきた。


　そいつは面めん倒どうそうに顔をあげてきた。前髪の隙間から覇は気きのない目がのぞく。


「……代わって」


「ええと……いや、なに？」


　上うわ目め遣づかいで媚こびを売っているつもり……なのかもしれない。けれど、それにしては感情がこもっていなかった。無表情である。まぶたが半分下がった覇気のない目に見つめられても、ときめいたりしない。
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　後ろの列の人たちは、こんなんで落ちたのか？


　たしかに顔の造り自体は、正直……可愛かわいい。けれど、早朝からゲームショップに並ぶ猛も者さたちを次々と陥かん落らくさせられるほどだとは思えなかった。それとも自分が鈍どん感かんなだけなのだろうか。


「うーん……」


　伊織は迷った。しかしやっぱり姉が怖い。


「ごめん。やめとく」


「──……え。あ、あれ？」


　そいつは目を見開いた。無表情が一転、なんかむちゃくちゃびっくりしている。なんでか知らないが、断られることをまったく考えてなかったらしい。


「か、代わってっ」


「いやだから、だめだって」


「な、なんで……」


「なんでと言われても」


　そいつはやっぱりなにかに驚おどろいている。


　信じられないものを見るような目で伊織を見ていた。


「代われぇ……っ」


「な──」


「か、代われ……代わって、代われ、代われ代われ代われ代われ代われ代われ──っ」


　ガン見されて呪じゆ文もんのように繰くり返される。ヒ、ヒステリー？


「…………っ！」


「あ、おい」


　いきなり列を飛び出していったそいつを、伊織は目で追った。


　ドテラの後ろ姿が、だーっと離はなれていく。驚かせてしまった野の良ら猫ねこが一いち目もく散さんに走り出してゆくような感じだ。なにもしていないはずなのに、なんだかこちらが悪いことをした気分にさせられる。


「……見てきてるし」


　どこかに行ってしまうのかと思ったら、そいつは遠く離れた電柱の陰かげに隠かくれていた。


　顔だけ出して、じぃー、と伊織をにらんでいる。


　いったいなんなんだ？


　声をかけようにも距きよ離りがありすぎて、どうにもならない。そして列は進んでゆく。


　けっきょく店に入るまで、ずっと見られていた。


　そしてゲームを買って店を出るときには、もういなくなっていた。





　──そうだあいつだ！


　伊織は思い出した。二週間ほど前に一度、たしかに出会っていたのだ。そのときと瞳ひとみの輝かがやきがぜんぜん違っていたので、すぐにはわからなかった。具体的にはテンションが違う。前に会ったあのときはもっとローテンションだった。語ご尾びに「！」を付けて喋しやべるようなやつじゃなかった。


　しかし……


　伊織は走りながら考える。


　──なんでキスを迫られなくちゃならないんだ!?


　思い出しても、わからないことに変わりはなかった。


　また角を曲がる。


　と。


「あ。いました！」


　少女が群衆を引き連れて、廊下の先で待ちかまえていた。





　　　　３




「なっ──」


　伊織は足を止めた。


　廊下を塞ふさぐように人の壁ができていた。たくさんの生徒たち。教師も何人か。彼ら彼女らが、一様に伊織の行く手を阻はばんでいる。


「もうっ、なんで逃げるんですか！　ひどいです！」


　その先頭に、ちっこい少女はいた。


　さらに彼女の隣となりには──


「君の行動はお見通しだ。一年三組、雛谷伊織くん。ここで待ち伏ぶせていれば必ず来ると思っていたよ」


「──って、校長!?　あんた、なにして……」


「愚ぐ問もんだね、雛谷くん。私は彼女のために自らの頭脳を使っているのだよ。逃げながら、君はこう考えたはずだね。彼女に追われたまま姿を消してしまってはあらぬ噂うわさを立てられかねない。自分の潔白を証明するには、彼女を撒まいて再び生徒たちと合流しなければ……とね。予想通り君はここに現れた」


「ナイス推理です！　ハゲの人！」


「はっ、ありがたきお言葉」


　校長は少女に向かってうやうやしく頭を下げた。


「いやいやいやいや、ちょっと待て！」


「なにかね」


「なにしてんですか、あんた！」


「先ほど言ったではないかね」


「──っいや、だからっ、なんでそいつの言うこと聞いて……」


　体育館の壇だん上じようでの校長と少女のやりとりを伊織は見ている。そのときには怒いかり狂くるっていた校長が、今は少女に協力しているという──理由がさっぱりわからない。


「愛あいだよ、雛谷くん」


「……は？」


　愛？


「今の私は愛の従僕なのだ」


　どうしよう。なにを言っているのかわからない。


「ふむ。なにを言っているのかわからないという顔だね？　だが安心しなさい。君にもいつかわかる日が来る。今はただ、我々におとなしく捕つかまりたまえ」


　我々。校長はそう言った。


　伊織は少女と校長の背後にいる群衆を見た。彼ら彼女らによって廊ろう下かは完全に塞がれている。なかには見知った顔もある。体育館で少女に踏ふんづけられた者もいるだろう。けれど校長の言葉に一同、「うん！」と力強くうなずいていた──一いつ致ち団結して少女の味方になっている、らしかった。


　──だから、なんでだよ!?


　おかしいだろそのノリ！


　なにか自分はとんでもなく悪いことでもしたのだろうか。


　ドドドドドドドド！


「っ」


　地じ響ひびきがした。振ふり向くと、廊下の反対側からも群衆が押し寄せてくるのが見えた。伊織は横手──理科準備室の戸を見た。ガラリ。戸は向こうから開いた。だめだ。塞がれている。


　反射的に伊織は窓の外に目を向けた。最後に残された逃にげ道。しかし──


「噓うそ、だろ……」


　校舎の外にも人の壁かべができていた。群衆で埋うめ尽つくされている。もしかしたら全校生徒が伊織を捕まえようとしているのかもしれない。逃げられない。


「さあ、わたしとキスですよ！」


　少女が言った。


　その言葉を受けて校長が手振りで合図をした。わっと群衆がいっせいに押し寄せてくる。


　──そして伊織は捕まった。
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「うー！　うー！」


　全身を縄なわでぐるぐる巻きにされて、猿さるぐつわをかまされて──伊織は理科準備室の床ゆかに転がされていた。


「ふふっ、もう逃がさないですっ」


　と少女が再び馬乗りになってくる。前と違ちがうのは、文字通りの意味で、伊織が手も足も出せなくなっていることだった。薄うす暗ぐらい密室で二人きり。少女の行動を邪じや魔まするものはなにもない。


　大変やばい状じよう況きようだ。


「うー！　うー！　うー！」


「あ、これしたままだとキスできないですね……んしょ」


　猿ぐつわが外される。口が自由になった途と端たん、伊織は叫さけびはじめた。


「──な、なんなんだよ!?　おまえは！」


　もはや説得しか少女から逃のがれる手段はない。


「ほへ？」


　少女の動きがぴたりと止まる。


　よかった。話は通じる。


「なんで俺に──キ、キスしようとするんだ!?　それにあいつらは──」


　校長を筆頭に、少女に従っていた群衆。その数、たくさん。


「おかしいだろ！　なんでいきなりおまえの味方になってんだ！」


「？　なに言ってるんですか？」


　焦あせって慌あわてている伊織と対照的に、少女のほうは落ち着き払はらっていた。伊織の上に馬乗りになったまま、きょとんと聞き返してくる。


「なにって……いや……おかしいだろ」


「おかしくないですよ。おかしいのはあなたのほうじゃないですか」


「はぁ!?」


　意味がわからない。俺が、おかしい？


「……どういうことだよ？」


「だって、あなたにはわたしのチカラが効ききません。おかしいです」


「へ？　チカラ？」


「わたしの〝魔ま眼がん〟を直接見た人は、なんでも言うことを聞いてくれるようになります。なのに……どうしてあなたには効かないんですか？」


「おまえ、なに言っ──」


　伊織は言葉を呑のみ込んだ。


　薄暗い部屋の中、一瞬、少女の瞳ひとみが淡く光った気がした。彼女のいう〝魔眼〟。


「ときどきですけど効きにくい人はいます。でも二、三回もやればたいてい効くんです。あなたは何回やってもだめ。今日だってずっと試ためしてるのに……今だって。やっぱりおかしいです」


　冗じよう談だんを言っているふうではなかった。


　だけど……


「そ、そんなの、信じられるか！」


「むっ。なんでですか！　ハゲの人も他ほかの人も、みんなわたしの言いなりですよ？」


　……そうだ。


　たしかに。俺はさっき体験した。自らを愛の従僕と言った校長。一致団結した大勢の生徒の群れ──あの異常な光景を。


　信じがたいが……事実……なのか？


　それに、だとすれば最初に出会ったあのゲームショップの行列で、皆みんなが彼女の言いなりになって順番を譲ゆずっていたことも、すべてすっきりと説明がつく。


　……つまり……本当に……本物!?


　彼女の眼めを見た者は、彼女の言うことをなんでも聞くようになってしまう。


　そしてそのチカラは──伊織には効かない。なぜかはわからないが、とにかく効かないのだという。


「だからわたしにキス！　させてください！」


　少女はニコッと笑って言ってきた。


　すごいことをあっさりと口にした。


「──て、ちょっ、だああああ、待て！」


「なんですか？」


「百歩譲って眼のことは信じよう！　それが俺に効かないってのも、わかった！」


「はい」


「けど！　それでなんで、キスしようとしてくるんだ!?」


　少女はむっと頰ほおをふくらませた。


「もうっ、言ったじゃないですか！　あなたをわたしのモノにするためです！」


　伊織はぎくりとした。まさか、彼女のキスには、ただ眼を合わせるより強力な絶対服従の効果があるってことなのか……？　魔眼が効かないからキスで言いなりに？


「いや、でも！　俺に効かないとしたって──どうだっていいだろ!?　一人くらいほうっておけばいいじゃないか……！　なに拘こだわってんだよ！」


「だって、効かないんですよ!?　こんなにも！　そんなの許せないじゃないですか──ぜったいわたしのモノにしないと気がすみません！」


「なんだその理り屈くつ!?」


「いいからおとなしくしててください！　むちゅー」


「っ!?」


　顔を背そむけて逃れようとしたら、両手で頰を挟はさまれた。


　少女の顔がぐんぐん近づいて来て──、





「……ちゅっ」





　唇くちびるに、甘くてやわらかいものが触ふれた。意識を向けたときには、もう離はなれていた。


　反則だ。


　てっきり、むちゅーって勢いのまま、情じよう緒ちよもへったくれもなく吸い付かれてしまうのかと思っていたのに。実際に少女がしてきたのは、小鳥がついばむような軽いキスだった。


「あ、あの……どうですか？」


「……え？　あ……」


「わたしのモノになっちゃった感じ……しますか？　ぜ、ぜったいふくじゅう？」


　ほっぺたを押さえて少女はもじもじとしていた。その頰はリンゴみたいに真っ赤になっている。


　こちらをチラッとうかがっては、慌てて目をそらす──そんなことを繰くり返していた。


　か、かわいい……


　──って、はっ、まさかこれが!?


　彼女のチカラなのか？　いや、でも……


　すごくドキドキしてはいる。けれど絶対服従かと聞かれれば……どうなんだ？


　よくわからなくて伊織が黙だまっていると、


「ふ、ふふっ、その火ほ照てった顔っ！　効果アリと見ました！　じゃ、じゃあ、命令──しちゃいますよっ」


　自分も火照った顔をしている少女が、自信満々に言ってきた。


「え、ええと……あ、足を舐なめてください！　服従の証あかしに！」


「断る！」


「ええええええええええええええええええええ──!?」


　少女が驚きよう愕がくの声をあげた。


　──あ、逆らえた。大だい丈じよう夫ぶだ。ぜんぜん平気だ。校長たちみたいにはなってない。
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「ええええええええええええええええええええ!?」


　縄で縛しばられた伊織に馬乗りになったまま、少女が驚愕の声をあげている。


　人を言いなりにできる魔眼を持つという彼女は、そのチカラが効かなかった伊織を、キスすることで絶対服従させようとしてきた。そして伊織はキスされてしまったのだが、しかし、ふつうに逆らうことができたのだ。


「な、ななな、なんでですかー!?」


「いや、なんでって言われても。……いやだし。足を舐めろとか……」


「そんな！」


　ガーン、とショックを受けた様子で少女は頭を抱かかえる。見るからに狼ろう狽ばいしていた。


「き、効いてないんですか!?」


「みたい、だな」


「な、なぜですか!?」


「なぜと言われても……」


　少女にわからないものが、こちらにわかるわけがない。


「……お、おかしいです……そんなはずは……本にはこうすれば一発だって……」


　涙なみだ目めでブツブツつぶやいている。


　取り乱している少女を見ていると、伊織は逆に冷静になってきた。


「本？　……って、なんの本だ？」


「コンビニで立ち読みした本ですけど……」


「は？　コンビニ？　立ち読み？　魔導書とか、そういうんじゃなくて？」


「なに言ってるですか……？」


　きょとん、と少女は言ってきた。


「違いますよ。魔導書なんて現実にあるわけないじゃないですか。コンビニに置いてある本に書いてあったんです……男を虜とりこにするにはキスが効果的って。足を舐めさせるくらい余よ裕ゆうだって」


「なんだその本っ」


　たぶん女性雑誌とかなのだろうが……こわっ。


　伊織はため息をついた。


　ともかく、少女が勝手に思い込んでいただけで、彼女のキスには魔眼のような効果はなかったのだ。安心したら力が抜ぬけた。


「おまえそれ、ただのちょっとヘンな恋れん愛あいマニュアルだと思うぞ……」


「──う、噓うそつきの本だったですか!?」


　彼女はショックを受けている。なんだか可哀かわい想そうに思えてきた。


　いくらすごいチカラを持っているとしても、もうあまり少女に脅きよう威いは感じられない。こういうのを『残念な感じ』と言うのだろうか。


「ええと……だから、おまえの解かい釈しやくが間ま違ちがってるんだよ。キスされたからって男が誰だれでも女に従っちゃうわけないだろ」


「ファーストキスでもですか!?」


「あ、ああ……。そうだ」


　伊織はどぎまぎしながら答えた。ファーストキス……だったんだ。


「そんな……」


　少女は泣き出す寸前の顔になった。


「じゃ、じゃあっ、わたしはどうすればいいんですかっ。ど、どうすればわたしのものになってくれますか!?」


「どうすればって……だからなに拘ってるんだよ。俺なんてほっとけばいいじゃねぇか」


「いやです！」


「なんでだよ……」


　即そく答とうだった。少女からは強い決意が感じられた。なぜだかわからないが……伊織を手に入れることを諦あきらめる気はまったくないらしい。


　伊織は少女の目を見た。──人を言いなりにできる〝魔ま眼がん〟。


　少女は思い詰つめている。この様子では、また変な思い込みをして、同じような騒そう動どうを起こしかねない。


　それは困る……


　そう思ったら、伊織は言っていた。


「はぁ。じゃあさ……おまえもう、そのチカラ、使うの禁止」


「え？」


「おまえが俺に拘るのをやめられないなら……しょうがない。けど、とりあえず他ほかのやつらを巻き込むのはやめろ。言いなりにするな。だから──魔眼は禁止だ」


「えええっ」


　そう。ちっこい少女が一人で突つっ走ってくるだけなら、対処のしようもある。今は説得できなくても、時間が経たてば変な拘りもなくしてくれるかもしれない。


　少女はいまだ伊織の上に馬乗りになっている。こちらの胸に置いた手を、ぎゅっと握にぎってきた。すがるような目を向けてくる。


「あの、でも、そしたら……わたしのモノに、なってくれる……？」


　伊織はドキリとした。これまでの強気な態度はすべて影かげをひそめ、少女の瞳ひとみが揺ゆれていた。こいつ、こんな顔も、するのか。


「う……か、可能性はでてくるな。でも魔眼を使ったらだめだからな！　絶対に俺はおまえのモノにならなくなるからな！」


　──って、なんかすごい恥はずかしい台詞せりふ言ってないか、俺!?


「なぜですか……？」


　少女は心底不思議そうに聞いてきた。


「ええと……だな」


　深呼吸する。気を落ち着けて、伊織はどうすれば少女を納なつ得とくさせられるか考えた。なんとしてもここは、少女に魔眼を使うことをやめてもらわなければならない。


「……おまえのことを嫌きらいになる。具体的に言うと、絶交だ」


「ぜっこう……？　ぜっこうってなんですか？」


「つまり無視するってことだ。空気と同じ扱あつかいだ。俺の中でおまえの存在自体がなかったことになるんだ」


「そ、それはとても困りますっ」


　うー……と少女はうなった。


「で、でもっ、ちゃんと使わないでいたら、ぜっこうはナシですよね？」


「……そうなるな」


「わ、わかりました」


　ごくり。と唾つばを呑のむ音が聞こえてきた。少女は大きく息を吸い込む。


「約束します──もう使いません！　そして！」


　勢いよく立ち上がった。ビシッと伊織に指を突きつけてくる。


「必ずあなたを！　わたしのモノに！　してみせます！　絶対服従です！　覚かく悟ごしてください！」


「……えっと、おまえ、名前は？」


　どうやらこれからも会うことになりそうなので、聞いておこうと思った。というか、まあ、その、キスした相手でもあるし……


「マナっていいます！」


　──マナ。


「そうかマナか……って、ちょっと待て！　ど、どこに行く？」


「今日のところは顔を洗って出直します！　では！」


「お、おい！」


　マナは出て行ってしまった。


「縄なわ……ほどいてけ……」


　伊織は縄で縛られたまま取り残された。発見されたのは三時間後だった。
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　ジャージ姿のちっこい少女──マナ。


　マナは他人を言いなりにできる魔ま眼がんを持っている。


　そんなマナと衝しよう撃げき的な出会いをした始業式の日から、一週間が経たっていた。


　あの日以来、伊い織おりはマナに付きまとわれるようになった。


　けれど、マナはいつも遠くから見てくるだけで、けっして近づいてはこなかった。あまりにも見てくるので、気になって伊織のほうから近づこうとしたこともあるのだが……


「おい雛ひな谷たに。あの中等部のジャージっ子、また来てっぞ？　行かなくていいのか？」


　友人の川かわ村むらの声に、伊織はもの思いから戻もどってきた。


　昼休みの教室。食べかけの弁当から顔を上げる。


「……知ってるだろ。近づくと逃にげるんだよ、あいつ」


　川村に答えながら、開きっぱなしになっている戸口のほうに目を向けた。


　戸の陰かげから、ちょこんと顔だけをのぞかせているやつがいる。


　マナだ。


　いつもと変わらないジャージ姿。


　始業式のときと変わったのは、眼鏡をかけていることだ。


　眼鏡をかけることで魔眼を抑おさえている、らしい。──伊織が言ったことをちゃんと守っている。


　じぃーっと、マナは戸の陰からこっちを見ている。


　まるで警けい戒かい心の強い野の良ら猫ねこのよう。この一週間ですでに見慣れた光景だった。


　じーっ。


「…………」


　じーっ。


　眼鏡越ごしの瞳ひとみで、見てきている。


　試ためしに伊織は椅い子すから腰こしを浮うかしてみた。と──


　ビクッ。（反応された）


　サッ。（戸の陰に顔を隠かくされた）


　シュタター。（ものすごい勢いで廊ろう下かを逃げ去っていかれた）


「…………」


　愛あい想そ良く野良猫に近づこうとして、めっちゃ逃げられたとしたら──こんな感じなのかもしれない。伊織自身はなぜかやたらと猫には好かれる質たちなので、経験はないが（そもそも自分から愛想良く近づこうとしたことがない。向こうが勝手に寄ってくるのだ）。


　なんだろう、この気持ち。……やるせない。


「……ほらな。逃げるだろ？」


　伊織は川村に肩かたをすくめてみせた。と、川村はなぜか、責めるような目を向けてきた。


「雛谷おまえさ、あの子になにしたんだ？　いい加減、シラを切るのはなしだぜ」


「は？　いや、なにもしてねぇよ。シラを切るもなにも……あいつがなんであんな行動をしてるかなんて、俺にもわかんないんだって」


「犯人はみんなそう言うんだ」


「え、なんのことだよ」


「みんな言ってるぜ？　あのコはおまえが遊んで捨てた、一夜の──」
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「ちょ、待て！」


　慌あわてて伊織は川村の言葉を止めた。遊んで、捨てた？　一夜の？


「え……なに？　俺とあいつとの関係、今そういうふうに思われてるのか？」


「違ちがうのか？」


「決まってるだろ！」


　……どうりで最近、クラスの連中の態度が妙みようによそよそしいと思った……


「ひどい誤解だ……」


　何かされたというのなら、むしろこちらのほうである。こっちが被ひ害がい者しやだ。


（──あなたをわたしのモノにします！）


　そう言って迫せまってきたマナに、キスされたのだ。マナはキスすることで男が言いなりになると信じ込んでいた。


　マナは自分のチカラが効かない伊織を手に入れることに、ただならぬ拘こだわりを持っていた。だから伊織は、絶交しないことを条件に、彼女に魔眼を使わないことを約束させた。のだが──けっきょく今日の今まで、遠くからああして見てくるだけで、なにも仕し掛かけてきていない。マナはいったい、なにがしたいのだろう。さっぱりわからなかった。


　実害がないので、まあいいかと、ほうっておいたのだが……


　……実害、あった。


「誤解だっていうならよ、じゃあホントはどういう関係なんだ？」


「うっ」


　川村の質問に、伊織は喉のどを詰まらせた。


　事実をそのまま話してわかってもらえるとは思えない。なにせ誰だれも魔眼のことを覚えていないのだ。魔眼の影えい響きようを受けていた間のことは、みんな都合のいい記き憶おくに置き換かえられているようで、変な言い訳をしている見苦しい男……とか思われるのがオチである。


　川村はうさんくさそうにジト目を向けてきている。まわりでも何人かは聞き耳を立てているようだった。なんだこれ。いきなり被ひ告こく人にんである。


「ぐ……とにかく！　違うんだって！　俺とあいつは、おまえが想像してるような恋れん愛あいがらみの関係じゃ──」


　そのときだった。


「センパイ！」


　声がした。マナの声。


　見れば教室の戸口に、マナは戻ってきていた。


　センパイ、というのは、たぶん伊織のことだろう。


　戸の陰から出した顔を、マナは真っ赤にしている。眼鏡の奥でぎゅっと目を閉じ、必死な感じで、言ってきた。





「す、好きです！」





　そしてすぐさま身をひるがえすと、ぴゃーっと廊下を逃げ去っていった。


　──爆ばく弾だんを、落としていった。


　告白。


　昼休み中の教室は騒そう然ぜんとなった。クラス中の注目が自分に集まってくる。


「……で、モテ男おとこくん。誰と誰が恋愛がらみの関係じゃねぇって？」


「いや、その……」


　なにも言えなかった。


　……あいつ、どういうつもりだ!?
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　三日後。


　昼休みになるなり、素す早ばやく伊織は教室を出た。


　中等部と高等部は校舎が別になっている。二つをつなぐ渡わたり廊下。向こうからは死角となる柱の陰へと、そそくさと身を隠す。


「…………」


　待ち伏ぶせだ。


　今日こそマナを捕つかまえて、きっちり話をするためである。


　……まったくあいつは、どういうつもりなんだ。


　わけがわからなかった。


　この三日間、昼休みのたびに、マナは告白をしてきたのだ。


　一日目。


（──す、好きです！）


　二日目。


（──だ、大好きです！）


　三日目。


（──ち、超ちよう愛してます！）


　こんな調子である。しかも言い逃げだ。言うだけ言っては、すごい勢いで逃げていく。


　おかげで教室では様々な噂うわさが飛び交かってしまっている。


　耳に届いてくる内容をまとめるとこうだ。三行で。


　あのコは、伊織に甘い言葉でもてあそばれ、飽あきて捨てられた。


　しかし伊織のことを諦あきらめられず、健けな気げにもあのような行動をしている。


　すぐに逃げてしまうのは、伊織にまたヒドイ言葉でフられるのが怖こわいからだ──


　……それ、俺、どんだけ悪い奴やつだと思われてんだ!?


　このままじゃだめだ。なんとかしないと、たまったもんじゃない。


　マナがどういうつもりで『愛の告白』なんてものを繰くり返しているのかはわからないが、きっとまた変な思い込みに違いないのだ。


　正さなければ。


　身を隠してしばらく経たった。通りかかった何人かの生徒には気づかれて、不ふ審しんな目を向けられたが、じっと耐たえる。


　やがて人の流れが途と切ぎれて──


　ひょこっ。眼鏡のそいつは、廊下の向こうから現れた。


　きょろきょろとまわりを警戒しているようだった。誰もいないことを確かく認にんして、しゅたたっと廊下を渡ってきた。曲がり角へと走り寄って、そぉっと先の様子を覗のぞいている。


　そのジャージの背中に、伊織は近づいていった。後ろから腕うでを摑つかむ。


「おい」


　瞬しゆん間かん、


「にゃ─────────！」


　マナは大きな悲鳴を上げた。長い髪かみがぶわっと広がる。跳とび上がって驚おどろいている。


「っ!?　っ！　っ!?」


　ものすごい混乱ぶりだった。摑まれた腕をぶんぶん振ふり回して、逃げようと必死だ。


　まさかこんなに驚かれるとは思わなかった。


「ちょ、マナ、おい、暴れんなって！」


「──!?　え、あ、セ、センパイ!?　なんで──は、離はなしてください！」


「いや離したら逃げるだろ!?」


　悲鳴を聞きつけて人が集まってくる前に、伊織はマナを引っ張っていった。
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　マナを引っ張って、人ひと気けのない校舎裏までやってきた。


「は、離してくださいよぉ……」


　手を離してやると、マナはその場にぺたんと座り込んだ。


　魔ま眼がんの能力さえなければ、彼女自身はただのちっこくて非力な少女でしかない。


「……ったく、逃にげるなよ？」


　こくん、とマナはしおらしく頷うなずいた。地面に向かってブツブツとつぶやく。


「うー……なんでですか。おかしいです。センパイったら、ぜんぜんわたしのモノになってませんよ……」


「おまえ、どういうつもりなんだ？」


　伊織は聞いた。まあ聞こえてきたつぶやきからも、だいたい答えは予想できたが……


「え、な、なにがですか？」


「いや、なにがじゃないだろ」


　困こん惑わくの表情で見上げてくるマナに、呆あきれてため息をつく。


「なんで毎日毎日、あんなふうに俺に告白してきたんだよ。なにがしたいんだ？」


「──だ、だって、そんなのっ、センパイをわたしのモノにするためですよ！　決まってるじゃないですか！」


　やっぱりか……そうだとは思った。でも……


「なんで告白なんだよ……」


　そのせいで伊織はクラスで『悪い男』というレッテルを貼はられてしまったのだ。


　くっ、とマナは悔くやしそうに歯がみして、言ってきた。


「好きとか愛してるって言えば、男はみんなメロメロって書いてあったのですよ！」


「って、また本か！」


「でも噓うそだったですよ！　センパイ、メロメロになってくれてません！　ちっとも言うこと聞いてくれません！　あの本も噓つきです！」


「学習しろよ、おまえ……」


　マナの眼鏡に意識を向ける。魔眼を使わないように約束させておいて、本当によかった。


「こうなったら──」


　と。眼鏡の奥から、マナは決意を秘めた瞳ひとみで伊織を見てきた。


「もう……センパイを殺すしか……！」


「ちょ、おま──なに言ってんだ!?」


　いきなり物ぶつ騒そうな単語が出てきた。


「センパイを殺して！　わたしも死ぬですよ！」


「おまえも死ぬのかよ！」


　伊織のツッコミに、マナは重要な事実に気づいたようだった。


「はっ、わたし死んじゃうじゃないですか！　だ、だめですよ！　意味ないです！」


「俺が死ぬのはいいのか……？」


「…………」


「おい！　考えるな！」


　……まあ、たしかにそれは『相手を自分のモノにする方法』なのかもしれない。昼間やってるドラマなんかに、そんなシーンはありそうだ。病やんでるけど。


　しかし。


「あのなぁ、おまえは俺を言いなりにしたいんだろ？　殺しちゃったらだめだろ」


「え、えっと……」


　きちんと言い聞かせなければと思った。死活問題だ。本当にこいつは、思い込みでなにをやらかすかわからない……


　さっきの言葉をマナが嚙かみ砕くだくのを待ってから、伊織は続けた。


「おまえ死ぬってどういうことか、わかってんのか？」


「わ、わかってます。死んだら、会えなくなるんです！　もう、一生……はっ！　センパイ、いなくなっちゃいやです！」


「おまえが殺さなきゃいなくならねぇよ！」


「そ、そうでした……わかりました！　わたしはセンパイを殺しません！」


「俺が死んだら、絶対に俺はおまえのモノにはならなくなるからな……」


「はい！」


「よし……」


　……ったく。どんな会話だよコレ。


　殺すとか殺さないとか、誰だれかに聞かれていたら、ぎょっとされることだろう。


　やれやれ……


「とにかくだ。告白してくるのも、もうやめろよな。意味ないってわかっただろ」


「うー……そうですけど。じゃあ、でも、どうすれば……」


「俺のことは諦めてくれ」


「いやです！」


「って、だからなんでだ!?　ほっといてくれ！」


「……っ」


　伊織が怒ど鳴なると、マナはビクッとして下を向いた。


　どうすれば……どうすれば……とつぶやく声は、涙なみだ声ごえになっていた。膝ひざの上でジャージの裾すそをぎゅっと摘つまんでいる。


　校舎裏に連れ出した後こう輩はい女子を怒鳴りつけて泣かしてしまった……


　べつに伊織はなにも悪くないはずだが──申し訳ない気分になってくる。


　こちらの用件（告白やめろ）は済ませたし、このまま立ち去ってもいいのだが。


　くしゃくしゃと頭をかいた。


「おい、泣くなって。あー……えっと、そうだ。友だちとかに聞いてみるとかしたらどうだ？」


「とも、だち……？」


　泣いているマナをほっておけず、思わず出たアドバイスだった。──俺を落とすためのアドバイス……ってアホか俺！


「……まあ。ようするに、誰かに相談してみろってことだ。本に頼たよるんじゃなくてな」


　ったく、ああもう、なるようになれだ！　……ん？　いや待てよ？


　と、そのアドバイスを言ったあとで伊織は気づいた。


　自分にも良い効果がある。その相談相手が常識人なら、もうマナが変な思い込みをすることもなくなるはずだ。諦めろ、とマナを説得してくれるかもしれない。伊織には説得できなくても、友だちならば。


　マナはゆっくりと顔をあげてきた。


「あの……でも、わたし友だちとかいません……」


「えっ!?」


　そ、そうなのか……


「──でも！　わかりました！　友だちですね！」


　拳こぶしをぐっと握にぎって、マナは立ち上がっていた。日差しを受けて眼鏡の縁ふちがキラリと光る。


　ぱっと表情が明るくなっていた。さっきまで沈しずんでいたのが噓のようだ。相変わらず表情がコロコロとよく変わる。


　なんというか……打算を抜ぬきにしても、彼女に友だちができるといいなと思った。


「カクゴしとくですよっ！　センパイ！」


「あ、ああ」


　つい返事をしてしまった伊織の前から、マナは元気に走り去っていった。
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　マナに告白をやめさせた日から、土日を挟はさんで、四日が経たった。


　昼休み。伊織は机の上で頭を抱かかえていた。とても困っていた。


　あれ以来、マナは教室にやってきていない。


　それはいいのだが……


　肝かん心じんの、教室内での噂うわさが……すごく悪化していた。


　誰かに聞かれていたのだ。


　校舎裏での、マナとの会話を。


「雛谷。おまえ、さすがだな。もうさすがとしか言えねーわ」


　机の前から川村が話しかけてきた。ニヤニヤしている。


「『センパイを殺してわたしも死にます』って言われたらしいじゃんか」


「うぐっ」


「『俺のことは諦あきらめてくれ』だって？」


「ぐぬっ」


「これからはおまえのことを雛谷サンと呼ばせてくれよな！」


「だあああっ、違ちがうんだって！」


　たしかに伊織が言ったことだし、そこだけ抜き出せば恋こい人びと同士が愁しゆう嘆たん場ばを演じてるようにしか聞こえないけれど──でも違うのだ。


　だけど本当のことを言ったって、きっと誰も理解してくれない。魔眼？　へー？


　……どうすりゃいいんだ!?


「おまえも、けど、わかんないやつだよな。なんか友だちに相談したらとか、フッた相手に優やさしくアドバイスしてたそうじゃんか」


「いや、だから、そもそもフッたとかじゃ……」


「もしかして、おまえも実はあのコのこと、まんざらでもないんじゃねぇの？」


　と、川村はわけのわからないことを言った。マンザラ、デモナイ？


「──って、はぁ？　なに言ってんだ！　俺はあいつのせいで迷めい惑わくしてるんだ！　いまだって、こうやってクラス中で誤解されてるし！」


「誤解って言われてもなぁ。自業自得だろ？　証しよう拠こはあがってんだぜ？」


「く……っ、いやだから！」


「あ、それともあれか？　聞いたことがあるぞ？　わざと冷たくして、自分から離はなれられないようにするっていう高等テクニック」


　……だめだ聞く耳持ってねぇっ。


　がっくりと伊織は机に突つっ伏ぷした。くそう……


　こうなったら、せめてマナが諦めてくれていることを期待するしかない。人の噂も七十五日だ。このままマナがやってこなければ──





「センパイ！　カ……カクゴするですよ！」





　教室がどよめく。ひそひそとささやき声が交かわされるのが聞こえてくる。自分に注目が集まるのを伊織は肌はだで感じた。


「…………」


　儚はかない希望だった。まあ、どうせそんな気はしていたが……


　のろのろと机から顔を起こした。思った通り、戸口のところにマナはいて──と。


「……あれ？」


　違い和わ感かん。四日ぶりに現れたマナは、なんかいつもと違った。


　まず、いつもなら戸の陰かげに隠かくれているのに、隠れていない。普ふ通つうに立っている。


　次に髪かみ型がたが違う。頭の両側を黄色いリボンで結んでいる。ツインテールというやつだ。


　そして──、


　眼鏡を、していない。


「な……」


　慌あわてて伊織はまわりのクラスメートたちを見回した。


「川村……おまえ、なんともないか？　変な気分になったりとか……」


「？　なに言ってんだ？」


　どうやらみんな平気らしい。魔ま眼がんの影えい響きようは受けていない。


　──眼鏡で抑おさえてたんじゃないのか？


　視線を戻もどすと、マナは強こわばった顔でこちらを見ていた。


　思わずこちらもごくりと息を呑のんでしまいそうな、緊きん張ちようした面おも持もちだ。


　マナは大きく息を吸った。意を決した様子で、教室の中に一歩、入ってきた。キョドキョドと視線をさまよわせながら、おっかなびっくり──伊織の前までやってくる。


　やってきた。


　吸っていた息を、マナはそこで初めて吐はいた。ふーっと額の汗あせを拭ぬぐう仕草をする。


「センっ、パイっ──わたし、来ましたっ」


　やり遂とげた顔をしていた。頰ほおを緩ゆるめて、弾はずんだ声を出してくる。


「あ、ああ……てか、おまえ、眼鏡……なくていいのか？」


「コンタクトにしました！」


　マナの答えは単純だった。言われてよく見れば、瞳の色が違っている。


「カラコン……か？　え、そんなんでいいのか？」


「入れられるようになるまでタイヘンでしたけど。トックンしたですよ！」


　そんなんでいいらしい。


　あの眼鏡は特別なものなんじゃないか、とか思っていたのが馬ば鹿からしくなった。


「そんなことより！　見てください！　ほらっ」


　くるりんっ。


　と伊織の前で、マナは一回転した。二つのしっぽが動きに合わせて空中に円を描えがく。


　ぱっ。


　両りよう腕うでを左右に広げたポーズで停止する。遅おくれて髪が肩かたに落ちる。


「どーですかっ、センパイ！　イメチェンです！」


「イメチェン……？」


　改めてマナを見た。


　眼鏡がなくなり、瞳ひとみがあらわになったことで、元々の美少女っぷりが全開になっている。


　髪はツインテールになり、ボサボサだったのもきちんと手入れがされていた。ツヤツヤと艶つやめいている。


「ふっふー、これでセンパイはメロメロです！　そしてわたしに絶対服従っ！　ですよね？　センパイっ！」


　マナは自信満々だった。伊織は告げた。


「……いや、しないぞ？」


「ふふんっ。そうですよね。じゃあさっそく命令を──あっれぇ!?　な、なぜですか!?」


「なぜもなにも。いくらイメチェンしようが、言いなりになんてなるわけないだろ」


　前にも似たようなことを言った気がする。


　そりゃまあ、可愛かわいいのは認めるけれど──それとこれとは話がべつだ。


　やっぱこいつ、学習しないな……


「そんな、おかしいですよ。だ、だってこれでイチコロだって言ってたんです。これでメロメロにならない奴やつは目が腐くさってるって言ってたですよ？　──はっ、もしかしてセンパイ！　目が腐ってるんですか!?」


「腐ってねぇよ！」


「う、うう……っ」


　マナの目め尻じりにじわぁっと涙なみだが浮うかんだ。


　あ、しまった。あまりの言葉につい……


「センパイのメロメロ！　景けいちゃんに言いつけてやりますからぁー！」


　捨て台詞ぜりふを残して、マナはすごい勢いで教室を飛び出していった。止める間もない。


　……って、ケイちゃん？





　ちなみにこの件。『勇気を出してイメチェンまでして会いにきた健けな気げな少女を、伊織が泣かせて帰らせた』と、クラスメートたちには認にん識しきされた。


「雛谷サン。マジパネェ」


　とは川村の言葉。


　もう、どうにでもなれ……
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　マナがイメチェンしてきた、次の日。


　昼休み。伊い織おりは机の上でぐったりしていた。


　教室内は昨日のマナと自分の話題で持ちきりだった。


　たとえば男子たちの会話に耳を澄すますと……


「あのコ、また来るかな？　眼鏡ない顔はじめて見たけど、あれヤベェよ。めちゃ可愛かわいかった！　雛ひな谷たにサン、マジうらやましいぜ……！」


「んー。僕は眼鏡のままでもよかったかな？　でもさすが雛谷サンだよね。あんな可愛いコをゾッコンにしちゃうなんて。手て籠ごめにしたって本当かな？」


　本当じゃねぇよ！


「…………」


　叫さけんだところで意味がないことは、もうわかっていた。ここにきて伊織のクラス内でのイメージは完かん璧ぺきに固まった感がある。


　なんで「サン」付けが定着してるんだ……


　あと女子たちの会話はというと……怖こわいので意識を向けたくない。


　伊織はため息をついた。最近は、ため息ばかりだ。


　それもこれも……





「ふっふー。センパイ！　今日こそカクゴするですよ！」





　戸口から原マ因ナが、こちらにビシッと指を突きつけてきていた。


　ツインテールが揺ゆれて、ぱっちりした瞳が見つめてくる。昨日は泣きながら帰っていったのに、ぜんぜんいつも通りというか、いつにも増して威い勢せいがいいのは何な故ぜなのか。


　嫌いやな予感しかしない……


　でも、ほっとした。実は泣かせてしまったので心配して……って、いやいや、べつに心配とかしてないっての！　少しだけ気になってただけだ！


「って、ん？」


　と。


　マナの横に、見知らぬ女生徒が立っているのに、伊織は気づいた。


　中等部の制服をぴしっと着こなしている。マナより手足が引き締しまっていて、大人びた雰ふん囲い気きがある。


　女生徒は無言のまま、ツカツカと教室に入ってくる。


「あ、ま、待ってくださいっ。景けいちゃん！　はうぅ……」


　マナも後を追って教室に入ってきた。さっきまでの威勢はどこへやら、あっという間に弱気な表情だ。女生徒の背中に小さくなってしがみつく。


　伊織は昨日のマナの捨て台詞ぜりふにあった名前を思い出していた──景ちゃん。


　マナは女生徒にぴったりくっついたまま、伊織の前までやってきた。後ろから女生徒の肩にあごをのっけて、パアァッと笑顔の花を咲さかせてくる。


「センパイ！　今日こそわたしのモノになっちゃいますからね！」


「なんなんだその自信は……ならないぞ」


「そんなことをゆってられるのも今のうちです！」


「……ていうか、ええと、その子……」


　女生徒を見やる。さっきから無言のままマナと頰をくっつけ合っている。


「トモダチの景ちゃんです！」


「友だち……」


　やっぱり、そうなのか。


　伊織はマナの友だちだという女生徒・景ちゃん──景の顔をまじまじと見た。


　クールな感じの子である。ツンと澄ました表情をしていた。第一印象は、無口で無愛想。なんかとっつきにくそう。マナが野の良ら猫ねこだとすれば、景は血統書付きの猫だった。ツリ目が伊織を値ね踏ぶみするように見てきている。


「センパイ！　いくら景ちゃんが美人さんだからって見つめ合ってちゃヤです！　わたしを見てください！」


「え、いや見つめ合ってたわけじゃ──」


「マナ」


　伊織の言葉を遮さえぎって景が口を開いていた。


「なんですか？　景ちゃん」


「こいつがマナの特別な人？」


「はい、そうですよ」


「ふーん……」


　頰をくっつけたまま二人は会話していた。伊織は置いてけぼりである。


「ところでマナ。こいつになにか言ってやるんじゃなかった？」


「あ！　そうでした！」


　マナは景の後ろから出てきた。


　えっへん、と腰こしに手を当てて、こちらに見せつけるように胸を張ってくる。


　座っている伊織の位置からだと、ちょうど目線の高さにマナの胸はあった。ぶかぶかのジャージが引き伸のばされて、控ひかえめな二つのふくらみの輪りん郭かくが浮き上がる。──慌あわてて伊織は視線を顔に戻もどした。


　マナは瞳をきらめかせている。言ってきた。


「センパイ！　おっぱい触さわっていいですよ！」
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　マナの大だい胆たん発言に昼休みの教室は静まりかえった。


　その中でマナはひとりはしゃいでいた。胸を張ったまま得意げに言ってくる。


「おっぱい触らせてあげたらみんなわたしの言いなりなんですよ！　絶対服従です！　だから触ってください！　ほらほら。ど、どうぞ！」


「──さ、触らねぇよ！」


　はっと我に返って伊織は言った。


　無意識に持ち上がっていた手を、慌てて押さえつける。


「え……あの、センパイ？　さ、触らないんですか……？　わたしのおっぱい」


「触らない！」


　なぜ……？　という顔をしているマナに、もう一度きっぱりと言い放つ。


　当たり前だ。『悪い男』に続いて、さらに『変態』のレッテルまで貼はられたくは……


　と、そこで女子のひそひそ話が耳に入ってきた。
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「女の子に恥はじをかかせるなんて……雛谷って最低ね」


「あんなきっぱり否定するなんてヒド過ぎ……あの子に魅み力りよくがないみたいじゃない」


　……え、なにそれ……


　な、なんだよ。わーい、とか言って触りにいけばよかったってのか？　それなら……って、いや待て違ちがう。それこそ『変態』だ。正解なんてなかったんだ……


　頭の中に、左右に分かれた道と、どっちの道の先にも黒々と穴が掘ほってある光景が見えた。


　どっと疲つかれた。


　理り不ふ尽じんをかみ締めていると、ぽけっと固まっていたマナが復活してきた。


「ど、どういうことですかセンパイ！　触ってください。絶対服従してください！」


「……いや、どういうことって言われてもな」


　マナは本当にわけがわかっていない様子だ。伊織はだんだん呆あきれてきた。


　思い込みでキスを迫せまってきたときからマナはぜんぜん学習していない。成長していない。


　いつになったら諦あきらめてくれるんだ……？


　ため息が出る。


「おまえ……バカだろ」


「バ、バカ!?　──じ、じゃないですよっ。な、なぜですか!?」


「なぜもなにも……そもそもだな。おっぱ──胸を触らせてもらったって、絶対服従とか、なるわけないっての」


「え……で、でも、だって景ちゃんが」


「マナ。少しどいて」


　と、マナの肩かたに手を置いて、入れ替かわりに景が前に出てきた。


　景──マナの友だち。


　……って、そうだよ。考えてみればこいつがマナに言ったってことだよな。胸を触らせろ、とか。いったいどういうつもり、


　ゴスッ！


「っ!?」


　スネに激痛。声にならない悲鳴を伊織は上げた。危あやうく椅い子すから落ちかける。


「マナはバカじゃない」


　冷たく見下ろす景と目が合った。


「お、おまえ。なにし──」


　ゴスッ！


「っ!?」


　蹴けられた。スネを。また。


「マナはバカじゃない──バカカワイイの」


　バ、バカカワイイ？


「やはり目が腐くさってるようですね」


「けけけけ、景ちゃん!?　センパイを蹴っちゃだめです！　あ、あと、けっきょくわたしをバカって認めちゃってますよっ」


「あ。違う。違うのマナ。間違い。間違いだから。口をすべらせただけ」


　……いや待て。それって本音だったってことじゃないのか？


「それならしかたないですけど……もうっ、なんでセンパイを蹴ったんですか？」


「だ、だってマナ。コイツ。マナの魅力をぜんぜんわかってないから」


　……なんなんだ？　この景って奴やつは。


　蹴られたスネをさすりながら伊織はいぶかしんだ。ぷーっと頰ほおをふくらませたマナに詰つめ寄られて、景は焦あせって弁解していた。伊織に対するときと態度がまったく違っている。なによりスネの痛みが本物だ。いくらなんでも普ふ通つう、初対面の上級生を問答無用で蹴るだろうか。それも二回も。友だちをバカ呼ばわりされていい気がしなかったのかもしれないが……その怒おこり方も、なんか変だったし。バカって認めてるし。


　誰だれかに相談するように伊織が言ってから、マナにできた友だち。


　もしかして……いや、でも……


　と。


「ちょっと雛谷くん！」


　呼ばれて思考が中断される。へ？


　いつの間にか女子たちがやってきていた。マナを囲む。


　こちらからマナをかばうようにして、非難する目を向けてくる。


「さすがに今回はヒドいわ！　もう見てられない！　バカって……このコすごいがんばってたのに！」


「マナちゃん……でいいのかな？　こんな奴の側そばにいちゃダメ！」


「えっ、あ、あの……」


「マナちゃん！　こんな奴ほっといて、アタシたちと話しましょうよ」


「そうそう。ずっとどんな子か気になってたんだぁ。あ、髪かみ、長くって羨うらやましいなぁ。前はちょっとボサボサだったけど、今はツヤツヤね。髪型も似合ってる」


「そ、その……それは景ちゃんが……ひ、ひゃわわっ」


「あなたもほら！」


「いえ、私はこの方と少し話がありますので」


「そう？　じゃ、行こ、マナちゃん！」


「ふ、ふにゃーっ」


　そのままマナは女子たちに連行されていった。それを景は、手を振ふって見送る。


　教室の一角に、マナを中心にしてまたたく間に女子の壁かべができあがる。


　こちらの言葉など聞く耳持たないであろう彼女たちに、伊織は動けなかった。


　伊織の前には、景がぽつんと残っている。


　声をかけようとして、ためらった。様子がおかしい。


「ああ、マナ……マナ可愛かわいいよぉ……たくさんの方に囲まれてあたふたしている人見知りなマナかわいー……ときどきこちらに助けを求めて潤うるんだ目を向けてくるのがたまらない……じゅるり、あ、よだれ……」


　景は恍こう惚こつの表情を浮うかべていた。頰に手を当てて、うっとりと目を細めている。


　クールだった面おも影かげはどこにもない。


　──って、この様子……


「……やっぱり、魔ま眼がんを使われて……？」


「なんですか魔眼て」


　独り言が聞こえてしまったらしい。景はひんやりとした真顔を向けてきた。


　一いつ瞬しゆんだった。一瞬で、さっきまでのだらけた表情が元に戻っていた。
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　話があるという景とともに教室の隅すみに移動した。


「貴方あなたはマナにメロメロになっていて然しかるべきなんです」


　景の台詞せりふは上から目線だった。前髪をさらりと揺ゆらし、伊織を冷たく見み据すえてくる。


「どうしてマナに『おっぱい触っていいですよ』なんて言われて平然としていられるのですか。あそこは歓かん喜きにむせび泣きながらマナに忠誠を誓ちかう──そういう場面でしょう」


　なんかダメ出しされた。


　声には怒ど気きが含ふくまれていて、伊織はまた蹴られるんじゃないかと冷や冷やした。


　ちっ、と小さく舌打ちまで聞こえてくる。


「まったく。マナのちっぱい。触りたくないんですか？　あり得ません」


「いや、なに言ってんだオマエ」


「真理ですが何か」


「何かって……そんな真理はねぇよ。おまえ、あいつのこと好きすぎだろ……」


　呆れて伊織が言うと、景は誇ほこらしげに胸を反そらした。


「当然です。私を誰だと思っているのですか。私はマナの専門家プロフエツシヨナルですよ」


「専門家って……」


「で、貴方。さっき気になることを言っていましたね。魔眼？」


「え……いやその」


　話して、信じてくれるのだろうか？


「教えてください。先せん輩ぱい。──魔眼とはなんですか」





「マナに関することは何でも知りたいのです」


　という景に、迷ったものの伊織は魔眼のことを話してみることにした。


「これから話すことは全部、本当のことだからな？　実は……」


　始業式でのことをかいつまんで説明する。


　話し終えると、景は眉み間けんにしわを寄せてあからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。


「バカバカしいですね。そんな事が信じられるとでも？」


「ま、だよな……」


　景の反応はもっともだった。こんな荒こう唐とう無む稽けいな話、伊織だって自分で体験していなければ到とう底てい、信じられることではない。


「ですが面おも白しろい妄もう想そうですね。マナが私だけを誘ゆう惑わくしにくるなんて。くふふ……ご飯三、いえ十杯ぱいはいけます」


「…………」


「あ。でも」


　景はすっと目を細めると、人差し指を頰に添そえる。


「それが本当なら、マナ……なんてかわいそうなんでしょう」


「え？」


　伊織は思わず声を出していた。


「かわいそう……って、どういうことだよ。景」


「は？　貴方、なに気安く名前を呼んできているのですか。藤ふじ村むらです」


「ふ、藤村……」


　冷たくにらまれて伊織は言い直した。


「ええと、その、どういうことだよ。あいつがかわいそうって」


　そんなことを言われたら気になってしまう。


「わからないんですか？　貴方の妄想でしょうに。ディテールが甘いですね」


　……妄想じゃないからな。


「とにかく、教えてくれって」


　景はため息をついてきた。


　仕方がないですね、というふうに肩をすくめて見せてくる。


「いいですか。仮に貴方の話が本当だとすれば、マナはとっても大変な思いをしていることになりますよ」


「大変……？」


「魔ま王おうからスライムになったわけですから」


　景は意味のわからないことを言った。


「……魔王からスライム？」


「マナって超ちよう人見知りじゃないですか」


「ん？　ああ……まあ」


　視線をマナのいるほうへ向けた。


　教室の一角。女子たちが集まって騒さわいでいる。マナはその中心で、ちょこんと机の上に座らされて、借りてきた猫ねこのようになっていた。カチコチに肩を強こわばらせている。


　思い返してみた。一週間ずっと教室の外から見てくるだけだったマナ。告白しては逃にげていたマナ。イメチェンした姿を見せに教室に入ってきたときは、たしかにものすごく緊きん張ちようしているようではあった。


　たしかに──魔眼を封ふうじているマナは超人見知りのようだ。


　こちらが納なつ得とくしたのを見て取ったのか、景は再び口を開いてきた。


「貴方の妄想が真実だとすれば、マナがああなっているのは、貴方のせいなのですよ」


「ええと……」


「いいですか。魔眼で怖こわいものなしだったマナがそれを封じるということは、ＲＰＧでいえば、凶きよう悪あくなモンスターの跋ばつ扈こするフィールドへ出るのに、頼たよりの装備をすべて置いてくるようなものです。どれだけ恐おそろしいことか」


「装備を、すべて……？」


　言われて伊織は想像してみた。


　なるほど……まわり中、太た刀ち打うちできない敵だらけだ。


　つまり景が最初に言っていた、魔王からスライムになったというのは、魔眼という最強装備を外したマナは、最弱なスライムに落ちぶれてしまったって意味らしい。


「……そりゃ、たしかに恐ろしいな」


　最強から最弱へ。──ただのちっこくて非力な少女に、マナはなった。


　それでは、魔物だらけの教室には踏ふみ込めなくて当然だ。入ってくるのには、ものすごい勇気が必要だったはずで……


「ほら、とってもかわいそう」


「…………」


「そしてそんな大変な思いをしているのは貴方との約束を守るため、というわけなんですよ？　妄想の中まで健けな気げなマナかわいー。──まあ、貴方の妄想なので考えても無む駄だな話ですが」


「……なるほどな」


「わかりましたか？　それに、そもそも現実のマナだって、超人見知りなのにがんばっているんですよ？　いじらしいマナかわいーです。なのに貴方は」


　ふ、と景は冷れい笑しようを浮かべてきた。


「マナの魅み力りよくがわからないなんて愚おろかですね」
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　約束を守るためにマナは大変な思いをしている──という景の説明を受けて、伊織はマナのいるほうへ再び視線を向けた。


　マナは女子たちに囲まれて、質問攻ぜめにあっている。カチコチになりながら、それでもときたま顔を上げては、きちんと質問に答えているようだった。がんばっている。


　ふいに──マナはこちらを見た。目が合う。





　ほにゃ。





　と頰ほおを緩ゆるめて、マナは笑った。


「ほら。先輩。どうですか。あれは貴方が見てくれてほっとした、という笑みですよ。可愛いでしょう」


「ん、あ……ああ」


　景の言葉に、素す直なおに頷うなずいてしまう。


　鼓こ動どうが速まるのを感じていた。頰も少し熱いかもしれない。


　約束を守るために──伊織に絶交されないために、マナはとても怖い思いをしながら魔ま眼がんを使うのを我が慢まんしている。


　それがわかってしまうと、マナの見え方もこれまでとは違ちがっていた。


　自分にとってはただ、あの約束は、身を守るためのものでしかなかった。けれどマナにとってはものすごい覚かく悟ごのいることだったのだ。


　今まで少し邪じや険けんにし過ぎたかもしれない。


　魔眼を使われるのはやっぱり困るので駄だ目めだ。けれど、これからは態度を改めて、もう少し優やさしくしてやったほうがいいのかも……


「──その。貴方には少しですが感謝しています」


　見れば景がこちらにツンと澄すました横顔を向けてきていた。


「え？　感謝？」


「ほんの少しですけどね。聞けば貴方がマナに友だちを作るように言ったそうじゃないですか。私、もともとあの子に興味があったのですが。あの子には逃げ回られていたんですよ。貴方が言ってくれなければ、まだ友だちになれていなかったと思います。ありがとうございました──ものすごく不本意ですが」


　景は眉間にしわを寄せて本当に嫌いやそうにしている。思わず伊織は苦笑した。


「なんだ……おまえのマナ好きは元からってことか」


「それが何か」


「いやべつに」


　マナは魔眼を使っていなかった。


　藤村景。


　ちょっとおかしなところもあるこのクールな少女は、本当にマナの友だちなのだ。


　魔眼を使ったかもと疑うなんて、マナに悪いことをしてしまった。やはりここは態度を改めなければ。


　昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいが鳴った。


「け、景ちゃ～ん……」


「よしよし。マナ。よしよし」


「うゅ～……」


　女子たちから解放されたマナは、かまわれまくった子こ猫ねこのようにぐったりしていた。よろめく足取りで景といっしょに帰っていく。


　……次からは、邪険にしないでいてやろう。





　次の日。


　マナは元気にやってきた。


「センパイ！　センパイはおっぱい、おっきいのがいいんですよね？　だったら揉もんでください！　おっきくなりますよ！」


「ケダモノ……」


「変態」


「ちょ、やっぱ迷めい惑わくだ！」
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　マナが景けいをともなってアタックしてくるのが日常となった、ある日のことである。


　四時限目の前の短い休み時間。伊い織おりは隣となりの席に体を向けて、愚ぐ痴ちっていた。


「──だからな。俺とあいつはぜんぜんそんな関係じゃないんだ。迷惑してるんだって。俺は変態じゃないしな。あんな趣しゆ味みはない……わかってくれるか？」


「うん……うん。だいじょうぶ」


　銀ぎん髪ぱつを頭の後ろでまとめた彼女は、そう言ってこちらを安心させるように微笑ほほえんでくれた。


　ほわり。という感じだ。すさんだ心を癒いやしてくれる。


「雛ひな谷たにくんが言うなら、あたしは……信じるから……」


「ありがとな、ソフィア。おまえだけだ。そう言ってくれんのは」


　彼女──ソフィアとは、小学校からの付き合いで、いわゆる幼おさな馴な染じみだった（同じクラスになったのは久しぶりだけれど）。


　マナのおかげで他ほかのクラスメートたちからあらぬ誤解を受けている伊織だが、彼女だけは伊織の言葉を信じてくれるのだ。


　そのせいか休み時間になると、隣の席の気安さもあり、ついつい話しかけて愚痴を言ってしまっていた。けれど彼女は嫌な顔ひとつせずに聞いてくれる。


「いつも悪いな」


「い、いいよ。ぜんぜん……あたしはむしろ話しかけられて嬉うれし……」


「ん？　なにか言──」


「ふぇっ……あ、わ……な、なんでもないよっ」


　ソフィアは顔の前でぱたぱたと手を振ふった。


「え、えっとその、そう。雛谷くんはやっぱり変わらないなぁって。平等っていうか、変に意識しないよね……っ」


「えっと、なんの話だ？」


「ほらあたし、こ、こんなだし……」


　言って彼女は自分の髪かみを撫なでた。──銀色の髪。


　それに白い肌はだと、ブルーの瞳ひとみ。伊織はまったく気にしなかったのだが、クオーターである彼女はその外見から、昔よくからかわれていた。そのことを言っているのだろう。


「……特別に思ってもらえないのは、ちょっと残念かもだけど……」


「え？」


「ななな、なんでもないよっ」


　チャイムが鳴ったので、ソフィアとの会話はそこで終わった。
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　四時限目が終わり、昼休みになった。


　担当教師が教室を出て行くと、クラスメートたちがそれぞれ席を立ちはじめる。


「…………」


　伊織は席に座ったままだった。なぜなら今日もここで弁当を食べるのだ。


　……って、なんかこれじゃ、俺があいつを待ってるみたいだよな。


　いやだって、仕方がないのである。


　マナから逃にげるためにどっかへ姿を消していたら消していたで、変な噂うわさを立てられてしまうに違いない。だからけっして、マナが来るのを待っているわけではない。


　そりゃまあ、怖こわい思いをしながらも魔眼を我慢していて、突つき放すのはかわいそうかなって気もしているが……いやいやいや！　あいつが迷惑なのに変わりはねぇだろ！


　はーっと伊織はため息をついた。


　ふと、そのとき。


　隣でソフィアが弁当箱の包みをほどくのが目に入った。声をかける。


「──あれ？　ソフィア？　今日はここで食べるんだな」


「ふぇっ」


　ソフィアは肩かたを跳はねさせた。チラチラと上うわ目め遣づかいになって、こちらをうかがってくる。


「……だ、だめだったかな……？」


「ん？　いやそんなことはないけど。いつもは別のとこで食べてるだろ？」


　だからちょっと気になっただけである。


「え、えっとねっ」


　なぜか慌あわてた様子で、ソフィアは説明してきた。


「あの、あたし、いつもいっしょに食べてる他のクラスの子がいるのね。その子が今日はお休みしていて。あ、でも、まだ理由はあるんだよ。今日はあたし朝テレビを見ていたのね。それで占うらないのコーナーがあったんだけど、そこで言っていたの。日ひ陰かげにいるのがいいって。あとラッキーアイテムが机で、だったらもうここで食べるしかないかなって思って。それでだからあの──」


　早口の説明はまだ続きそうだったが、伊織はすでに納なつ得とくしていた。


「えーとつまり、いっしょに食べてたやつが今日はいないからなんだな？」


「う、うん。そ、そうなの。だからその子に勇気を出せって言われたとか雛谷くんの側そばで食べたいなって思ったとかじゃなくてね──あ、ち、違うの今のはべつにそういう意味じゃなくて、あのあのっ」


　と、続いたソフィアの言葉を、伊織はよく聞き取れなかった。


　なぜなら不ふ審しんなやつを発見して、そちらに意識が向いてしまっていたからだ。


　ジャージ姿のそいつは、半分だけ顔を戸の陰かげに隠かくして、じぃーっとこちらを見つめているのだった。こちらが気づいたことに気づいたのだろう。低い声で言ってきた。


「センパイ……その女は誰だれですか……」
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「センパイはわたしのモノになるんです！　あなたには渡わたしません！」


　肩をいからせて教室に入ってくるなり、マナはソフィアに勢いよく詰つめ寄った。ソフィアの机に手を置いて、顔をぐっと近づけている。


　フーッ、フーッと息を荒あらげ、マナは今にもソフィアに飛びかからんばかりだ。伊織は立ち上がってマナの襟えり首くびを摑つかんだ。引っ張って、引き離はなす。軽いので簡単だ。


「な、なにするんですかセンパイ!?　はっ、お持ち帰りですか!?　つ、ついに──」


「違う！」


　意味わかって言ってるのか？　いや、わかってないに違いない。


「ていうか、なにいきなりソフィアにつっかかってんだよ、おまえは」


「センパイを横取りされると思ったんですよ！」


「……横取り？　またわけわかんないことを……」


「貴方あなたには呆あきれますね」


　いつのまにかすぐ近くに景がいた。


　ゴスッ！


「っ!?」


　蹴けられた。


　手が緩ゆるんだ隙すきにマナに逃げられる。マナはさっと景の後ろに回ると、そこからまたソフィアをにらみつけてきた。対してソフィアは眉まゆを下げ、困ったような笑みを浮うかべている。


　伊織はマナの視線からソフィアをかばうようにして間に立った。


「おいマナ、いい加減にしろよ」


「う、センパイ……け、景ちゃん！　景ちゃんもあの女あやしいと思いますよね!?」


「そうだねマナ。──先せん輩ぱい。いちおう聞きますが、その胸の豊かな方とはどういう関係なのですか。やはり先輩はメロンが好きなのですか」


「藤ふじ村むら、おまえもいい加減俺のスネ蹴ってくるのやめろよな……メロンてなんだ？　いや、どういう関係もなにも、ただの友だちだよ。マナのやつはヘンな誤解してるみたいだけど」


「…………うわ」


　ゴミでも見るような目を向けられた。


　……俺、なんか間ま違ちがったこと言ったか？


　ソフィアは友だちだ。それに最近交流は薄うすくなっていたものの、幼馴染みだ。けれどそれ以外のなんでもない。しいて言うなら『癒し』だろうか。マナのせいで受けている誤解を、ソフィアだけはわかってくれる。


「ソフィア。おまえからも言ってやってくれよ。俺たちはただの友だちだって。誤解されたままだとおまえに迷惑がかかるし」


「…………」


　返事がない。


　振り返る。ソフィアは顔をうつむけていた。


「……ソフィア？」


「え、あ……」


　呼びかけるとソフィアは顔を上げた。彼女の表情は明るかった。


「う、うんっ。わたしたち友だちだよねっ。雛谷くんっ」


「だよな」


　確かく認にんが取れたところで伊織はふたりに向き直った。


「マナ、わかっただろ？　だから突っかかるな」


「うう……センパイがそう言うのでしたら……気をつけますけど……」


　景の後ろからブツブツとマナは言ってきた。唇くちびるを尖とがらせている。


「でもあやしいです……危険な気がします……敵です……メロンはおいしいんです……」


　どうもまだ完全には納得していないらしい。あとメロンがどうとかは意味不明だ。


「とにかく俺とソフィアはただの友だち！　だから勘かん違ちがいして迷めい惑わくかけるなよ！」


　いつもマナがするみたいにビシッと指さして、伊織は言ってやった。


　なぜか景が長々とため息をついていた。
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　マナがソフィアに突っかかってきた日から、数日が経たっていた。


　あれ以来、マナはソフィアを遠巻きににらんでくるようになった。伊織の言いつけを守って、直接的になにかしてくるわけではないのだが、疑ぎ惑わくの目をずっと注いできている。


「まったく……なんだってんだよな」


　昼休みの教室。伊織はそうつぶやいて、隣となりの席にいるソフィアに目を向けた。


　ソフィアは肩をすぼめていた。申し訳なさそうに言ってくる。


「その、雛谷くん。あたしは平気だから……」


「いやでも、」


「だ、だから、あんまりマナちゃんを怒おこらないであげてほしい……かな」


「まあ、ソフィアがいいならいいんだけど」


　ぽりぽりと頰ほおをかく。


「……あのね。あたしにも問題があると思うんだ」


「ソフィアに？」


「う、うん。だって、その……ご、誤解されるようなところがないわけじゃないし。今もこうやってすぐ隣にいるわけで……マナちゃんからしたら、きっとおもしろくないよね」


「うーん。いや、でもこうやって話をするくらい、普ふ通つうだろ？　せっかく隣の席なんだしな。あいつが勝手に変な勘違いしてるだけだよ。ソフィアが負い目に感じる必要はないって。友だちなんだし」


「──ふ、藤村さんっているよねっ」


　と、急にソフィアは弾はずんだ声を出してきた。そして下級生を『さん』付けだった。まあ景の伊織に対する態度はぜんぜん下級生っぽくはないので、違い和わ感かんはない。


「あいつがどうかしたのか？」


「この前、あたし、彼女に相談してみたんだけど……」


「藤村に？」


　なるほど。たしかに景はマナに関しての第一人者である。景自身がマナの専門家プロフエツシヨナルを名乗ってもいる。マナのことを相談するなら適任だろう。伊織が話しかけても彼女からはたいてい辛しん辣らつな言葉（もしくはスネ蹴り）しか返ってこないので、その発想はなかった。


「それで、藤村はなんて？」


「……ものすごく同情されちゃった……」


「え？　同情？」


　伊織は首を傾かしげた。マナにつきまとわれていることで、景が同情するとは思えなかった。景の場合、逆に羨うらやましいとさえ言ってきそうなイメージである。


「あ……そ、それはどうでもいいんだけどっ」


　わたわたとソフィアは胸の前で手を振ふってきた。


「？　そうか」


　伊織がうなずくと、ふーっ、とソフィアは胸に手を当てて深呼吸していた。


「あ、あのね──藤村さんはこう言ったの。おいしいものを用意するといいでしょう──って」


「おいしいもの？」


「うん。それであたし、用意してきたんだけど……」


　机の横の手て提さげ袋ぶくろから、ソフィアはかわいらしくラッピングされた袋を取り出してきた。袋は透とう明めいで、中にはクッキーが詰まっている。ひょっとして──


「手作り？」


「……う、うん」


　伊織が聞くと、ソフィアは恥はずかしそうにうなずいた。


　そのとき──教室に声が響ひびいた。


「あーっ！」


　マナの声が。


「あなた！　それをどうするつもりですか!?」
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「ま、まさかセンパイにプレゼントを!?」
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　教室の戸口にマナがいた。景もいっしょである。


　ソフィアの手にした袋へと向けられたマナの指先が、ワナワナと震ふるえている。


「や、やっぱりです……！　やっぱり、ほら、敵ですよ！　景ちゃん！」


「ふぇっ」


　ソフィアは目を丸くして驚おどろいていた。彼女の手にはラッピングされた袋が握にぎられている。中身は手作りクッキーだ。


　どうやらマナはそれを伊織へのプレゼントだと勘違いしたらしい。


「おいマナ、違うって。これはおまえのためにソフィアが作ってきたものなんだ」


「えっ、わ、わたしにですか？」


　マナはきょとんとした。「そうなんですか？」という目をソフィアに向ける。


「あ……うん」


　ソフィアはうなずくと、マナに向かって微笑ほほえんでみせた。


「そうだよ。マナちゃんのために作ってきたの」


「わ、わたしに……」


　戸と惑まどっている様子のマナへ、こいこい、と伊織は手招きした。


　おそるおそるマナは教室に入ってくる。


「はい、マナちゃん。口に合えばいいんだけど……」


　やってきたマナに、ソフィアはクッキーの入った袋を差し出した。


　けれどマナはすぐには受け取らない。伊織に確認するような目を向けてくる。


「センパイ、あの、」


「いいからもらっとけ」


「は、はいです」


　おずおずとマナは差し出された袋に手を伸のばした。受け取ると、袋の口に結んであったリボンをほどく。一枚つまみ上げて、──ごくり、と喉のどを鳴らす。


　伊織はなんだか緊きん張ちようしてきた。ソフィアを見れば、はらはらとした面おも持もちでマナの動きに見入っている。


　マナに目を戻もどした。マナはつまんだクッキーを、ゆっくりと口に運んでいく。


　ぱくっ。


「っ！」


　マナはカッと目を見開く。背筋がピンと伸びていた。


「ンマーッ！」


　叫さけんだ。


「な、なんですかこれ！　す、すっごくおいしいのですよ！」


　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる。袋を胸に抱かかえて、マナはソフィアにがばっと顔を近づけた。


「そう──シェフ！　あなたはシェフだったんですね！」


　クッキーなんだからパティシエじゃないのか、と伊織は思った。が、黙だまっておく。


　効果てきめん過ぎるマナの反応に、ソフィアは面食らっているようだった。


「き、気に入ってくれたんだ……？」


「ええ！」


「……よ、よかったら、また作ってくるよ……？」


「ほんとですか!?」


　パッとマナはこちらを見た。


「センパイ！　この方、いい人です！」


「……敵じゃなかっただろ？」


「敵じゃなくてシェフでした！」


「あー……シェフ……ね」


　ぱくっ。ぱくっ。


　とマナは続けてクッキーを頰ほお張ばった。


「とってもおいしいのです～」


　緩ゆるみきった表情を浮うかべている。


「俺も一枚もらおうかな」


　あんまりにもマナが目の前でおいしそうに食べるので、ほしくなってしまった。


　マナの手にある袋から、ひょいとつまんで口の中に放ほうり込む。


「あーっ！　セ、センパイ！　い、一枚だけですよ！　もうだめですよ！」


　抗こう議ぎの声をあげて、マナは袋を抱えて後ろを向いてしまう。食いしん坊ぼうなやつである。しかし……なるほど。マナが独ひとり占じめしたくなる気持ちもわかる。


「ソフィア、おいしいよ、これ」


「……雛谷くんがわたしのクッキーを……雛谷くんがわたしのクッキーをた、食べ……」


　よく聞き取れないが、ソフィアはなにかをつぶやいていた。ぽーっとした顔をしている。


「ソフィア？」


「ふぇっ!?　な、なにかな!?」


「いや、クッキーおいしかったって──」


「シェフ！　シェフ！　ぜひ明日あしたもお願いするのですよ！」


　と、伊織の言葉の途と中ちゆうでマナがかぶせてきた。袋がもう空っぽになっている。


　伊織は苦く笑しようした。


　ソフィアに向けるマナの視線には、もう敵意は欠片かけらもない。


　さすがはマナの専門家というべきか、景のアドバイスに間ま違ちがいはなかった。


　……でも、こういうのなんて言うんだっけ。……餌え付づけ？


　まあとにかく。


　ソフィアが敵というマナの誤解は無事に解けたようだ。


「よかったよかった。──とでも思っているのでしょうね、貴方あなたは」


　と、いつの間にか近くに来ていた景がそんなことを言った。


「？」


　その通りだったので、伊織はなにも言わず、とくに気にしなかった。
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　ある夜のこと。とあるアパートの一室。


　六畳じようほどの部屋は雑然としていた。お菓か子しの袋や各種ゲームのパッケージ。未み開かい封ふうの缶かん詰づめやカップ麵めん、脱ぬいだままでしわくちゃの服など。いろいろなものが散らかっている。


　その中心、いつも敷しきっぱなしになっている布ふ団とんの上に──マナはいた。


　マナは風ふ呂ろ上がりだった。格好はバスタオルを一枚巻いただけ。髪かみもまだ湿しめっている。


　布団の上で正座して、テーブルに置かれたノートパソコンの画面に向き合っている。


　カチッ。カチッ。


　マウスをクリック。


　カタカタとキーボードを打つ。


「ふっふっふ……」


　液えき晶しようの光を顔に受けながらマナは不敵に笑った。


「次こそセンパイはわたしのモノですよ」


　ブラウザを開いて、『お気に入り』からいつもの掲けい示じ板ばんに飛ぶ。


　ノートパソコンの画面上部に大きな文字が表示された。


『乙おと女めの悩なやみ相談室』


　カタカタ、カタタタタ。


「えっと、今日はセンパイが景けいちゃんに蹴けられてて、わたしは止めました。そしたらセンパイが頭なでなでしてくれました。とっても気持ちよかったです。シェフの料理もでりしゃすで……」


　さっそくマナは今日の報告を掲示板に書き込んだ。思い出しながら書いているから文章が単純になってしまうけれど、気にしない。


　最後に付け加える。


「次はどうすればいいでしょうか……と」


　あとは返事を待つだけである。


「師し匠しよう。またカンペキな作戦を教えてくださいっ」


　マナがこの掲示板で師匠と知り合ったのは、景といっしょに彼の教室に踏ふみ込んでから、少ししてからだった。師匠は彼を手に入れるための方法を、マナにいろいろ教えてくれる。


　師匠はその業界では有名人で、師匠に相談することで、見事に目的を果たしたという人がいっぱいいる。そのことを知った景が、師匠の存在を自分に教えてくれた。


　やっぱり調べものはインターネットである。ゲームの攻こう略りやく情報だって一発でわかっちゃうのだ。センパイを絶対服従させる方法だって、ちゃんと教えてくれる。コンビニで立ち読みした噓うそつきな本とは違うのだ。


　待っている間になんとなくマナは『お気に入り』の一覧を開いてみた。『乙女の恋れん愛あい相談所』のほかは、ゲーム関係の名前がずらりと並んでいる。


　と、マナは思い出した。慌あわてて確かく認にんする。


「あーっ、やっぱりあのゲームもう出てたですか！　すっかり忘れてましたっ」


　なんということだ。ずっと楽しみにしてたのに。かつてはそれをプレイすることが自分の生きている理由とさえ思っていたのに……！


　でもまあいっか、とマナは思った。


　部屋には大画面の液晶テレビがある。次世代ハードも全部そろっている。


　けれどそれらは、今ではすっかり埃ほこりをかぶっていた。


　彼と出会うまではゲームが一番だった。仮想現実にしか興味がなかった。


　魔ま眼がんですべて思い通りになってしまう現実の世界より、ゲームの世界のほうが自分にとって刺し激げき的だった。だから寝ねてるときと食べてるとき以外は、ゲームばかりをして過ごしていた。ほかにやることもなかったから。


　でも今は違う。


　違っている。


　もっとずっと楽しいことを見つけていた。





　待つこと一時間──


　その間、マナはバスタオル一枚のまま、ずっと画面の前でそわそわしていた。


　返事が来た。


　マナが師匠と呼んでいる相手──ハンドルネーム『コトネ』からのメッセージだ。


　息を止めて、マナは読んだ。そこにはなんと──三段構え作戦が書かれていた。


「な、なるほど……！　わかりました！　師匠！」


　ぐっと握にぎり拳こぶしを作って、勢いよく立ち上がる。


「センパイ！　カクゴするのです！　明日のわたしはひと味違いますよ！」


　バスタオルがはらりとほどけて、落ちた。
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「──というわけで、今日のわたしはひと味違うのですよ。景ちゃん」


　翌日の昼休み。彼のいる高等部の教室へ景とともに向かいながら、マナは言った。


　歩きながら景は身を寄せてきた。こちらの頰ほおをぺろっと舐なめてくる。


「ひあっ」


「いつもの味」


「って、もうっ、そういう意味ではないのですよー」


　景はクスッと笑ってきた。


「わかってる。冗じよう談だんだよ、マナ」


「もー」


「ごめん。許して」


「許さないです！　えいっ」


　お返しだ。マナも景のほっぺたを舐めてやった。


　景は固まった。


「……景ちゃん？」


「マナ……私、もう死んでもいい」


「景ちゃん!?」





　しばらくすると景は硬こう直ちよくから元に戻もどった。


「マナ。それでひと味違うマナは、どんなことをするの？」


「あ、はい。──ふふっ、それは見てのお楽しみですよ！　見ててください！　センパイは今日でわたしのモノになっちゃいますから！」


「そうなんだ」


「ええ！　師匠の教えはカンペキです……！」


「……問題はあの人の恋愛方面における壮そう絶ぜつな鈍にぶさだけどね」


　と、景はぼそりとつぶやいてきた。顔をうつむけて、あごに手を当てている。


「ソフィアさんの気持ちに気づかないどころか──あの人、すでに相当マナにデレてきてるのに、そのことにさえ自分で気づいてないから。鈍すぎて自分がデレてることにさえ気づけない愚おろか者……ふむ。略して──ニブデレとでも呼んでやりましょうか」


「？　どういうことですか？」


　よくわからなかったので聞くと、景は顔を上げて、穏おだやかに目を細めてきた。


「なんでもない。マナはバカカワイイね。先せん輩ぱいもメロメロだよ」


「ですか！　ふふっ、がんばりますよ！」


　教室が近づいてきた。


　いつもここが一番緊きん張ちようする。


　深呼吸ひとつ。マナは教室の中に飛び込んだ。


「センパイ！　カンネンするですよ！」
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「──今日のわたしはひと味違います！」


　教室に入ってくるなりビシッとこちらを指さして、マナはそんなことを叫さけんできた。


　ひと味違うらしい。


　伊い織おりはふと、隣となりの席のソフィアへと顔を戻した。マナのほうを指さして、


「あいつ、前にもあんなこと言ってたよな」


「か……かな？」


　ソフィアは奥歯にものが挟はさまったような顔をした。


　と、マナたちがやってきた。マナは小走りに。景はその後ろをゆっくりと。


「あ、シェフ！　今日のメニューはなんですか!?」


　やってくるなり、マナはソフィアに確認する。


「えっとね。今日はプリャニキだよ」


「ぷにゃにき？」


「プリャニキ。おばあちゃんに教えてもらったの。蜂はち蜜みつを使ったクッキーって感じかな。けっこう甘いから、好みは分かれると思うんだけど……。紅茶にとてもあうの」


　魔ま法ほう瓶びんを取り出すソフィアに、マナはうなずく。


「わかりました！　では、センパイをわたしのモノにしたあとで、ゆっくりといただくことにしますね。ふふっ、楽しみです！」


「……いやだから、ならねぇって」


　あまりにも自信満々で得意げになっているマナを見て、伊織はため息をついた。


「いきますよ！　センパイ！」


　緊張した様子でマナはまっすぐ伊織の目を見つめてくる。


　伊織はぐっと身構えた。


「じゃあセンパイっ、なにかおもしろい話をしてください！」


「は？」


「ですから！　おもしろい話ですよっ」


「なんでだよ？」


　わけがわからない。なんで伊織がおもしろい話をしなければならないのか。


　おもしろい話って……むやみにハードルが高いし。


「男の人は、話をちゃんと聞いてくれる控ひかえめな女の子がいいんですよねっ」


「……まあ、そうかもな」


「だからおもしろい話をしてください！　ちゃんと聞きます！　控えめになります！」


「…………」


「…………」


「……いや、しないぞ？」


「な、なぜです!?」


「なぜですと言われても」


「くっ、ならば次ですよ！」


　マナは作戦を切り替かえたらしかった。


　二、三歩下がると、その場でいつかのように一回転してみせてきた。くるりん。


「わたしを見てくださいセンパイ！　なにか気づきませんか？」


「なにかって」


　いつも通りに見えた。


　ちっこい背せ丈たけ。ツヤツヤの長い髪かみはツインテール。ぱっちりした大きな瞳ひとみ。小さな鼻。薄うす桃もも色いろの唇くちびる。華きや奢しやな首筋。いつも通りのジャージ姿──


「男の人は、身だしなみに気をつかう女の子がいいんですよねっ」


「……なにか違うのか？　ぜんぜんわからないぞ？」


　またイメチェンした、というわけでもないようだった。


「もうっ、よく見てくださいよ！」


　伊織はよく見てみた。けれど、やっぱりいつもと同じにしか見えない。


　と、もったいぶった口調で、マナは言ってきた。


「このジャージ……新品なんです！」


「いやわかるかよ!?　同じだろ!?」


　色もデザインもいつもとまったく同じようにしか見えない。


「ぜんぜん違いますよ！　えと、においとか！　嗅かいでみてください！」


　ジャージの胸のあたりを引っ張って、こちらの鼻先に近づけてくる。


「ちょ、やめろって。嗅がないからな！」


　焦あせって伊織が言うと、マナは頰をふくらませた。


「センパイ！　さっきからワガママばかりですね！」


　……なんで俺、怒おこられてんだ？


　悪くないよな……？


「マナの許可が出たのです。存分にクンカクンカしたらいいじゃないですか。羨うらやましい」


「……藤ふじ村むら。なに言ってんだおまえ」


「センパイ！」


「なんだよ……」


　なんかもう疲つかれた。


「男の人は、女の子に触ふれられると嬉うれしいんですよねっ」


「…………」


「ふふっ、黙だまっても無む駄だですよ！　もう調べはついているんです！」


　嫌いやな予感がした。


「ちょっと待て、マナ。どうする気だ？」


「抱だきつきます！」


　……くっ、やっぱそのパターンか！


　マズい。


　伊織は周囲を確かく認にんした。女子たちからは責めるような視線が向けられている。男子からは羨せん望ぼうと──それに嫉しつ妬との眼まな差ざしを感じた。


　最初のうちは『雛ひな谷たにサンすげぇ』とだけ言っていた男子連中だが、今では純じゆん粋すいにマナを好きになる奴やつらが出始めていた。すでにファンクラブまで出来ているらしい。彼らは伊織に対してドス黒いオーラをぶつけてくるのだ。


　まあ、そういう視線にさらされること自体には、すでに慣れてきているのだが……


　恐おそろしいことに、慣れてしまってきているのだが……


　問題は、抱きつかれるとドキドキしてしまうことだ。


　顔が熱くなってしまう。


　いやマナがどうとかではなくて、女の子に抱きつかれた男の、普ふ通つうの反応としてだ。


　そしてそんな自分をこちらに興きよう味み津しん々しんの周囲から見られるのは──なんていうか、とても恥はずかしい。できるならば回かい避ひしたい。


　そのために伊織は自分から動くことにした。こちらに近づいてきたマナの両りよう肩かたを、がしっと摑つかまえる。


　と、マナはなぜか頰を赤くした。


「あ……あれ？　センパイ？　センパイから抱きついてくれる、ですか……？」


「ち、違ちがうっての」


「はっ。う、動けない!?　センパイ！　これじゃセンパイに抱きつけませんよ！」


　マナはこちらに手を伸のばしてジタバタしてくる。


「なんで止めるですか！　やはり抱きつきは効果があるんですね！」


「ねぇよ！」


　伊織は叫んだ。はっきりと否定しておかなければ、またマナは抱きついてこようとするに決まっている。


「おまえ最初のときだって抱きついてきただろ!?　でもダメだったろ!?」


「抱きつきが足らなかったに違いありません！　もっと長時間、全身が密着するようがんばりますよ！　前がいいですか？　後ろがいいですか？」


「いい！　がんばらなくていい！　どっちもやめろ！」


「やはり師し匠しようの教えは効果抜ばつ群ぐんのようですねっ！」


「またかよ！」


　──ったくなんだ師匠って。どこの誰だれだか知らないが、いつも余計なことを……！


　おかげで毎度マナは妙みような自信をつけてやってくるのだ。


　マナはぐいぐいきた。摑んでいる肩がすっぽ抜けそうになる。やばい……！


　と。


「えっと……マナちゃん……あの、お茶の用意、できたよ？」


　いいタイミングでソフィアの声がかかった。マナはこちらとソフィアを見比べ、


「くっ、しょうがないですね……センパイ！　今日はこのへんで勘かん弁べんしてあげます！」


　助かった。





　　　　４




「……ったく……師匠って誰だよ……毎回あいつに余計なこと吹ふき込みやがって……」


　その日の夜。伊織の家。


　夕食の片付けのため、伊織は台所の流しに立っていた。皿を洗っている。


　食器は四人分。自分と姉二人と妹一人で、四人。


　その中で、家事は伊織の担当だ。上の姉はそもそも不器用過ぎて話にならないし、下の姉は面めん倒どうくさがってやろうとしない。妹は──姉たちよりしっかりしているものの、小学生だ。伊織がやるしかない。


　水道を止めた。手を拭ふきながらリビングに戻もどる。と。


「お、イオ。ご苦労さん。──対戦しないか？」


　ソファにふんぞり返った下の姉が、ゲーム機のコントローラー片手に声をかけてきた。


　下着姿で。


「って咲さき姉！　だから脱ぬぐなよ！　夕食のときは着てたじゃないか！」


「おいおい、毎度毎度同じことを言わせるなよイオ。服を着たままゲームが出来るか！」


　……ああもう。


　下の姉──雛谷咲。


　伊織の通う学校で前年度の生徒会長を務めていた現高等部三年生。キリッとした立ち振る舞まいが男女ともに人気の元カリスマ生徒会長──なのだが、家ではとてもだらしない。


「なんかお姉サマに対して失礼なこと考えてないか？」


　咲の目に剣けん呑のんな光が灯ともる。唇をニヤッとつり上げてみせてくる。


　ブンブン。伊織は慌あわてて首を振った。逆らっても良いことないのは身に染みている。


「そうか。ならいいんだ。──で、やらないか？」


　コントローラを持ち上げてくる。


「……遠えん慮りよしとく。宿題あるし」


「なんなら手伝ってやるぞ？　そしたら早く終わるだろ？」


「自分でやらないと意味ないっての。咲姉の場合、過程を省いて答えをいきなり出してくるから、教えてもらうのには向いてないしさ」


「む、なんでおまえはそんなに真ま面じ目めなんだ。つまらん」


　──姉二人おまえらが不真面目だからじゃないか？


　思ったものの、口には出さない。まあ、どちらの姉も家の外では化けの皮をかぶってきちんとしているようなのだが──伊織にはあまり関係のない話だ。


「コトのやつも最近は相手してくれないしなぁ……」


　と咲がつぶやいていた。コトというのは妹だ。


　雛谷琴こと音ね。小学三年生。


　琴音はリビングの隅すみにあるパソコンの前にいた。チェアの前方にちょこんとお尻しりを乗っけているのだが、それでも床ゆかに足が届いていない。真しん剣けんに画面を見つめて、時折ものすごい速さでキーボードを打っている。


「なにしてんのかしら。エロ画像集め？」


「いや咲姉じゃないんだから」


　姉の冗じよう談だんにツッコんでいると、琴音は立ち上がってトコトコとこっちに来た。


「お兄ちゃんお兄ちゃんっ。ちょっと聞いてよっ。信じられないよっ」


「ん？　どした？」


　伊織はしゃがんで、妹と目線を同じにした。琴音は珍めずらしく怒っているようだった。


「お兄ちゃんっ。いっしょけんめいオシャレした女の子に対して、いつもとぜんぜん変わらないなんて言っちゃう男の人って、どう思うっ。自分から女の子を楽しませる話もできない男の人は？」


「ふむ。そいつは最低のクソ野や郎ろうだな。そしてヘタレだ。死ねばいいと思うぞ」


「咲姉……琴音に過激な言葉を教えるなよ。で、えーと、まあ、死ねばいいとまでは言わないけど、たしかにヒドイ奴だな」


　どこの誰だか知らないが、世の中にはいろんな奴がいるものだ。


「だよねだよねっ」


　琴音は満足したのか、再びパソコンのほうへ戻っていった。
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　朝。伊い織おりが登校すると、下げ駄た箱ばこのところにものすごい人だかりができていた。


　キャーキャー、と黄色い歓かん声せいが聞こえてくる。


　人だかりを作っているのは全員、女生徒だ。


「……なんだ？」


　このままでは下駄箱を通れない。


「総そう一いち郎ろうさま[image: ]　誕生日おめでとうございます！　あのこれ、受け取ってください！」


　女生徒の声が耳に入ってきた。応こたえる男性の、よく通った声も聞こえてくる。


「ああ、綺き麗れいな花だね。きちんと飾かざらせてもらうよ」


「総一郎さまっ。これ、あたしの気持ちですっ。ポエムにしてみましたっ」


「ありがとう。あとで返事を書かせてもらうよ」


　そんなやりとりがいくつも聞こえてくる。


「ああ。そっか。あの人の誕生日なのか」


　そういえばよく似た景色を二月──バレンタインデーのときにも見たばかりだ。


「……相変わらずすごい人気だな」


　背せ伸のびしてみる。女生徒の群れの奥に、長身の人ひと影かげがあるのがわかった。


　彼の名前は、時雨しぐれ総一郎。現在の生徒会長である。


　容よう姿し端たん麗れい。文武両道。お金持ち。けれど驕おごったところはまったくない。ついたあだ名はそのまんま、完璧超人ミスターパーフエクト。


　彼の前に生徒会長をしていたのが二番目の姉ということで、伊織は彼と知り合いであった。尊敬できる先せん輩ぱいである。


　と、彼はこちらに気づいたのか、


「おっと、君たちの気持ちは嬉うれしいが、ここは通行の邪じや魔まになるようだ。移動しようではないか」


　はいー、わかりましたー、と素す直なおな声が次々あがる。











[image: ]








　ぞろぞろと女生徒の群れを引き連れて、彼は移動していった。





　　　　２




　その日の放課後。廊ろう下かを、伊織は腕うでを引っ張られて歩かされていた。


　ズンズンという効果音が似合いそうな足取りで、三年生で元生徒会長の姉──咲さきが前を行っている。帰り支じ度たくをしていたら、いきなり現れたこの姉に捕まったのだ。


「咲姉、いちおう聞くけど、どこに向かってんだ？」


　サムライみたいなポニーテールに声をかける。咲はチラリと目線だけで振り向いてきた。


「ん？　ああ、言ってなかったか？」


「聞いてない」


「時雨んとこ」


　予想通りの答え。つまり生徒会室に向かっているらしい。


「また雑用か……」


　中等部の頃ころから伊織は、生徒会長だった姉に言われて、生徒会の雑事を手伝うことがあった。姉が生徒会長を引退して解放されたと思っていたが、そうはならないらしい。


　……ていうかあの人、誕生日にも仕事してるんだな。


　さすがというかなんというか。


「どうせ暇ひまだろおまえ」


「夕飯の用意とかあるんだが……？」


「今日はあたしがやってやる。中ちゆう華かだ」


「……じゃあ任せるけどさ」


　悔くやしいことに咲の中華は我が家で一番の絶品である。琴こと音ねも喜ぶだろう。普ふ段だんは「ゲームの時間が減る！」という本人にとっては切実な理由により、作ろうとしないだけなのだ。


「ほら、着いたぞ」


　バン！


　立ち止まるなり、咲は戸を豪ごう快かいに開け放った。


「時雨！　連れてきてやったぞ！」


　姉の声に、その部屋──生徒会室の奧から返事がある。


「咲さん。それは有り難いのですが、もう少し静かに戸を開けられませんか」


「悪い悪い。っと、ほら、こいつ。好きに使っていいから」


　ばしん、と背中を叩たたかれる。伊織は生徒会室に足を踏ふみ入れた。


　広さは教室の三分の一くらいだ。壁かべにはスチール製の棚たなが並んでいて、いくつもファイルが収められている。部屋の中央、長机が四角になるよう配置されていた。一番奥のパイプ椅い子すに上級生の男子生徒が座っている。


「えっと……どうもです。時雨さん」


　総一郎に向かって、伊織はぺこりと頭を下げた。


　彼はこちらに顔を上げると、席を立って伊織の前まで歩いてきた。彼は背が高い。伊織は見上げなければならなかった。すっと手を差し出してくる。


「忙いそがしいところすまない、伊織くん。よろしく頼たのむよ」


「あ、いえ」


　握あく手しゆを交かわす。


　いつもながら──まるでどこかの国の貴族のようだ、と伊織は思った。あるいは王子様か。動作のひとつひとつが、優ゆう雅がで気品に満ちている。実際、彼の実家は相当なお金持ちだ。この学校にも多額の寄付をしているという噂うわさである。


　──完璧超人ミスターパーフエクト。


「ところで今朝はすまなかったね」


「え？　あ、下駄箱のことですか？」


　そんな会話をしていると。


「じゃーな、イオ。しっかり働けよ」


　バン！


「ちょっ、咲姉!?」


　注意されたばかりなのに、勢いよく戸を閉めて姉は去っていった。振り返ったときにはもういない。


　はぁ……と伊織は肩かたを落とした。総一郎は苦く笑しようしていた。


「咲さんを姉に持つと、大変だね」


「……まあいつものことです。慣れましたよ。それに最近じゃ、あいつのほうが」


「あいつ？」


「あっ、いえ、なんでもないです。それより俺はなにをすれば──」


　と。


「け、景けいちゃん！　こっち！　こっちです！　早く！　急いでください！　さっきセンパイがキレーな女の人に引っ張られてたんですよ！」


　戸の向こうからあいつの声がした。足音が近づいてくる。


「こ、この部屋があやしいのですよ！」


「わかった、マナ」


　直後に聞こえた声は景のものだろう。ガラリ、と戸が開く。景が立っていた。


　景の後ろにマナはいた。こちらを見つけて、ほっとしたふうに表情をほころばせる。が、すぐにハッとして、きょろきょろと部屋の中を見回してくる。


「セ、センパイ！　あ、あの女の人はどこへ!?」


　またよくわからない勘かん違ちがいをしているようだった。ソフィアのときみたいな誤解がないよう、はっきりと言っておかなくては。


「もう帰った。そんでもって、あれは俺の姉だ」


　マナはきょとんとする。


「センパイのお姉さん、ですか？」


「ああそうだよ。ええと、藤ふじ村むらはわかるだろ？　去年生徒会長やってた、」


「咲先せん輩ぱいですか。ええ、知っています。そういえば名字が同じですね。ご姉弟きようだいでしたか。あなたと違って目立つ方ですよね」


「なんか引っかかるが……マナ、どうだ？　納なつ得とくしたか？」


「あ、はい、です」


　はあああぁ～……、とマナは息を吐はいた。


「もー、びっくりしちゃいましたよー」


　体から力が抜ぬけたようで、ぐてーと景の肩に頰ほおを埋うずめる。


「よかったね、マナ」


「はいー。よかったですー」


　口元を緩ゆるめるマナ。納得してくれたようだ。


「よし。じゃあ俺は忙しいから今日は帰れな」


「はいー。ふふふっ、忙しいならしょうがないですねー」


「……では失礼します。──マナの扱あつかいが上う手まくなりましたね先輩」


　二人は帰っていった。戸が閉まる。


「すみません。時雨さん。騒さわがしくしちゃって」


　伊織は隣となりに立っている総一郎に声をかけた。


　しかし。


「時雨さん？」


　返事がない。


　彼はぼーっとしていた。マナたちが出て行った後の戸を見つめている。


「あの、どうしました？」


　再度声をかけてみるも反応はない。失礼かと思いつつ、顔の前で手を振ふってみた。それでも反応しない。伊織は心配になった。


「時雨さん！」


　と、彼の口が動いた。


「……可か憐れんだ」


「は？」





　　　　３




　次の日の放課後。伊織は再び生徒会室にいた。


　けっきょく昨日はあれからずっと総一郎は呆ほうけていた。予定していた仕事がまったくはかどらず、よって今日も伊織が手伝うことになったのだ。


「終わりました」


　そう言って伊織は、うーん、とパイプ椅子の上で伸のびをした。


「……ありがとう伊織くん。その、昨日はすまなかったね」


　机から顔を上げ、総一郎は申し訳なさそうに言ってきた。彼は目の下に隈くまを作っている。


「いえ、それはいいんですけど」


　昨日は聞けなかったことを伊織は聞くことにした。昨日の総一郎は、伊織がなにを言っても「ああ……」とか「うん……」としか反応しなかったのである。


「どうしたんですか？　昨日は」


「ああ、うむ、それなのだが……」


　逡しゆん巡じゆんの後、総一郎はまっすぐにこちらを見つめてきた。大おお真ま面じ目めな顔と声で言ってくる。


「伊織くん。その、昨日の彼女とキミは恋こい人びと同士なのかな」


「は？」


「髪かみをふたつに結んでいて、ジャージを着ていた、あの可憐な少女のことだよ。美しい瞳ひとみをしたね。彼女とキミは付き合っているのだろうか？」


「え、いや」


「付き合ってはいないのかい？　しかし彼女はキミを慕したっているようだったが？」


「……違いますよ。俺とあいつはそんなんじゃありませんて」


　マナの目的は伊織を絶対服従させることである。だからそのために、キスをしてきたり、告白してきたりして、伊織を骨抜きにしようとしているだけなのである。クラスメートたちにも色々誤解されているが、けして恋れん愛あい関係にあるわけではない。


「ほんとうに恋人ではない、と？」


「ええ」


「そうか。それを聞いて安心したよ」


　総一郎は表情を緩めた。


「どういうことです？」


「いやなに、」


　伊織が聞くと、彼は照れくさそうに言ってきた。


「どうやら私は彼女に恋をしてしまったらしいのだ」


「へ？」


　恋。総一郎──完璧超人ミスターパーフエクトが、マナに？


「その、伊織くん。彼女、名はなんというのだろう」


「あ、ええと……マナ、ですよ」


「マナ。マナくんか。うむ。じつに可愛かわいらしい、よい名前だね……」


　総一郎はぼーっと宙を見つめた。昨日見たマナの姿を思い返しているのかもしれない。


　そう思ったら、伊織はなんだか──よくわからない気分になった。胸になにかがつっかえているような感じがする。なんだ、これ。


「おや？　そこに誰だれかいるのかな」


　と、総一郎は伊織の背後──生徒会室の入り口を見ていた。伊織は振り返った。戸が少しだけ開いている。伊織は席を立った。戸をガラリと開けた。と、


「あ、センパイ！」


　マナがいた。こちらを見上げて、ぱあっと笑いかけてくる。


「用事は終わりましたか!?」


「……あ、いや、」


　とっさに言葉が出ない。


「マナくん！　マナくんじゃないか！」


　背後からの大声に、伊織ははっとした。マナがビクッとして戸の陰かげに隠かくれる。


　振り向くと、総一郎が立っていた。


　様子がおかしい。熱に浮うかされたようになっていて、その目は伊織をまったく見ていない。マナだけを見ている。


　彼は片かた膝ひざをついた。マナに向かって大おお仰ぎような仕草で手を差し伸べ、言った。


「マナくん！　私と付き合ってほしい！　私はキミに惚ほれてしまったのだ！」


　さすが完璧超人ミスターパーフエクト。いきなりの告白だった。行動に迷いがない。


　戸の陰から顔だけ出してマナは目を白黒させている。


「は、はい？」


「『はい』？　それは了りよう承しようということかい？」


「ち、違います！」


　マナはこっちを見た。


「うう、センパイ……助けてください……」


「あ、ああ。わ──」


　わかった、と反射的に言いかけて、


「あ、えっと……」


　伊織はその言葉を呑のみこんだ。


　──そうだよ。なんで助ける必要がある？　俺はこいつを迷めい惑わくに思ってるんだぞ？


　だったら……


「……いいんじゃないか？　付き合えば」


「え？　あの、セ、センパイ？」


「おお伊織くん！　応おう援えんしてくれるのかい!?」


「はい」


「センパイ!?」


　マナは信じられないという顔で見上げてくる。


「……なあマナ。とりあえず、デートくらいしてみたらどうだ？」


「デ、デートって……え？　そ、そんな……」


　しゅんと下を向いたマナを安心させようと、伊織は続けた。


「大だい丈じよう夫ぶだって、マナ。時雨さんはいい人だぞ？」
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　休日の朝。伊織の家。


　リビングで朝食の用意をしていると、伊織の携けい帯たいが鳴った。相手は総一郎だ。


『マナくんを楽しませるにはどこへ行くのがよいだろうか』


　電話口で彼はそう聞いてきた。


　今日はマナと総一郎がデートをする日である。


　パリン！


「あ……」


　気がつくと、手に持ったままだった皿が、落ちて割れていた。


「…………」


『もしもし？　伊織くん？　聞こえているかい？』


「……え、あ、はい。えっと……なんですか？」


『彼女の好物など、教えてもらえると助かるのだが』


「好物ですか……まあ、甘いものは好きなんじゃないですかね」


『なるほど。いやはや、すまないね。こんな朝早くに電話をかけてしまって。今までいろいろ考えたのだが、やはりマナくんと親しいキミの意見を聞くのが一番だと思ってね！』


「いえ……」


　その後もいくつか質問を受けてから、伊織は通話を終えた。


　割れた皿を片付けていると、また携帯が鳴った。聞き忘れたことでもあったのだろうか。ディスプレイを見ずに通話ボタンを押していた。


『先せん輩ぱいは超ちよう絶ぜつバカですね。かわいくないバカです。最悪バカです。このニブデレが』


「藤村？」


　ブチッ。ツーツー。


　いきなり切られた。沈ちん黙もくした携帯をじっと見つめる。


　階段を下りてくる音がした。妹──琴音がリビングに入ってくる。と、


「お兄ちゃんお兄ちゃんっ、なんか焦こげ臭くさいっ」


「あっ」


　鍋なべを火にかけたままだ。すっかり忘れていた。キッチンに駆かけ込む──大ごとにはならなかったものの、鍋の中身はすっかり焦げてしまっていた。


　リビングに戻もどる。ソファーに座って伊織はため息をついた。


「お兄ちゃん、どうしたの？　この間からおかしいよ？」


　ソファーの肘ひじ掛かけに手をついて、琴音が心配そうな顔でのぞき込んできた。


「悩なやみごとあるの？　あるならあたし、聞くよ？」


「って、なんだよ……俺、悩んでるように見えるのか？」


「うん」


　……えーと、そうなのか。


　いや……でも。


「なに言ってんだよ琴音。俺に悩みなんてないぞ？」


「お兄ちゃん？」


「むしろ悩みの種は解決したところだしな」


　うんうんと頷うなずいていると、琴音はさらに聞いてきた。


「どういうこと？　お兄ちゃん」


「あー、なんだ……その……俺のことを『自分のモノにする』って言って、つきまとってる奴やつがいるんだけどな」


「えっ、そ、そうなのっ」


　琴音は驚おどろいていた。


「ス、ストーカってやつだねっ。あっ、そっか、だから悩んでるんだねっ」


　そいつ許せないよ……と息巻く妹に、伊織は言った。


「いやだから、それは解決したんだって」


「？」


　説明してみせる。


「そいつのことを好きだって人が現れてさ。その人っていうのが、めちゃくちゃ出来た人なんだよ。だから俺はそいつ──俺につきまとってた奴に、その人と付き合うことを勧すすめたんだ。で、今日がデートなんだけど、上手くいって二人がちゃんと付き合うようになれば、俺がつきまとわれることも、もうなくなると思うんだよな。うん」


「え？　え？　あれ？」


　と、なぜか琴音は戸と惑まどった声を出してきた。


「お兄ちゃん。お兄ちゃんは、つきまとわれて困ってたんだよね？」


「ああ」


「それは解決した……っていうか、しそうなんだよね？」


「そうだな」


「……じゃあなんでお兄ちゃん、悩んでるの？」


　妹はわけのわからないことを言った。


「ん？　なに言ってるんだ。だから悩んでないんだって」


「でも、心ここにあらずって感じだよ？」


「…………」


「お兄ちゃん……」


「な、なんだよ」


「行ったほうがいいよ？」


「……どこに？」


「その人、今日デートなんだよね？　そこに行くの。お兄ちゃん、今きっとモヤモヤしてるんだよね。だったら、行かなくちゃっ。じゃないとその気持ちの正体はわからないままだよ」
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　……なんなんだよ。


　琴音に急せき立てられて、わけがわからないまま伊織はしぶしぶ家を出た。


　自転車に乗って、学校近くの公園へ向かう。そこにある噴ふん水すいが、電話で総一郎が喋しやべっていたデートの待ち合わせ場所なのである。


　その道すがら──


　ナー。


　と、背後から鳴き声が聞こえた。ブレーキをかけて自転車を止める。


　……捨て猫ねこか？


　反射的にそう思った。なぜだかわからないが、昔から伊織はよく捨て猫に寄ってこられるのだ。


　……ええと、どうする？


　普ふ段だんなら拾って里親探さがしをしているところだが、今は行くところがある。


「おや？　君は……」


「え？」


　振ふり向くのをためらっていると、横から声をかけられた。民家から出てきた白髪しらがの老人が杖つえをついて立っている。


「やはりそうだ。あの子、元気だよ」


　老人に示された先に視線を向けると、塀へいの上に座ってこちらをじっと見つめる猫がいた。


　そいつは立ち上がって塀を降りると、伊織にではなく、老人に擦すり寄っていった。


　その猫にはどことなく見覚えがあって……ああ、そうか。


「君だよね。この子をうちに連れてきてくれたのは」


「……元気そうで、よかったです」


　寄っていかないかという老人の誘さそいを丁てい寧ねいに辞退すると、伊織はその場を立ち去った。


　もう猫は鳴かなかった。
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　角を曲がると、公園の入り口が見えた──マナと総一郎のデート現場。


　途と中ちゆうで何度か引き返そうとしたのだが、けっきょく来てしまった。


　……なにやってんだろうな、俺。


　と。


　入り口脇わきの植え込みに見覚えのある後ろ姿を二つ見つけた。ショートカットの黒くろ髪かみと、編み込んだ銀ぎん髪ぱつ。景とソフィアだ。二人は植え込みの陰かげにしゃがみ込んで、噴水のほうをうかがっていた。


　二人とも私服だ。景はパンツルック。ソフィアはお嬢じよう様さま風のワンピースである。


　伊織は乗ってきた自転車を道の隅すみに止めた。歩いて近づくと、ひそひそと話している声が聞こえてきた。


「それにしても時雨総一郎。ジャージでデートに来るなんて何を考えているのでしょう」


「えっと、あれたぶん、マナちゃんとおそろいにしたかったんだと思うなぁ……あたしちょっとわかるかも」


「なにを言っているのですか。ジャージはマナだから許される神聖な衣い装しようなのですよ。減点３ですね」


「厳しいね……藤村さん。というか……はぁ……なんであたし、ここにいるんだろ……。マナちゃんがデートするっていうから、てっきりあたしは雛ひな谷たにくんが」


「俺が？」


「い、いおりん!?」


　伊織が声をかけると、ソフィアは跳とび上がらんばかりに驚いていた。尻しりもちをつきそうになっている。


「ソフィアさん。大きな声を出さないでください」


「だ、だって……」


「すまんソフィア。驚かすつもりはなかったんだが……てか懐なつかしいなその呼ばれ方」


　いおりん──小学校時代のあだ名である。


「あ、その、とっさに……」


「先輩。あなたも早くしゃがんでください。見つかります」


　景に下から腕うでを引っ張られて、伊織も植え込みにしゃがまされた。


「って、なにやってんだよ。おまえら」


「見てわかりませんか」


「……わかるけどさ」


　伊織もそっと植え込みから頭を出した。噴水のほうをうかがう。


　マナと総一郎。二人がいた。噴水の前のベンチに座っている。


　マナの上着がいつものジャージなのはいいとして──総一郎は白いジャージ姿だった。


　ペアルックである。


　……時雨さん。


　なんだろう。とても残念な感じだ。恋こいは盲もう目もくということか。マナが関係すると、彼はちょっとおかしくなるみたいである。


　膝ひざに手を突つっ張るようにして座っているマナに、横から総一郎が話しかけている。マナは緊きん張ちようしているみたいだ。ここからでは話の内容は聞こえない。噴水の水音も邪じや魔まだ。


「ところで先輩」


「ん？」


「なんで来たんですか」


　ジロッと景は伊織をにらんできた。


「それは……」


　伊織は言葉に詰つまる。自分でも上う手まく説明できないのだ。


（──お兄ちゃん、今きっとモヤモヤしてるんだよね。だったら、行かなくちゃっ）


　家を出る前に琴音が言っていたことを思い出した。


　言われてみればたしかに、自分はモヤモヤしている気がして……


「……モヤモヤの正体がわかるかなって」


「そうですか」


　答えると景は小さくうなずいた。


「あと先輩。いちおう確かく認にんしておきますが。貴方あなた、どうしてマナが総一郎とのデートを受けたのか、わかっていますよね」


「…………」


「貴方が言ったのでしょう？　一回デートしてこい、と」


「え、そうなの雛谷くん」


「ん……まあ」


「なんでそんなこと言ったんですか」


「いやだって、相手はあの時雨さんだぞ？　あの人に任せておけば安心ていうか……」


「マナの気持ちは無視、というわけですね」


「だから、わかんないだろ？　マナだって時雨さんを好きになるかも、──っ!?」


　足の甲こうを踏ふまれた。ぐりぐりされる。


「な、なにす──」


「あ、こっちに来るみたい」


　ソフィアの声で伊織は噴水へと目を戻もどした。総一郎がベンチから立ち上がっている。


　そろそろと三人で入り口の近くを離はなれた。曲がり角に身を隠かくす。


　公園の中から二人が出てきた。ゆっくり歩くマナに、歩調を合わせた総一郎がしきりに話しかけている。マナはうつむいていて、表情は見えなかった。


　……なんなんだ？


　伊織は妙みように落ち着かない気分になった。


　二人の背中が遠ざかっていく。


　傍はたから見ていると、年の離れた兄と妹みたいな二人だった。二人ともジャージだし。


「では行きましょうか」


「ほ、ほんとに行くの？　藤村さん」


「ええ。けれどソフィアさんはべつに来なくともよいのですよ。でも、」


　景はこちらを見た。


「先せん輩ぱいは来ますよね」


「え……ああ」


　伊織はうなずいた。


「うう……あたしも行きます……」


「？」


「ではこれを渡わたしておきましょう。百均で買いました」


　景はどこから出したのか、サングラスを持っていた。三人ぶん。ソフィアとこちらに一つずつ渡してくる。


「え。かけなきゃだめなのか？」


　スチャっと自分のぶんのサングラスを景はかけた。陽光を受けてプラスチックがキラリと光る。


「当然です」


　そして三人の尾び行こうがスタートした。
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　尾行する伊織たちが見ている前、マナを楽しませるために総一郎はがんばっていた。


　……がんばっているんだよな？


　遊具のある公園に来たと思ったら、彼は鉄棒で──大車輪を始めたのだ。


　ブンブン回っている。


「はははっ、どうだねマナくん！　見ているかね！」


　だがマナは見ていなかった。近くの草むらでバッタを追いかけていた。


　ぴょーん。（バッタが跳ぶ）


　はしっ。（マナが突っ込む）


　ブンブン！（総一郎が回っている）


　変な光景だった。


「……マナの奴やつ、なにやってんだよ。時雨さんががんばってるのに」


「先輩。それ本気で言ってますか。私、女の子とのデートで大車輪を披ひ露ろうする人を初めて見ました」


「ユ、ユーモアのある人だよねっ」





　続いて、少し寂さびれたゲームセンターへ、二人は入っていった。


　店の入り口からこっそりと伊織たち三人は中をのぞく。


　ズダダダンダン！


　総一郎がダンスマシーンの上で華か麗れいな踊おどりを披露していた。すごい足あし捌さばきだ。


「はははっ、どうだねマナくん！　いっしょに──」


　隣となりでマナはゲームの筐きよう体たいに向かっていた。黙もく々もくとひとり、シューティングをプレイしている。


　ズバシュビズダダダダダン！（踊る総一郎）


　ガチャガチャ（戦せん闘とう機き乗りのマナ）


「……マナの奴、なにやって……」


「いえ見てください先輩。マナのあのテクニック。ノーミスですよ。このまま行けばワンコインクリアもありえます」


「え、マジで？」


「マナちゃんゲーム上手いんだね」





　その後、ゲームをトップスコアでクリアしたマナを、総一郎は絶賛していた。


「すごい！　すごいぞ！　さすがマナくんだね！」


　自分が放ほうっておかれたことなど気にしない、爽さわやかな笑みだった。


「…………」


「人間できてますね。総一郎」


「というか普ふ通つうにマナちゃんもすごいと思うけど……」





　ゲームセンターを出た。


　歩いている二人を、三人は景を先頭にして、電柱や曲がり角に隠れながら尾行を続けた。


　……あっ。


　と伊織は思わず声を上げそうになった。


　なにかに蹴け躓つまずいたのだろう──マナがバランスを崩くずした。


　車道側を歩いていた総一郎が素す早ばやく受け止める。


「大だい丈じよう夫ぶかい？　マナくん」


　マナの後ろ頭が、こくりとうなずくのが見えた。


「…………」


「あれはポイント高いですね。どう思われますかソフィアさん」


「うん。ちょっと、憧あこがれる……かなぁ」





　二人はバスに乗った。


　景はタクシーを止めた。


「先輩。勘かん定じようはお願いしますね」


「……わかったよ」


　手痛い出費だが、仕方ない。ここまで来て、二人を見失うわけにもいかないし……


「あ、あたし出すよっ」


「いやいいって」


　サングラスをかけた三人組へと怪け訝げんな目を向けてくる運転手に、景は告げる。


「運転手さん。あのバスを追いかけてください」





　タクシーの中。伊織は後ろから、助手席に座る景に声をかけた。


「まあ……けっこういい感じなんじゃないか？　最初はなんか時雨さんも空回ってたみたいだけど」


　文字通り、大回転していた。


「さっき歩いてたとこは、普通にデートしてたよな？」


　景はちらりとこちらを見て、ため息をついてきた。


「ところで先輩。モヤモヤの正体とやらはわかったのですか？」


「え、いや、それは……」


　わからなかった。


　……なんで俺、こんな気持ちになってるんだ？
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　バスを降りてマナと総一郎が向かったのは、郊こう外がいにある小さな湖だった。


　さっきまで二人は『アヒルさんボート』に乗っていた。今は休きゆう憩けい所じよである東あずま屋やで、キラキラ輝かがやく水面を背景に、総一郎が買ってきたアイスクリームを並んで食べている。


　伊織たち三人はといえば、そんな二人の様子を茂しげみから覗のぞいていた（サングラス装備）。緑と土のにおいの中にいる。


　ひそひそと景が言ってくる。


「それにしても……ずいぶんと人ひと気けのない場所ばかり行くのですね。時雨総一郎のことはよく知りませんが。私はてっきり映画館や遊園地に行くものかと」


「ん。ああ。それは……俺が伝えといたからな。マナは人混みとか苦手だって」


　伊織が答えると景はジトっとした目を向けてきた。


「やはりあなたはバカですね」


「……どういうことだよ？」


　問いかける視線を向けると、ふいっと顔をそらされる。


「ところでソフィアさん。さりげなく先輩にくっついているところ申し訳ありませんが」


「ふ、ふぇ？」


　景はソフィアに声をかけていた。伊織の頭越ごしに会話が交かわされる。


「な、なにかな」


「あなたの目から見て、今日のマナはどう見えますか」


「マ、マナちゃん？　えっと……う、うーん。やっぱり、いつもより元気がないように見えるかな。ここのアイスクリームってかなりおいしいのに……なのにあんな淡たん々たんと……」


　……そうなんだよな。


　伊織も改めて確認した。


　ソフィアの言うとおりマナはアイスを淡々と舐なめている。普ふ段だんのマナからすれば、信じられない行ぎよう儀ぎの良さである。


　表情までは読み取れないが、うつむきながら、ぺろり……ぺろり……とアイスに舌をつけている。──マナはつらそうだった。


　おかしい。


　……なんでだ？


　どうしてマナがあんなふうにしているのか、わからない。


　マナが超ちよう人見知りなのはわかっているつもりだ。だから最初は、総一郎に対して緊きん張ちようしているのだと思った。それならそれで仕方がない。デートしているうちに改善されるだろうと思っていた。


　超人見知りといったって、景やソフィアとは仲良くなっているのだ。


　おいしいものを食べさせてもらえば、一発で懐なつく奴である。


　だから大丈夫だと思った。なんにせよ完璧超人ミスターパーフエクトなら大丈夫、と安心していた。
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　なのに……


　なんで、あんな、つらそうにしてるんだ？


　ああもう！　心配させんなよな……！





　ぺろり……ぺろり……ぼとっ。





　マナの手からアイスが落ちた。マナはじっとして動かない。普段なら大おお騒さわぎしているだろうに。


　見て、いられない。


　ったく──





「おい！　マナ！」





　──って、あ。


　気づくと伊織は、大声を出して茂みから立ち上がってしまっていた。


　当然、バレた。
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「──セ、センパイ!?」


　伊織が茂みから出て行くと、それまでぽかんと固まっているみたいだったマナが、一いつ瞬しゆんの動作で東屋のベンチから立ち上がった。


「はわあああああ……っ！　ずぇんぱあぁい……っ」


　胸の前で腕うでを寄せて、背筋を伸のばし、ぶるぶると震ふるえる。手の中でアイスのコーンが砕くだけていた。


　感極きわまった、という感じ。


　そして両腕を広げると、まっすぐこちらに走ってくる。


「センパーイ！」


　弾はじける笑顔。


「どあああああっ」


　抱だきつかれて尻しりもちをつく。どうしてか避よけられなかった。


　マナはぐりぐりとこちらの胸に頭を擦こすりつけてくる。


「センパイ！　センパイ！　センパイですー！　きゃはーっ！」


　歓かん喜きの声を上げてきた。さっきまでのローテンションが噓うそのようなハイテンション。


　いつものマナだ。いや違ちがう。いつもよりすごい。


　──なんでこいつ、いきなりこんな元気になってんだ!?


　下した敷じきにされて伊織はじたばたした。腹の上に重みが乗っている。


「ちょっ、おい、マナ！　はなれ──」


　草を踏ふむ足音。


「やあ。伊織くん」


　総一郎の長身が、マナに押おし倒たおされた伊織を見下ろしていた。


「あ、あのっ、時雨さん！　これはそのっ、と、とにかく違うんです！」


　慌あわてて弁解しようとするが、総一郎の反応は予想とまるで違っていた。彼は満足そうにうなずいたのだ。


「うむ！　やはり思った通りだったようだね！」


「へ!?」


　思った通り？　なにが？


「ふぇんふぁいふぇんふぁいふぇんふぁい～っ」


「って、だからマナ！　くっつくなって！」


　センパイ、と連呼しているのだろう。顔を押しつけているマナの声は籠こもっていた。


　ふにふにふにふに、ふにっふに。


　やわらかい体が押しつけられてくる。


　逃のがれようとしても、むき出しの太ももにしっかり腰こしをホールドされていて──


「────っ」


　ますます伊織は焦あせった。


　しかしこちらを見る総一郎は、不思議と目を輝かせていた。宝物を見つけた子供のような顔で、得意げに言ってくる。


「まあ落ち着きたまえ、伊織くん。私は怒おこってなどいないよ。むしろ感謝しているのだ！　おかげで気づくことができたのだからね！」


「は!?　え!?　気づく？」


「私が一目見て恋こいに落ちたのは！　キミとともにいるマナくんだったのだ！」


　ぐっと胸の前で拳こぶしを固めて、力強く、断言してきた。


「は、はい!?」


「キミとともにいるマナくんが一番、魅み力りよく的なのだ！　やはりマナくんは元気に笑っていないといけない！」


　伊織は呆ぼう然ぜんとした。数秒、頭の中が白くなる。な、なにを言ってるんだ、この人は。


「貴方あなたにもわかったようですね。総一郎」


　と、景が、総一郎の横に並んできた。


「ふむ？　キミはたしか……あのときマナくんとともにいた……」


「藤村景です。貴方とは仲良くできそうです。総一郎。同じマナを愛めでる者として」


「……なるほど。そうか。うむ。そのようだね！　よろしく頼たのむよ！」


　ガシッ！


　景と総一郎。伊織の頭の上で、二人は固い握あく手しゆを交わした。


「え？　な、なんだ？　ちょっと待てって。なに二人ともわかりあっちゃってるんだ!?」


「つまり、マナには貴方でなければだめなのです。不本意ですが」


「景くんの言う通りだよ、伊織くん！　我々のためにもキミにはマナくんといっしょにいてもらわなくては！」


　二人して言ってきた。


「え、えええ……？」


　困こん惑わくしていると、フッと総一郎は微び笑しようしてきた。


「なにせ今の時点でマナくんの一番の笑顔を引き出せるのはキミだけなのだから。それは今、証明された──ただし勘かん違ちがいしないでくれたまえ。諦あきらめたつもりはまったくない。いつか私の手でマナくんを笑顔にしてみせるとも。しかしそれまではキミがいっしょにいてあげてほしいのだ」


「そ、そうですか……」


　と。


「センパイ！　来てくれたんですね！」


　こちらの胸に顔を埋うずめていたマナが、がばっと顔を上げてきた。


　瞳ひとみを輝かせてくる。


「……っ」


　かわいい、と思ってしまった。


　顔が熱くなり、耳の裏から血液の流れる音が聞こえてくる。


　ごくっ、と唾つばを飲み下す。


　一番の笑顔──なんて、総一郎が言ったせいだ。きっと。


「あれ？　でもセンパイ。なんで来てくれたんですか？」


「えっ、そりゃあ……」


　言葉に詰つまった。モヤモヤの原因はけっきょくわかっていない。


「あ！　わかりましたよ！　ついにわたしに服従する気に──」


「それは違う！」


「ち、違いましたか……でもじゃあ、なんでなんですか？」


　不思議そうに見つめてくるマナから、伊織は目をそらした。


「いや、だから、その」


　ええと……あ。


　閃ひらめいた。


「そ、そう！　お、俺はおまえの、保護者だからな！」


「ほごしゃ……？」


「そう！　保護者！」


　とっさの思いつきだったが、しっくりきた。


　──ああそっか。そういうことなんだ。


　マナに魔ま眼がんを使うなと約束させた──きっと、自分はその責任を感じていたのだ。マナが約束を守っている以上、自分にはマナの面めん倒どうを見る義務があって……


　モヤモヤしていたのは、マナが総一郎のところでちゃんとやれるかどうか、『保護者として』不安だったからなのだ。ただそれだけ。


　わかってみれば簡単なことだった。胸のつかえがすっと取れた。


　ふっと息を吐はく。やれやれと伊織は首を振ふった。


「センパイ？」


　なんとなくマナの頭に手をおいた。撫なでてやる。


「ふへへ……」


　マナは気持ちよさそうに笑った。


　……うん。時雨さんにも、頼まれたしな。


　しょうがないな。





「…………。ソフィアさん。先せん輩ぱいがニブデレでよかったですね。ていうかバカで」


「えっ!?　あ、あのあたしべつにそんなこと思ってないよ……？　ほ、ほんとだよ？」


「保護者とはね。うむ。やはり伊織くんに任せておけば安心だな！」
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　マナの保護者だという自覚を伊い織おりが持ってから、数日後。


　その日の昼休みは──いつもと違った。


「ねぇ、あなたが伊織くん？」


　甘い声に名前を呼ばれた。


　ソフィアと話していた伊織が振り向くと、ものすごい美女──いや美少女がそこにいた。


　彼女の周囲にはキラキラと輝かがやく粒りゆう子しの幻まぼろしさえ見えるようだった。ほっそりしたあご先に人差し指を当てて、ちょこんと小首を傾かしげてくる。


　とっさに言葉が出ず伊織はこくんとうなずいた。


「あはっ、よかった～。違ったらどうしようかと思ったよぉ」


　そう言ってにっこり笑うものすごい美少女。


　どうして彼女は自分に話しかけてきたのだろう。と伊織は思った。


　彼女──椎しい名ないね。


　去年から海外留学していたのだが、今日の朝に戻もどってくるなり、たちまちクラスの男子たちを虜とりこにしてしまった美び貌ぼうの持ち主。すらりと長い手足。モデルのような体型。伊織が彼女を間近に見るのはこれが初めてだった。


　人気者の彼女は休み時間の度たび、常に男子に囲まれていた。そんな彼女が、なぜか伊織に話しかけてきていた。あごを引いて、座っているこちらを上うわ目め遣づかいで見つめてくる。


「あのね、イネ。伊織くんに聞きたいことがあるんだぁ～。いいかなぁ？」


「き、聞きたいこと？」


「うん。そうなの。でもその前に、ちょっと待ってね──」


　と。


　椎名はそこで、ソフィアに顔を向けた。


「アンタさぁー、なに見てんのぉ？」


　高たか飛び車しやなその物言いが誰だれのものなのか、すぐにはわからなかった。


「……ふぇ？」


「『ふぇ？』じゃないわよ。なにかわい子ぶっちゃってんの？　アンタよアンタ！　ちょーっと銀ぎん髪ぱつだからってぇ、チョーシ乗ってんじゃなぁい？」


　どかっと、いきなり椎名は伊織の机に尻しりを乗せてきた。ソフィアのほうに身を乗り出す。


　──え？


「ったくさー。物欲しそうにしてンじゃないってのよ。いい？　一度しか言わないからね。このクラスの男はぜーんぶ、パーフェクトなアタシのものなの。ちょっかい出してんじゃないっつーのっ」


　パサアァ、と肩かたにかかった長い髪かみを払はらいのけて、ふんっ、と鼻を鳴らす椎名。


　彼女の顔の向く先、ソフィアを見れば、宇宙人を見た地球人みたいに固まっている。あまりの豹ひよう変へんぶりに頭がついていかないのだろう。


　……えっと。なにが起きた？


　伊織は謎なぞの豹変をした椎名いねに、おそるおそる声をかけた。


「あ、あの、椎名……さん？」


「え？　なにかな？　伊織きゅん[image: ]」


　こちらに顔を戻したとき、彼女は元に戻っていた。清純そうな美少女の顔をしている。











[image: ]








「あ、あれ？」


　認にん識しきが追いつかなかった。


　……なんだ。さっきのは幻だったのか？


　とてつもなく恐おそろしいものの片へん鱗りんを見た気がするのだが……


「どうしたのぉ？　もしかしてイネの顔になにかついてる？　やだぁ。あ、じゃあ伊織くんに取ってほしいな。お願いっ、ほら。ね？」


　きれいな顔を近づけてくる。甘いにおいがした。くらくらする。


　いやいや待て待て。


　騙だまされるな！


　普ふ通つうの男ならコロッと騙されてしまうかもしれないが、日ひ頃ごろ甘えてくる姉たちに慣らされている伊織は気をしっかり持って踏ふみとどまることができた。理性を溶とかされてなるものか。さっき見たものは現実だ。夢でも幻でもない。


　今だって彼女は伊織の机に尻を乗っけているのである。清純な乙おと女めはそんなことしない。


　……椎名いね。


　悪女だ。腹黒確定だ。悪あく魔ま憑つきだ。


　──ていうか隠かくす気ないよな、こいつ！


　バレても問題ないと思っているのか？　どんだけ自信過か剰じようなんだ。


「──って、近い近い！　顔近い！　なにもついてないから！」


「ほんとにほんと？　噓うそだったらイネ怒おこっちゃうよ？」


　ぷぅっと頰ほおをふくらませる悪女──もとい椎名。


「ほんとほんと！　ていうか聞きたいことがあるって言ってただろっ。なんだよ!?」


「あ、うん」


　顔が離はなれていって、伊織はほっとした。


　伊織の机の上で、椎名はもじもじしていた。口元に手を当てて腰こしをくねらせている。


「あの……さ。伊織くんてぇ、総そう一いち郎ろう様と知り合いなんだよね……？」


　伏ふし目がちに彼女は言ってきた。


「時雨しぐれさん？」


　伊織は生徒会長の顔を思い浮うかべた。爽さわやかな好青年。最近はなんというか、少し残念なことになっているけれど……容姿、家いえ柄がら、頭脳、運動神経と三さん拍びよう子しも四拍子もそろった完璧超人ミスターパーフエクトである。


「まあ、そりゃ知り合いっちゃ知り合いだけど」


　彼がどうかしたのだろうか？　っていうか、『様』？


　ぱん、と音がした。椎名が胸の前で手を合わせていた。はしゃいだ声を出してくる。


「やっぱりそうなんだ！　あはっ、じゃあいろいろ教えてほし──」


「センパイ～！　助けてください！　追われています！」


「ははは、待ちたまえ、マナくん！」


　噂うわさをすればなんとやら。


　勢いよく飛び込んできたマナに続いて、悠ゆう然ぜんとした足取りで、総一郎が教室に入ってきた。
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「そ、総一郎様っ!?」


　すっとんきょうな声を上げ、椎名は伊織の机から飛び降りた。


　スカートの裾すそを払い、一いつ瞬しゆんにして居住まいを正す。


　清純なお嬢じよう様さまがそこにはいた。まあ、パッと見、そう見える。


　隣となりでソフィアも「ふぇえ」と感心していた。


「お久しぶりです、総一郎様ぁ[image: ]」


「…………」


　外そと面づらのいい姉たちのおかげで慣れているとはいえ、伊織はげっそりした。


　総一郎に対する椎名の態度は、伊織に向けてきたものとは、また違ちがっているようだった。なんというか完全に『徹てつしている』。


　どうやら椎名は総一郎に気があるようだ。『様』付けだし。


　二人が並ぶと美男美女。絵的にはベストカップルだった。椎名の悪女っぷりを目にした後では素す直なおに頷うなずけないけれど。


　椎名に気づいた生徒会長が「やあ」と手をあげた。


「イネくんではないか。久しぶりだね。いつ戻って来たんだい？」


「ええとその、今日の朝に。あの……総一郎様？　どうしてここに……？　も、もしかしてアタシに会いに──」


「マナくんを追いかけてきたのだよ」


「は、はい……？　ま、まなくん？」


「彼女がマナくんだ」


　マナは伊織の背中に隠れていた。ぎゅっとしがみついてきている。総一郎に視線を向けられて、マナはビクッとした。耳元で言ってくる。


「センパイ！　あの人怖こわいんですよぅ……ずーっと後ろをついてくるんです……」


「なにやってんですか、時雨さん」


「いやはや、マナくんの後ろ姿をずっと見ていたいと思ったのだよ。いてもたってもいられず、つい、ね」


「だからって……自重してください」


　マナの保護者として伊織は言った。彼がマナを好きなのはしょうがないが、あんまり怖がらせないでやってほしい。


「しかし、走っては振ふり返り、走っては振り返りしているマナくんの姿はどうにも愛らしくてね。そうだ。動画を撮とったのだが、見るかい？」


「いや……見ませ──」


　言いかけた言葉が凍こおりいた。


　椎名がものすごい形相でこちらをにらんでいる。


　ギンッ！


　そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうだった。


　……こええよ！


　喰くわれるかと思った。


　こちら──伊織ではなく、伊織の後ろに隠れたマナを、椎名はにらんでいた。総一郎からは椎名の顔は死角になっているようだ。


「ひっ」


　マナも自分に向けられる椎名の眼がん力りきに気づいたらしい。


　カチカチカチカチ……


　なんの音かと振り向けば、マナの歯が鳴る音だった。顔面を蒼そう白はくにして、さらにぎゅっとしがみついてくる。


「えっとぉ、あなたがマナちゃん？」


　びっくりするほど穏おだやかな声だった。伊織がマナから向き直ると、椎名は先ほどの形相が噓のように、微び笑しようを取り戻していた。呆あきれるを通り越こして感動する。


「ふわぁ……」


　隣でソフィアも感かん嘆たんの声をあげていた。やっぱそう思うよな。


「あ、あれ？」


　けれど、マナはきょとんとしていた。ぱちぱちと瞬まばたきして、ジャージの袖そでで目元を何度もこする。


「あなたがマナちゃん？」


「え、あ、はい。そ、そーですけど……あれ？　あっれー……？」


「どうしたのかなぁ。マナちゃん」（にこにこ）


「え、えーと、な、なんでもありません。き、気のせいでした……」


　椎名の変わり身に、マナはコロッと騙されていた。


　ビビっているのは変わらないが、『初対面だからビビっている』というレベルに警けい戒かい度が戻もどった。景けいなら「バカカワイイですね」とか言いそうである。


「それであの、総一郎様……」


　と、マナの記き憶おく修正に成功した椎名は、総一郎に向き直っていた。


「なにかなイネくん」


「マナちゃんは……総一郎様の親しん戚せきか何か、なのですよね？」


「？　いや違うよ。いずれ親族になる予定ではあるがね」


「え……あのぉ、どういうことですか？」


　総一郎はあっさりと言った。


「マナくんは私の想おもい人なのだ」
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「またまた……冗じよう談だんはよしてくださいよぉ」


　ピキッと椎名のこめかみに血管の浮く音が聞こえた気がした。こちらから見えるほうの頰はピクピクとひきつっていた。総一郎から見える部分は、おしとやかな微笑を保っているのだろうか？


　男は全部アタシのもの──などと言っていた、椎名いね。


　伊織の前では自分の悪女っぷりをとくに隠そうとしていなかった椎名。けれど総一郎に対しては特別な対応をしていた。それはつまり、まあそういうことなんだろう。マナが想い人だという完璧超人ミスターパーフエクトの言葉は、爆ばく弾だん発言だったに違いない。


　本能的に危険を嗅かぎ取ったのか、こちらの肩かたにおかれたマナの手がビクッとした。


　しかし総一郎は不ふ穏おんな空気にはまったく気づいていないらしかった。椎名に向かって大まじめに答える。


「いや冗談ではないよ。私は本気だ」


「そうですよねぇ。総一郎様が、あんなチビ──子どもに本気になるわけ、はい？」


「ん？　聞こえなかったのかね？　ならば言い直そう」


　こほんと総一郎は咳せき払ばらいした。腹から声を出す。


「私はマナくんが大好きだ！」


　だー！　だー！　だー！　静まり返った教室に余よ韻いんが響ひびく。


　ふぅ、と額の汗あせをぬぐって、総一郎は実にすがすがしい顔をする。


　と。


「そ、そうなんですかぁ…………へぇ……」


　肩を落としてうつむくと、ゆぅっくり、椎名はこちらを向いてきた。


　ゴゴゴゴゴゴ……！


　夜や叉しやがいた。


　血走った目がこう語っている。


『どーいうことなわけぇ!?』


「ひっ」


　マナがまたしがみついてきた。ガクガクブルブル。


「き、きき、気のせいじゃなかったですかぁ……？　セ、センパイ！」


「お、落ち着け、マナ。刺し激げきするんじゃないぞ……っ」


「む？　どうしたのだね？　伊織くん。そんなに汗をかいて。マナくんもなぜそんなに怯おびえているのだ？　いつも以上のビビりようではないか……うむ。ビビっているマナくんもやはり可愛かわいいね……」


　総一郎はぜんぜん気づいていない。だ、だめだこの人。普ふ段だんは頼たよりになる良き生徒会長なのに、マナが視界にいる場合に限っては、ぜんぜんだめだ。


「な、なんなんですかぁ……？」


　マナは涙なみだ目めになっていた。ぎゅううう、とこちらの服を摑つかむ手にも力がこもる。


「よ、よくわからないですけど……」


　と背中に顔をうずめ、恐きよう怖ふのあまりマナは口走った。


「そ、その人が欲ほしいならあげますよぉ……わたしいらないですし……だから怖い顔しないでくださいよぉ……」


「ちょ、おい、マナ！」


　マナに悪気はまったくない。


　けれどプライドの高そうな椎名に『あげます』はマズいと、伊織でもわかる。


　ブチッ、ブチブチッ！　ブツン！　ブツン！　バッツン！


　血管のぶち切れる音がした。


　椎名はワナワナと震ふるえていた。総一郎の手前、必死に自制しているようだ。握にぎった拳こぶしが真っ白になっている。


「────ッ」


　きびすを返し、椎名は教室から出て行った。


　総一郎も総一郎で、マナの発言になにかショックを受けているようだった。床ゆかにガクリと膝ひざをついている。まあこちらはそのうち復活するはずなので問題ないだろう。


　しかし、マナに悪気がなかったとはいえ、椎名にはかなり失礼な発言だった。


　後々のためにも、自分がきちんとフォローしておくべきだろう。少し勇気が必要だが、悪女で腹黒でも相手は同じ人間なのだ。きっとわかり合えるはず……


「ソフィア……ちょっとマナを頼たのむ」


「ふ、ふぇっ？」


　言いおいて、伊織は椎名を追って廊ろう下かに出た。


「い、行かないほうが……」





　　　　４




　教室からだいぶ離はなれた、人ひと気けのない廊下の隅すみに──破は壊かいの音が響いている。


　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ！


　伊織が曲がり角からそぉっと覗のぞくと、椎名いねがゴミ箱に蹴けりを入れていた。


　何度も。何度も。


　蹴りつける。


「あンのクソチビ！　ざっけンな！　ざっけンな！　ざっけンなあああああああああ！」


　鬼おにの形相である。


　乱れた髪かみが頰ほおに張りついている。


　元の顔が美人なだけに、凄すさまじい迫はく力りよくがあった。


「てえええい！　ええい！　おりゃあああ！　どらあああ！」


　見る間に金属製ゴミ箱がベッコベコになっていく。


　ローファーがめり込んでいる。


　すらりと長いあの足の一体どこに、そんな力があるのだろうか……


「なんで！　なあああんで！　この！　アタシがッ！　この超ちよう・絶・最・強、かわいいイネちゃんが！　あんなぽっと出のよくわかんねぇジャージのイモガキにぃ！　総一郎を譲ゆずってもらわなきゃなんねーのよぉお！　ねぇ!?　ねえぇええ!?」


　……だ、だめだ。


　身を潜ひそめながら伊織は戦せん慄りつとともに理解した。とても話が通じるようには思えない。もう悪女とかそういう次元ではなくなっている。猛もう獣じゆうだ……


　しかしこうしてストレートに怒おこっている様を見ていると、椎名はとてもわかりやすい性格をしているのかもしれない、と伊織は思った。


　まあ、ぶっ飛んではいるが──ようは自分の心に正直な奴やつなのだろう。裏表があるのも、おそらく本人は意識していないのではないだろうか……


　自然に、やっちゃっているのだ。


　そんな気がした。


　でないと、こんないつ誰だれが通りかかるかもしれない場所で怒いかり狂くるった姿をさらしているのが説明つかない。とりあえず総一郎に見られなきゃＯＫなのだろう。


「とにかく、だ……」


　ここで伊織がきちんと話して、マナに悪気がなかったことをわかってもらわなければ、マナが危ない。マナの耐たい久きゆう力があのゴミ箱よりあるとも思えないし。


「……ハァ……ハァ……ハァ……」


　肩で息をする椎名の足もとには、くの字に折れ曲がったゴミ箱が無残に転がっていた。


　ごくり。溜たまった唾つばを呑のみこむ。


　行くなら今だ。


　マナのため、伊織は覚かく悟ごを決めた。廊下の角から出る。


　だが──タイミングが悪かった。


「どっりゃああああ！」


「うおっ！」


　椎名のシュートしたゴミ箱が、伊織のほうに飛んできた。


　腰こしを引いて寸前でかわす。


「あーもう許さねー！　あのチビ、ぜってぇ許さねー！　イネちゃんアッタマきた！　身の程ほどを思い知らせてやるんだからぁ！　泣かす！」


　叫さけぶと、椎名はずんずんと肩をいからせて廊下の向こうに消えていった。


　まわりが見えないくらい頭に血が昇のぼっている。


　冷や汗を流して固まっている伊織には、最後まで気づかなかった。


　……椎名いね。


　自信過か剰じようのくせに実は天然な悪女。


　マナはあの、ぶっ飛んだ性格をした女に、完全に敵認定されてしまったのだ。


　どうしよう……
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　椎しい名なが怒り狂ってマナを「泣かす！」と叫んでいた日の──翌日。


　三時限目と四時限目の間となる休み時間だ。


「ちょっといいか、川かわ村むら」


　伊い織おりは机の側そばを通りがかった友人に声をかけた。


「んー？　なんだよ雛ひな谷たにサン。いや、こう呼んだ方がいいか？　おっぱいセンパイ」


「……怒るぞ」


　それは一時期、マナがやたら自分の胸をこちらにプッシュしてきていたために付けられた、不ふ名めい誉よなあだ名である。（言うほうも恥はずかしかったのか、今は廃すたれている）


　伊織がにらむと、シシシ、と川村は笑ってきた。


「で、なんの用なんだ？」


「ああ……その、うちのクラスの男子って、どうなってんだ？」


「んあ？　どゆこった？」


「椎名だよ……」


　言って彼女のいるほうへ目を向ける。


　椎名いね。


　彼女は今日も相変わらず男子連中に囲まれている。


　ずっと様子を見ていたのだが、やはり椎名は自分の性格を隠かくすつもりはないようだった。


　具体的には、相手が男か女かで態度がまったく違ちがう。昨日の伊織とソフィアでの態度の違いがいい例だ。そういうの、普ふ通つうにみんな見えているはずなのだが……


　川村はニマニマしながら言ってきた。


「なんだなんだ。さすがは雛谷サンだな。マナにゃん。景けいにゃん。ソフィアちゃんに続いて、次の標的はあのお姫ひめ様ですか」


「ふぇ……」


　隣となりからソフィアが小さく息を呑む気配がした。彼女に誤解されないためにも伊織は川村に向かってはっきりと口にした。


「はあ？　なに言ってんだ。違うって。そもそも誰も標的じゃねぇよ」


　マナは保護者としてほっとけないだけだし、景はマナにくっついているただの後こう輩はいだし、ソフィアは席が隣な幼おさな馴な染じみというだけのことだ。


　なぜか川村はため息をついてきた。わけがわからない。


「てか……なんだその『にゃん』て」


「ん……？　あれ？　知らねぇ？　ほら、あの二人って猫ねこっぽいからな。ファンクラブの間じゃそう呼ばれてるんだぜ？　マナにゃんは愛くるしい子猫。景にゃんは気品のあるペルシャ猫って感じだな」


「ファンクラブて……」


　実在していたのか。


「ちなみに『マナにゃんＦエフＣシー』のほうの名めい誉よ会長は景にゃんな」


「…………」


　それは納なつ得とく。


「っと、話を戻もどすが──で、あのお姫様がなんだって？」


「……なんであんなに人気なんだ？　みんなあのキツい性格、わかってるはずだろ？」


「そりゃ、姫様だからだな」


　川村は苦く笑しようすると肩かたをすくめてきた。それで説明した気になったようだけれど、伊織にはさっぱりだった。


「さっきからなんだよ、その姫様って。椎名のこと、だよな？」


「そうそう。自信過剰でワガママで、まるでどっかのお姫様みたいだろ？」


「なんでそれが人気なんだ？」


「わっかんねぇかなー。ま、おまえの好みって『守ってやりたくなる』タイプみたいだしな」


「いや、そんなことないと思うが……」


「また話がズレたな。ようは姫様はあの性格含ふくめて、あの人気ってことだ。ある意味裏表がないっつーの？　そういうところも好感度が高いわけさ」


「…………」


　ある意味で裏表がない──昨日、伊織もなんとなく感じたことだ。


　そもそも裏があることがみんなにバレている時点で……なんか……


「つまりわかりやすく言うとだな。あそこに集まっている連中ってのは、みんなあの姫様に踏ふまれたがっているわけだ」


「なんつーか……うちのクラスって変態ばっかなのか？」


「いやいや。その変態の代表がなにを仰おつしやっているんだよ、おっぱいセンパイ！」


「くっ、だから誤解だ！　俺は違ちげぇよ！」


　怒ど鳴なると、川村はひょいひょいっと去っていった。


　休み時間終しゆう了りようのチャイムに紛まぎれて、隣からソフィアのつぶやきが聞こえてきた。


「い、いおりんは……やっぱり、ち、ちっさいほうが、いいのかな……」


　……え、ちょっ、ソフィア？


　だからべつに俺は胸に興きよう味み津しん々しんの奴じゃないからな？　わかってくれてるよな？





　　　　２




　昼休みになった。


　伊織は心配していた。昨日あの後、マナにはしばらく教室に顔を出さないよう言い含めておいた。けれどマナのことである。けろっと忘れてやってくるかもしれない。


　椎名のほうは四時限目の時点までは、とくに変わった様子もなく、ただ寄ってくる男子たちをはべらせていた。けれど昨日のことを思い出すに、こちらは忘れているわけではないだろう。むしろ嵐あらしの前の静けさのような怖こわさがある。


　と。





「ふっふー。今日こそセンパイをわたしのモノにしてみせますよ！」





　──心配的中だ。


　マナは教室にやってきた。今日は総そう一いち郎ろうに追われてはいなかった。隣には景がいる。


「がんばろうね、マナ」


「はいです！　景ちゃん！」


　椎名にビビらされたことなどすっかり忘れているようだった。マナにしてみれば、よくわからないけれどにらまれた、怖かった──と、それだけの出来事だったのだろう。


　とてて、とこちらに駆かけ寄ってくる。


　あ然としている伊織の首へと、勢いよく抱だきついてきた。


「な、なにしてんだ、マナ」


「彼とのスキンシップは大事だよ、って師し匠しようが言ってたんですよー！」


　むぎゅーっと腕うでに力を込こめて、柔やわらかいほっぺたを押しつけてくる。


「またその『師匠』かよ……って、そうじゃなくて！　なんで来てんだよ！」


「？」


　きょとんとされた。


「ここには来るなって言って──」


　あっただろ。


　最後まで言えなかった。


　すっと影かげが射す。甘い芳ほう香こうが鼻をつく。


「あらぁ、泣かされにきたんだぁ？」


　マナの顔がたちまち強こわばる。昨日の恐きよう怖ふを思い出したみたいだ。


　視線を上げると、伊織の机の前に、椎名いねが腕うで組ぐみをして立っていた。


　にこーっ、と美人な顔に一見天使のように見える優やさしげな笑みを貼はり付けている。


　が、その笑顔がすごく怖い。なんか黒い。


　バン！


　と椎名は手のひらを机に叩たたきつけてきた。ビクッとマナは伊織の背中に素す早ばやく隠れる。


「あはっ、そっちから来てくれるなんてぇ、イネちゃん手間省けちゃったぁ～」


　椎名はこちら──背中のマナを見下ろして、薄うすく開いた目に危険な光を宿らせる。


「さ～てぇ？　このガキんちょ、覚かく悟ごはできてんでしょーね！」


「セ、セセセ、センパイ～」


　マナがぐぐっと背中を押してきた。目の前には怖い顔で見下ろしてくる椎名いね。


「し、椎名さん、落ち着こう」


「なによ？」


「……な、なんでもない」


　ギロリとにらまれて、伊織は目をそらした。……こええよ！


　だめだ。昨日と同じでまったく話を聞いてくれそうにない。彼女は本気で怒おこっている。


　ていうかマナ。昨日に引き続き俺を盾たてにするんじゃない！


　伊織を挟はさんで二人はやりとりする。


「アンタみたいなチビのいったいどこが、このアタシに勝かってるっつーのよ？　超ちようありえなぁーい」


　椎名はマナを言葉でいたぶりにかかってきていた。


　あはっ、と唐とう突とつに明るく笑ってくる。


「でもイネ、わかっちゃったんだー。昨日はちょっと驚おどろいたけどぉ。アンタは虫っ。虫なのよ。総一郎様についた悪い虫。虫なら潰つぶさないとねぇ。プチッとさぁ」


　にっこりスマイルのまま、親指と人差し指で『プチッ』のジェスチャーをしてみせる。


「ひぅっ」


　マナが震ふるえ上がるのが見なくてもわかった。なぜなら伊織も目の前の女が超恐おそろしい。


「あとさぁ、アンタ。自分の格好見たことあんのぉ？　ダッサダサよ？　つかジャージってなにそれ？　ちょー笑えるんですけどぉ」


「っ」


「髪かみ型がたもソレ、なんか触しよつ覚かくっぽくね？　やっぱ虫だよねー？」


「っ!?」


「ていうかアンタ何歳？　チビ過ぎじゃね？　まあ虫にしちゃでっかいけどさぁ」


「……ひっ、う、うう……」


「どーう？　わかったぁ？　総一郎様はねぇ、お優やさしいから同情してアンタに目をかけてやってただけなの。じゃなきゃこのアタシを差し置いてアンタなんかが目をかけられるわけないんだから」


「えぅ……あの人がいるならあげますってばぁ……ひぅ……怒らないでくださいよぉ」


「ちょ、おい、マナ！」


「ハ、ハァ!?　テメッ、ま、また言ったわね！　『あげる』って、また言ったわねえええ！なに上から目線で言ってくれちゃってるワケェ!?　そーいうのがムカつくって言ってンの！　ムカつく！　ムカつく！　ムカつく！」


　ガンガンガン！　と血走った目で、椎名は連続して激しく机の足を蹴けってきた。


「ひゃうっ」


　またうっかり逆げき鱗りんに触ふれたマナだった。


「ど、どうしろと言うんですかぁ……」


　すんすん、と鼻をすする音。マナはぽろぽろと涙なみだをこぼして泣いていた。


　泣いているマナを見下ろして、椎名はニヤリと口元を歪ゆがませた。


「ふふ～ん？　ホントはぁ、ボロ雑ぞう巾きんみたいになるまでズッタズタにぃ、引き裂さいてぇ、屋上から全ぜん裸らで吊つるしてやろうとかぁ、考えてたんだけどぉー、まあ勘かん弁べんしてあげるわぁ。そうねぇ～、じゃあ土下座して『ごめんなさいイネ様。調子に乗ってすみません。自分はクソです』って言え。そしてアタシと総一郎様の前に二度と現れないと誓ちかいなさい」


「うう……」


　と、そのときだ。


「うちのマナを侮あなどってもらっては困りますね」


　景が割って入ってきた。
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　伊織の机を挟んで椎名とマナは向き合っている。景は机の横に立っていた。


「あン？」


「景……ちゃん？」


「椎名先せん輩ぱい。あなたはマナに手加減されていたんですよ。それがわからないなんて──、とんだバカ女ですね」


　じっと無表情に景は椎名を見上げた。


　椎名と景。さながら牙きばを剝むく豹ひようと、澄すました高級猫ねこのにらみ合いだ。


　体は小さくても景には臆おくした様子がまったくない。


　空気が張り詰つめる。伊織はハラハラして見守るしかできなかった。


「いまアンタ、アタシのこと『バカ女』って言った？」


「言いました。それがなにか」


「ッ」


　豹の攻こう撃げきを猫はするりとかわす。


　ピキピキと顔を引きつらせる椎名にかまわず、景はあっさりと彼女に背を向けた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　マナ」


「うあ～、景ちゃ～ん。怖かったですぅ～」


「よしよし」


　伊織の後ろから出て、マナは景に抱きつく。景はマナの背中を優しく撫なでる。


　と。しかし──


　景はくるりと体の位置を入れ替かえると、マナを椎名に向かって押し出した。


「え、えええっ。け、景ちゃんっ!?」


　困こん惑わくするマナに景は後ろから耳元に口を寄せ、ささやく。


「マナ、あの女は敵だよ」


「て、敵？　どういうことですか、景ちゃん」


「先輩を狙ねらってる」


「はぁ、センパイを……」


　マナは気の抜ぬけた返事をした。が。


　次の瞬しゆん間かん。


「っ──センパイを!?」


　カッと目を見開いた。


　ジャージの袖そでで涙をぬぐう。マナは雄お々おしく復活した。椎名をビシッと指さして、


「あなた！　それは本当ですか!?　いいえ！　これまでの私に対する攻撃からして明らかです！　あなたはセンパイを狙っています！」


「──あん？　なに？」


「セ、センパイはわたしのモノです！　あなたには渡わたしません！」


「は？　意味わかんないんですけど？　なぁに？　アンタまさか、このアタシにケンカ売ってるワケぇ？」


「上等ですよ！」


　フーッ、と息を荒あらげてマナは椎名をにらみ上げる。


「ちょ、おまえら、二人とも冷静に──」


「センパイ！　安心してください！　センパイをこんなデカ女には渡しませんから！」


「いや、ていうか、」


「『デカ女』あぁぁあ!?」


「だから、なぁ……」


　声は虚むなしく響ひびく。二人とも激しくにらみ合って、こちらの言葉なんか聞こえちゃいない。


「おい、藤ふじ村むら」


「なんですか先輩」


　隣となりに来ていた景に声をかける。


「おまえ、なんのつもりだよ。マナをけしかけるようなこと言いやがって」


　あのままマナの負けで終わっていれば、それが一番平和だったはずだ。あのままゴメンナサイしていれば終わっていた。


「バカですね」


「は？」


「今日は収まっても、どうせ総一郎がすぐ『マナく～ん』と来るんですから同じことです」


「いや、でも、そこはほら、時雨しぐれさんにもマナに近づかないようにしてもらって……」


「無理ですよ。あの方が我が慢まんできるはずがありません。だってマナ可愛かわいいから。貴方あなたそんなこともわからないのですか？　バカですか？　バカですね」


「……そうか」


　景が言うと説得力があった。


「ならば道はひとつでしょう」


　デキの悪い生徒に教える教師のような口調で、景は続けてくる。


「マナが彼女を打ち負かす。見た目が綺き麗れいなだけの女なんて、マナの敵ではありません」


「…………」


　……って、そういうもんか？


　伊織は二人に目を戻もどした。


「生意気言ってんじゃねーわよこのガキんちょ！　ぼろぼろ泣いてたくせにさぁ！」


「な、泣いてませんよ！」


　ガルルルルル……！


　ふしゃー！


　威い嚇かくし合う二人を見て、景の意見が正しいとしても道は遠そうだ、と伊織は思った。


「まあ私がケンカしてるマナも見てみたいなって思ったというのもありますけどね」


「……おい」





　　　　４




　一週間が経たった。


　マナと椎名のケンカは続いていて、昼休みにマナがやってくる度たび、繰くり返されていた。おかげで『絶対服従させる』というマナの行動アタツクが止まってくれてるのはいいのだが……


「短足！　短足！　短足ぅ！」


「老ふけ顔め！　老け顔め！　老け顔め！」


　というように悪口の応おう酬しゆうが日課となっている二人。


　すでに二人とも、自分たちがなんでケンカをしているのか、忘れているようだ。


　伊織にとって災難なのは、口ゲンカをしながらもマナが後ろから首に抱だきついてきていることである。伊織を取られまいとしての行動なのだろうが、おかげで二人のケンカ中は常に挟はさまれているのだった。なにせ椎名は伊織など眼中にないのである。お構いなしだ。


　クラスの誰だれかが「今日も修しゆ羅ら場ばってるなー……」と言うのが聞こえた。いや違ちがうから。


「そーいえばぁ、あなたマナってゆーんだってぇ？」


　椎名がこちらを──背中にいるマナを見下ろして、高たか飛び車しやに言った。


「そ、それがなんですかっ？」


「マナ板って、呼んじゃおうかしらぁ」


「？」


「だってぇ、まな板みたいな胸してるしぃ？」


「ななっ」


「哀あわれよねぇ。ぺったんこ！　あははははははっ」


　……いやまあ、マナは着やせしているだけで、そこまでないことも──


　伊織は慌あわてて思考を打ち消した。しょうがないだろ、と誰にともなく言い訳する。だって、背中にちょくちょく当たっているのだ……


「あっ、イネちゃん、も～っといいの思いついちゃった～。豆ってどぉ？」


「ま、まめ!?」


「うふふふふ、チンチクリンのあんたにはぴったりじゃない？　この畑のお肉！」


「くうぅうう……！」


　いや、畑のお肉って……え？　それって悪口なのか？


　ケンカしている二人の感覚はよくわからない。変なところで通じ合っているらしい。


「じゃ、じゃあ……じゃあ……っ！」


　と、マナは言い返した。ビシッ。指を突つきつけて、


「決めましたよ！　ぴったりです！　あなたは米こめです！　この──米！」


「は、はあ!?　なにそれ！」


「日本の主食めっ！」


　悪口でもなんでもない。


　しかし、やっぱりなぜかわからないが椎名には通じたらしい。


　激げき怒どした。


「日本の主食のなにが悪いぃ！」


「ふふっ、怒おこったですね！　怒ったから米で決定ですよ！　米～、米～」


　伊織に抱きついたままはやし立てるマナ。


　ここまでは、いつもとそう変わったことはなかった。しかし──


「ッ！　米ゆーな！」


　米──椎名が右手を振ふり上げた。


「っ」


　暴力を前にしてマナは体を強こわばらせる。
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　まずい！


　この数日、それでもお互たがい罵ののしりあうだけで、実際に手が出ることはなかった。けれどついに椎名がぶち切れた。変なあだ名──米と言われたことが引き金になり、数日間のフラストレーションが一気に爆ばく発はつしたようだった。


　がしっ。


　マナをぶとうとしていた平手を、寸前で伊織は摑つかんだ。とっさに体が動いていた。


「なっ」


　と椎名が目を剝むく。まったく予想外なことをされた、という顔だ。


「…………」


　伊織は深呼吸した。


　ずっと、マナとやりあう彼女を間近で見てきたのだ。彼女の強きよう烈れつな個性に対しても、耐たい性せいがついてきている。今なら恐おそれずに、びしっと言ってやることができそうだ。


　相手の手首を摑んだまま席を立ち、言った。


「やめろって、米」





　　　　５




「米ゆーな！」


「あ、いや、つい」


　米。口に出してみたら、すごく呼びやすいことに伊織は気づいた。いやまあそれはどうでもいい。


　女子としては長身だが、立ち上がって向き合えば、伊織のほうがわずかに背が高い。にらみつけてくる椎名の目と向き合って、伊織は言った。


「いい加減にしろって、こ──椎名さん」


「はぁ!?　アンタ男のクセにアタシに指図するのぉ？　何様ぁ？」


「センパイはわたしのモノだから米の言うことなんか聞かないのですよ！」


「だから米ゆーなっつーの！」


「マナ。おまえもいい加減にしろ」


　こちらの腰こしに抱きついて、脇わきの下から顔をのぞかせるマナに、デコピンした。


「うっ、セ、センパイ！　だって米が！」


「てめぇ！　まだゆーか！」


　伊織が摑んだ椎名の腕うでに力がこもる。振りほどこうとしてくる。


　けれど単純な力では男である伊織のほうが強い。


「だからやめろって」


「ッ！　なんなの！　離はなしなさいよ！　イネの高貴な柔やわ肌はだに気安く触ふれてんじゃないわよ。ていうかなに？　なんでアンタ、そこのマメ板の味方してんの？　アンタそいつのなんなわけ？」


「なにって……」


　やっぱりこちらのことなど眼中になかったらしい。ここ数日はずっとマナといっしょに顔をつきあわせていたはずなのだが……


　見えてはいても、どうでもいい、と気にしていなかったのだろう。


　はぁ……と伊織はため息をついた。


「俺はこいつの保護者だよ」


「センパイはわたしのセンパイですよっ」


「はぁ？」


　眉まゆをひそめる米──じゃなくて、椎名。


　伊織の全身をじろじろと見てくる。


「そういえばアンタ、総一郎様の知り合いだっけ。ええと、いお……なんだっけ？」


「雛谷だよ。雛谷伊織」


「あっ、そーそー。そんな名前」


　やっと伊織を伊織として認にん識しきしたようだ。


　それから椎名は、こちらの腰にしがみついているマナを見て、


「ふーん……へぇ……なるほどなるほど……」


　なにやら納なつ得とくした様子でうなずいた。


「センパイセンパイ言ってたのはそういうことなのね。総一郎様よりも、コイツのほうがいいんだ？」


　チッ、と椎名は舌打ちした。


「なんにしろムカつくわね……けどまあ……」


　フフン、と意味ありげに椎名は鼻を鳴らす。


　と、椎名は唐とう突とつに表情を和やわらげてきた。おしとやかなお嬢じよう様さまの仮面。


「ねぇ伊織くん。離してくれないかなぁ？」


「え、ああ」


　いきなりの変化に面くらい、言うとおりに手を離してしまう。


　伊織はハッとしたが、椎名がマナに手をあげてくることはなかった。


　そのままきびすを返し、自分の席へと戻っていく椎名。


　戸と惑まどった伊織が呆ぼう然ぜんとしていると──


「痛っ」


　あまり痛くはなかったのだが、驚おどろきでそんな声を上げてしまった。見るとマナが手にカプッと嚙かみついている。


「なにすんだよ」


「ふぁんふぉふぁく、ふぇす」（なんとなく、です）


　その日はその後、再び椎名が突っかかってくることもなく、平和だった。
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「──ふふふ、ついに見つけたわ。あのチビを懲こらしめてやる方法……っ」


　夕刻。


　椎名いねは、街のアーケードを歩いていた。帰宅途と中ちゆうである。


　足取りは軽い。


　そう、ついに見つけた。ずいぶん遠回りした気がするけれど結果オーライだ。問題ない。


「あの男」


　と、いねは独り、口に出して確認する。


「雛谷伊織……っていったっけ？　イネじゃなくマメチビの味方するなんて、わけわかんない奴やつ」


　でも、とつぶやく。


「今まで無視しちゃってたけど、そういや視界の中にいたのよねー。あいつがクソチビの男なわけか……つか、あのガキが一いつ生しよう懸けん命めいアプローチしてるって感じ？　あはっ、いいじゃん。おもしろくなってきたっての」


　クラスの男子を適当に捕つかまえて、マナと伊織の関係は調査済みだ。（あの男子「くそっ、イネ様まで雛谷サンの毒どく牙がに……！」とかなんとか意味不明なことも言っていたが、なんだったのか。まあどうでもいいけど）


「つまりぃ、イネがあいつを奪うばっちゃえばぁ、あのマメチビってば、めっちゃ悔くやしがるってことじゃ～～ん」


　うふっ。


　うふふふ。


　うふふふふふふ……！


　笑いを堪こらえきれない。


「アタシが味わった屈くつ辱じよくを、あのチビにも味わわせてやる……！」


　そのためには奪うだけじゃ足りない。


　奪って、捨てて、『こんなのいらなぁい』って言ってやるのだ。


　ああ楽しみだ。


　そのときのマメチビの悔しがっている顔を想像するだけで、いねはゾクゾクした。





　男なんてチョロい。


　雛谷伊織。


　あの不可解な男だって、アタシが本気になればイチコロよ。












　ＡＴＴＡＣＫ　９







　　　　１




　伊い織おりがマナと米──椎しい名ないねとのケンカを止めた、次の日。


　昼休み。


　伊織がトイレから教室に戻もどる道すがら、椎名が廊ろう下かで待っていた。


　──俺がひとりになるところを狙ねらってたのか？


　話すだけなら教室でいくらでもチャンスがあったはずだ。


　昨日のことで文句でもあるのだろうか。警けい戒かいして身を強こわばらせていると、椎名はおずおずと話しかけてきた。


「あのぉ、伊織くぅん……」


「は？」


　予想した態度とのギャップに戸惑い、間の抜ぬけた声が出た。


　マナとケンカしているときのガルルと牙きばを剝むいたような顔ではなく、まつげを伏ふせて申し訳なさそうな顔──普ふ段だんの自信に満ちた表情ではなく、気弱そうな表情で、椎名は言ってくる。


「昨日はごめんなさい。イネ、ちょっとはしたなかったよね」


「ち、ちょっと？」


　──あれが？


「あーっ、もうっ、失礼なこと考えてるでしょー。ひどいんだぁー」


「え、あ……いや、なに？」


　わけがわからない。どうしたというのだろう。


　初対面だった数日前ならともかく、昨日の件で明らかな敵対行動を取った自分に対する態度だとは思えない。


　なにか企たくらみがあるのかもしれない。


　伊織が訝いぶかしんでいると、


「やだな伊織くん……そんな目で見ないでよぉ……」


　彼女の瞳ひとみが潤うるんだ。


「そりゃ、伊織くんの前では、変なとこいっぱい見せちゃった気がするけど、あれは違ちがうのぉ」


　こちらの手を取り、両手で握にぎりしめてくる。すべすべした指の感かん触しよく。


「──っ」


　さらには上うわ目め遣づかいで、ウルウルと見つめてくる。


「ごめんなさい。イネ、どうかしてたの。マナちゃんにもヒドイこといっぱい言っちゃって……すっごい反省してるんだぁ」


「は、反省……？」


「うん。昨日は伊織くんが止めてくれなかったら、マナちゃんを叩たたいちゃってたかもだし……だから伊織くんにはすっごい感謝してるんだよっ。ありがとうね、伊織くん」


「いや、べつに……」


「伊織くんのおかげで目が覚めたの。だから今日はマナちゃんに謝ろうと思ってるんだぁ。許してくれるかなぁ、マナちゃん。ねぇ、伊織くんどう思う？」


「どうって……」


　どうだろう。


　まあ、きちんと謝るなら、マナなら簡単に許してくれる気はする。そもそもマナが椎名を敵視しているのは『米は先せん輩ぱいを狙っている』という誤解があるからだ。


　しかし……


「こ──椎名さん。椎名さんのほうは、どうなんだよ」


「イネ？」


「マナに対してすげぇ怒おこってただろ。悪気がないとはいえ、けっこうあいつも失礼なこと言っちゃってたしな。許す気になったのか？」


　昨日の今日で、なにか大きなきっかけがあったわけでもないのに……


　伊織は握られた手を見た。


　どうして椎名は自分に近づいてきた？


　やっぱり、なんかおかしい。なにかはわからないが、きっと裏があるに……


「伊織くん、ヒドい」


「ちょ、──え？」


「イネ反省してるって言ったのに。どーして信じてくれないのぉ？」


　潤んだ目から涙なみだをこぼして、椎名は泣き出した。


　彼女はうつむいた。


　しくしくしく。


「え？　え？　え？」


　伊織は激しく混乱した。


　……これじゃ、まるで俺が泣かしてるみたいじゃないか！


　いや、みたいじゃなくて、そうなのだろう。


　俺が疑ったから……


　周りからひそひそと声も聞こえてきた。廊下を行き交かう男女の声。


「うわ、あいつ女泣かしてるぜ……」


「サイテー」


「し、椎名さん！　顔を上げてくれ！」


「信じてくれるぅ？」


　涙を人差し指の背ですくい、上目遣いで見上げてくる。


　ウルウル。


「あ、いや……」


　しくしくしく。


「信じる！　信じるから！」


「ほんとっ。よかったぁ。やっぱり伊織くん、優やさしいねっ」


　ぱっと顔を上げたかと思うと、椎名は伊織の腕うでに抱だきついてきた。


　むにゅ。と胸の感触が押し当てられる。


「は？　え、ちょっ、なにやってんだ椎名さん！」


「ごめ～ん。転んじゃったの～」


「そ、そうか。なら、早く離はなれて──」


「でも、このままでも……いいかな」


「へ？」


　と。


「な、ななな、なにやってるですか！　米ぇ！」


　廊下の先から、マナがこちらを指さしていた。
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「セ、センパイから今すぐ離れるのです！　米ぇ！」


　小さな拳こぶしをぷるぷると震ふるわせて、マナはこちらに突とつ進しんしてきた。


　目をきゅっと閉じている。伊織が止める間もなく、どーん、と椎名にぶつかった。


「きゃっ」


　短い悲鳴を上げて廊下の床ゆかに手をつく椎名。


　椎名が離れた腕に、今度はマナがしがみついてくる。


「セ、センパイはわたしのですよ！」


「いやおまえのでも──てか、椎名さん！　大だい丈じよう夫ぶか!?」


　伊織は焦あせった。


　よくわからないが椎名は反省しているらしかった。マナに謝るとも言っていた。けれど突つき飛ばされたことでまた怒いかりに火がついたかもしれない。『テメーこのクソチビ！』と怒りの形相に戻るんじゃないかとハラハラした。


　しかし──


「い、痛いなぁ……マナちゃん。ううん。でもいいの。あたし気にしてないよぉ」


　予想に反して、椎名はニッコリ。マナに向かって笑いかけてきた。


「こ、米？」


　戸と惑まどいの声をマナは上げる。


　椎名は次に伊織のほうを見て、


「伊織くん。ありがとう。あたしのこと心配してくれるんだね。でもだいじょうぶ、イネはへーきだよ」


「あ、ああ……そうか。へーきか。なら、いいんだ」


　ふぅ、と伊織は額の汗あせをぬぐった。


　……けど、あれで怒らないなんて。


　椎名は本当にマナと仲直りする気なのかもしれない。


　裏があるのかと勘かんぐってしまっていたけれど……


　二人が仲直りできるなら、それはいいことである。


　椎名は起き上がるとマナに握あく手しゆを求めてきた。


「あのねマナちゃん。今まで……ごめんね？　イネが悪かったよぉ。仲直り……してくれない？」


　マナはしばらく、差し出された手をぽかんと見つめていたが──


「い、いやです！」


　ぺちっと向こうの手を払はらいのけた。


「痛っ」


「米！　あなたは敵です！」
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「おいマナ。椎名さんは謝ってるんだぞ」


　相手の差し出してきた手を払いのけたマナに、咎とがめる口調で伊織は言った。


　椎名の行動を素す直なおに受け取っていいものかどうか、未まだ悩なやむところではあるが──きちんと謝ってきた相手にその対応はないだろう。


　マナはビクッとした。


「だ、だってセンパイ……！」


　椎名を指さし、


「米はセンパイを奪うばおうとしてました！　許せないですよ！」


「いやだからそりゃ誤解で……」


「伊織くん。いいの。マナちゃんを怒らないであげて。誤解させちゃったイネが悪いんだし。ね？」


「椎名さん。でも……いいのか？」


　また怒ってない？　ガルルってならない？


「いいの。お願い」


「まあ、そう言ってもらえると助かるけど……」


「セ、センパイ!?　な、なんで米なんかと仲良くしてるんですか!?」


　ゆさゆさと肩かたを揺ゆすってくる。


「センパイは米の味方になっちゃったんですか!?」


「そうじゃないって。あーもう」


　伊織は苛いら立だった声を出した。マナのために言っているのに。なんでわからない？　昨日、平手打ちされかけてビビっていたのは誰だれだよ……


　マナの手が緩ゆるむ。


「センパイ──？」


「いいかマナ。椎名さんは素直に謝ってるんだ。なのに、なにつっかかってるんだよ。おかしいだろ」


「そ、それはだって」


　しゅんとしてマナはうつむいた。ぼそぼそと言ってくる。


「……だって米はセンパイを狙ねらってて……だから敵で……」


「誤解だって。本人も言ってただろ？」


　そもそも椎名が狙っているのは総そう一いち郎ろうだ。伊織ではない。だから誤解だ。


「でも景けいちゃんが」


「……あいつは、まあ、おまえのこと好きすぎて時々おかしいからな……」


「さっきくっついてました」


「あれは椎名さんが転んだ拍ひよう子しにしがみついてきただけだ。気にするな」


　ぽんぽん、と伊織はマナの頭に手を置いてやった。


「わかったら、ちゃんと仲直りしろよ？」


「……う。センパイが言うなら……わかりました……」


　唇くちびるを尖とがらせて渋しぶ々しぶという感じではあったが、こくん、とマナはうなずいた。


　とりあえずは納なつ得とくしてくれたようだ。


　椎名のほうへ、伊織はマナの背中を押した。
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　伊織が見守っていると、ぺこっとマナは頭を下げた。


「ご、ごめんです……米」


「うふふ、いいのよマナちゃん。こっちこそ、ごめんねぇ」


　握手を求める椎名。


「これからは仲良く──」


「っ」


　マナはその手を無視して、くるっときびすを返すと、逃にげるように戻もどってきた。


　こちらの背中にしがみついてくる。


「セ、センパイっ、謝ってきましたよっ。これでいいですかっ」


「おまえな……」


　ため息をつく。


　どう言ってやろうかと伊織が考えていると、


「そうだよねぇ。やっぱりイネ、嫌きらわれちゃってるよねぇ……」


　すすすっと椎名は寄ってきた。はしゃいだ声を出してくる。


「だからね！　じゃっじゃ～ん。イネ、こんなものを用意してきたんだぁ！」


　彼女は制服のポケットから、ぴらりと紙片を取り出した。こちらに見せてくる。


「ええと、遊園地のチケット？」


　郊こう外がいに最近オープンしたテーマパーク。遠くからやってくる客も多く、連日にぎわっているとの噂うわさである。そこのチケットだった。この学校からも、遠くに観覧車があるのを見ることができる。


「そうなのっ。しかも一日フリーパスだよぉ。お父様がもらってきたものなんだけど、期限が今週までなの。で、せっかくだし、お詫わびを兼かねて、仲直りの印にどうかなぁ。マナちゃん、ね、いっしょに行かない？」


「……ゆーえんち？」


　マナがそっと顔を出す。『遊園地』という単語に興味を引かれたらしい。


　ひょい、とこちらを見上げて、


「センパイセンパイ。そこにネズミはいますか？」


「……ネズミはいない」


「ゆーえんちなのに、ネズミいないですか……!?」


　なにやらショックを受けている。猫ねこっぽいだけに、ネズミが好きなんだろうか……


「あとまあ、わかってないだろうから言っとくと、けっこうすごい人混みだぞ。たぶん」


「だ、大都会……!?」


　人混みに揉もまれている自分を想像したのか、マナは顔を蒼そう白はくにした。


「じ、じゃあいいです。行きません！　米が一人で行ってください！」


「えー」


「ごめん椎名さん。せっかくだけど、こいつ人混み苦手なんだよ。だから──」


「そっかぁ。残念だなぁ……でも、じゃあ伊織くん、いっしょに行こうよぉ」


「え、俺？」


「そぉそぉ、だって伊織くんにもいっぱい迷めい惑わくかけちゃったでしょー。イネ、伊織くんにもお礼したいなぁ」


「いやお礼とか言われてもな……」


　……どうなんだ？


　伊織は再び警けい戒かいした。


　マナと仲直りしようというのが本当だとして。けれど、伊織にもお礼をしたいというのはよくわからない。伊織だけでもいいからと誘さそってきたのも意味不明で……


「だ、だめです！」


　考えていると、マナが割って入ってきた。返事をしてしまう。


「センパイが行くならわたしも行きます！」


「いやまだ俺行くとは言ってな──」


「あっ、じゃあこうしたらどうかなぁ」


　パンッ、と椎名は胸の前で手を合わせる。


「みんなで行こうよぉ」


　少し首を傾かたむけて、ニッコリ。


「……みんな？」


「実はこのチケット、六人分あるんだぁ。マナちゃんにぃ、伊織くん、イネにぃ、総一郎様も誘ってぇ」


　──ん……ああ、そういうことか。


　人数を指折り数える椎名を見ながら、伊織は納得していた。


「あとはほら、マナちゃんの友だちの景ちゃんとか。伊織くんの隣となりの席のソフィアちゃんとか。ね！　ね！　みんなで行けばマナちゃんも安心だよ！　段取りはすべてイネに任せてっ！　きっと楽しいよぉ！」


　……時雨しぐれさんを誘いたかったんだな。


　椎名の顔を見ながら、ふっと肩の力が抜ぬける。


　マナが行くとなれば、総一郎は来るだろう。そして自分を誘ってきたのも、マナを来させるためで……


　納得だった。


　きっと椎名は、マナと争っていることの不毛さに気づいたのだ。


　そして、週末はみんなで遊園地に行くことになった。
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　金曜日の夜。


　伊い織おりは部屋で明日の用意をしていた。


　明日はみんなで遊園地へ行くことになっているのだ。


　キュッキュ、とマジックペンで、手のひらサイズの厚紙に『マナ』と名前を書く。続けて連れん絡らく先さき。連絡先は自分の携けい帯たい番号にした。作っているのは『迷子札』だ。


　……心配しすぎか？


　いやでも備えあればなんとやらだ。


　自分は、マナの保護者──みたいなものなのだ。


　魔ま眼がんを使うなと約束させた。だから面めん倒どうをみる義務がある。しっかりしなければ。


　マナは携帯を持っていない。人混みが多い中、はぐれてしまったら大変ではないか。


　と、携帯に電話がかかってきた。


　椎しい名なだ。


　きっと明日の確かく認にんだろう。


『あ、伊織くぅん？　うん。そう。明日のことなんだけどぉ……』


　集合時間が変へん更こうになったらしい。最初の予定より早く集まるという。


「わかった。他ほかの人へは──」


『うん。もうあたしが連絡しといたから、大だい丈じよう夫ぶだよぉ。伊織くんが最後。だから、ねぇ、ちょっとお話ししない？　え？　ううん？　べつにたいした意味があるわけじゃないんだけど、ダメ……かなぁ？』
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　同じ時間。マナの部屋。


　部屋に備え付けの電話を前に、マナは思い悩なやんでいた。


　明日は米に誘われて『ゆーえんち』へ行くことになっている。


　行くこと自体はそれなりに楽しみだ。人が多いのは怖こわいけれど、テレビやゲームで見る乗り物なんかには興味があった。それに人が多くてもセンパイといっしょならへっちゃらだ。センパイに会うまでは──魔眼を使っていた頃ころは、そもそも出歩くのがめんどくさくて行こうとは思わなかったから、初めての遊園地である。


　けれど……


　米。


　ほんとうに自分と仲良くしようと思ってくれているのだろうか？


　……わかりません。


　マナにとって、米は怖い怖い敵だった。


　最初はわけもわからずビビらせてきた嫌いやなやつだった。


　景けいにセンパイを狙ねらう敵だと教えられてからは、怖いけどがんばって闘たたかった。


　負けるわけにはいかなかった。センパイは、ただ一人の魔眼の効かなかった人なのだ。センパイを奪うばわれるわけにはいかない。彼には自分のモノになってもらうのだから。


　でも、


　……違ちがったんでしょうか。


　敵ではなかったのだろうか。


　米はいきなり優やさしくなった。センパイも米は敵ではないと言っていた。


　ぐるぐると同じことを考えて、答えは出ない。


　けれど、よくわからないけれど……胸の真ん中へんにモヤモヤしたものがわだかまっている。どうにも嫌な予感がする。


「センパイ……やっぱり米といっしょは嫌ですよ」


　明日は行くのをやめよう。


　今さらそんなワガママを言ってしまえば、彼を怒おこらせてしまうかもしれない。でも……


　受話器を手にしたまま、マナは固まっていた。
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「あ、伊い織おりくぅん。おっはよー」


　待ち合わせの五分前。伊織が遊園地の正面ゲート前に着くと、椎しい名なが先に来ていた。


　こちらを見つけて大きく手を振ふってくる。


「おはよう椎名さん。って、あれ？　他のみんなは？」


　きょろきょろと辺りを見回す。ゲート前は人で賑にぎわっているものの、見知った姿は見あたらない。けっこうギリギリに来てしまったので、みんなもう来てるものと思っていたのだが誰だれもいない。


「うーん。マナは藤ふじ村むらといっしょだろうし、道に迷ってることも……」


「ね、ねぇ、そんなことより、この服、どぉかなぁ？」


「え？　ああ」


　言われて目を向ける。


　当たり前だが椎名は私服姿だった。胸むな元もとを強調した丈たけの短いワンピースに、ボレロというのだろうか──ふわりとした上着を羽織っている。


　椎名には、マナとは違う、大人っぽい魅み力りよくがあった。


「えへへ、今日のために買っちゃったんだぁ」


　とワンピースの裾すそをちょんとつまんでみせてくる。


「どぉ？」


　太ももに目がいってしまい、伊織は慌あわてて顔を背そむけた。ぽりぽりと頰ほおをかく。


「ま、まあ……似合ってると思うけど」


「ほんとぉ～」


　肩かたを寄せて椎名が横からのぞきこんでくる。


　角度的に強調された胸の谷間が見えてしまう。


「あ、あー。てか、ほんとみんなどうしたんだ？」


　焦あせって距きよ離りを取り、携帯を開いて時刻を確認する。もう待ち合わせ時間だ。


「椎名さん。俺、連絡してみるよ」


「あ、待ちなさ──待ってぇ」


　二の腕うでを摑つかまれた。ひっぱられる。


「？」


「実はね、伊織くんが来るちょっと前に連絡があって、みんな少し遅おくれて来るらしいの」


「へ？」


　そうなのか。


「だからさぁ」


　上うわ目め遣づかいでぱちぱちっと瞬まばたきしてくる。頰を染めながら、椎名いねは言ってきた。


「先、入っちゃお？」
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「……お、おかしいですよ！」


　遊園地の正面ゲート前でマナは叫さけんだ。悲鳴に近い。焦っていた。


　マナを含ふくめて景けいとソフィア、総そう一いち郎ろうという四人が集まっている。けれど待ち合わせ時間を十五分過ぎても、センパイと米が現れない。


「景ちゃん！」


「そうだねマナ。遅れるにしてもなにか連絡がありそうなものだし。……米にハメられたかも」


「マナちゃん藤村さんっ」


「あ、シェフ！」


　ゲートの係員に聞き込みをしていたソフィアが、ぱたぱたと駆かけ足で戻もどってきた。


「ソフィアさん。なにかわかりましたか」


「そ、それがねっ、一時間くらい前にモデル体型でやたらアダルティな女の子が、ぼさっとした男の子の腕を引っ張って入っていったって……っ」


「なるほど。おそらく米は先せん輩ぱいにだけ集合時間が早くなったとでも言ったのでしょう。おバカな先輩はそれをあっさり信じてノコノコと」


「ふむ。つまり景くん。二人はもう園内ということかい？」


「ですね」


「米めぇ！」


　──やっぱり敵だったのだ！


　拳こぶしを振り上げマナはゲートに向かって突とつ進しんした。


「ま、待ってマナちゃんっ。あたしもっ」


「むむ。待ちたまえマナくん。そんなに走られると……追いかけたくなるではないか！」


「マナ危ない。転ぶよ」


　どしゃー！
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　入場してから一時間は経たっただろうか。


　どんどん先に行ってしまう椎名を放ほうっておくことも出来ず、いっしょにいろいろ見て回った。ミニスカートの椎名は激しいアトラクションは無理ということだった。射的場で「アレとってー」とせがまれたりした。けれど伊織はずっと上うわの空だった。おかげでどこをどう回ったのか、あまり記き憶おくに残っていない。


　休きゆう憩けいがてらベンチに座ってぼんやりしていると、パチンという音がした。


　はっとして顔を向けると、隣となりに座った椎名が自分の携けい帯たいを閉じていた。


「どしたんだ？」


「なんかぁ、みんな来れなくなっちゃったみたい」


「は？　来れないって……なんで？」


「んー、マナちゃん、やっぱり怖くなっちゃったらしいのぉ」


「あいつ……」


　……ったく、なにやってんだよ。しょうがねぇな。


「ごめんね伊織くん。やっぱり遊園地じゃないほうがよかったよねぇ……」


「いや、椎名さんが謝ることじゃないって」


　ドタキャンするほうが悪いのである。


　はぁ……ため息をついて伊織は言った。そういうことなら──


「じゃあ、俺らも帰るか、椎名さん」


「え!?　か、帰る!?」


「ん？　だってみんな来ないんだろ？」


「そ、そぉだけどぉ……」


　彼女はなぜか眉み間けんに指を当てると、皺しわを伸のばすような仕草をした。


　「な、なんなのコイツ。帰るって。マジありえないんだけど……」


「？」


　唇くちびるが微かすかに動いているのが見えたが声は聞こえなかった。


　なんだろう。総一郎が来ないなら、椎名だってここにいても仕方ないと思うのだが。


　椎名はぱっと顔を上げた。曇くもりのない表情をこちらに向けてくる。


「でもイネ言ったよねぇ？　伊織くんにもお礼したいってぇ」


「は？　いや、だからいいってべつに。お礼とか」


「マナちゃんが来ないってわかって、心配ごともなくなったでしょ？　じゃあここからは、ちゃんとイネとのデートを楽しんでくれなきゃっ」


「…………」


「ねぇいいでしょ。デートしよぉ？」


　両手で上と下から、挟はさむように椎名は手を握にぎってくる。


「……いや、けど」


「ふーんだ。じゃあいいもん。イネ独りで遊んで帰るから！　どうぞご勝手にぃ！」


　ぷいっと顔をそらすと、ずんずんと肩をいからせ人混みの中に歩いて行ってしまう。


「……しょうがないか」


　ほっといて自分だけ帰るわけにもいかない。仕方なく伊織は椎名の背中を追いかけた。
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　……まったく。あそこで帰ろうとするなんてどういう神経してんのよ、コイツ！


　隣を歩く男をチラリと見て、いねは内心で悪態をついた。


　だいたい、ずっと上の空なのが気にくわない。


　こんな絶世の美少女が隣を歩いてやっているというのに、どういうことなのか。


　……なによ。そんなにあのマメ板のほうがいいっての？


　射的場ではしなを作っておねだりしてみせた。


　メリーゴーラウンドでは馬の上から元気に手を振ってやった。


　お化け屋や敷しきでは悲鳴を上げてくっついてやった。


　なのに。なのに！


　自分がいくらアピールしてみせたって、この男はことごとくスルーなのだ……！


　ありえない。ありえない。ありえない！


「おい、危ないぞ」


「へ？」


　伊織の手が伸びて、こちらの腕を摑んできた。そのまま彼の胸元に引き寄せられる。


　こつん、と彼の胸に額がぶつかる。


「……っ！」


　背後で小さな足音が通り過ぎていく。


「ふぅ……っと──わ、悪い。アイス両手に子どもが走ってきててだな……椎名さん？」


　──ふ、ふん！　なによ！　なんなのよ！
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　なかなか二人は見つからなかった。


　太陽がもう高いところにある。


　広い園内。休日の遊園地は子供連れやカップルなど大勢の人で溢あふれている。


　その中を、きょろきょろしながらマナは走っていた。


「はぁっ……はぁっ……」


　走り回って息が切れる。


「センパイ……！　どこですか……!?」


　こうしている今も彼は米と二人きりなのだ。


「にゃっ」


　ぶつかって尻しりもちをついた。前を見ていなかった。


「す、すみません……」


　こちらを訝いぶかしげにちらりと見て相手は立ち去った。ほっと胸をなで下ろす。怖こわかった。


「はぁ……はぁ……」


　近くの手すりに摑まって立ち上がる。めまいがした。ふらつく。


　どうしよう。


　どうすれば……


　早くセンパイを見つけないと……！


　焦りばかりが増していく。マナは階段を昇るとまわりを見み渡わたした。どこもかしこも、たくさんの人がいる。こんなに大勢の人の中から、たった一人を見つけないといけない。


「……あ」


　閃ひらめいた。ひとつだけ確実な方法がある。





　──魔ま眼がんを使えばいい。





　ここにいるみんなを言いなりにして、みんなで捜さがすのだ。


「そうですよ！　あのときみたいに！」


　ずいぶん前。学校で、ようやく彼を見つけだして、でも逃にげられてしまったあのときみたいに、魔眼を使って──そうすればあっという間だ。


　ついでに米も言いなりにして土下座させて……


　ぶんぶん！　ぶんぶん！


　マナは激しく首を振ふった。


　だめだ。使っちゃいけない。センパイとの約束がある。


　……絶交、されちゃう……


　想像するだけで悲しくなった。


　いやだった。無視されて、空気扱あつかいされて、いないことにされるなんて、絶対にいや。


　センパイを手に入れられなくなるなんて、だめだ。


　でも、このままではセンパイは米に取られ──


「マナ」


「っ」


　振り向くと景がいた。


「あんまり一人で行っちゃだめだよ」


「でも……っ」


　携けい帯たいを持っていないため、マナは景といっしょにセンパイを捜していたのだ。ソフィアと総一郎にはそれぞれ手分けして捜してもらっている。


「あ、そうです景ちゃん！」


「？」


「電話ですよ！　センパイに電話してみてください！」


「……やってはみる。でも期待はしないで」


　数回試ためした後、景は首を横に振った。


「だめ。やっぱり繫つながらない」


「な、なぜですかっ？」


「米が奪うばってるんじゃないかな。私たちに連れん絡らくされたら困るわけだし。先せん輩ぱいはポケットから抜ぬき取られても気づかなそうだし」


「そんな……」


　がっくりと肩かたを落とす。


　捜し始めてすぐ、ソフィアの提案で『迷子放送』というのをやった。けどそれもだめだったのだ。


　景が言うには「名前が言われるところでタイミング良く大声を出したりして先輩の注意を逸そらしている」らしい。「先輩を誤ご魔ま化かすのなんて簡単だよ」とのことである。


「米め……」


　マナは敵の名をつぶやいた。


　と。


　携帯を操作していた景がぽつっと言った。


「……マナ。やっぱり先輩の携帯は奪われてた」


「え！」


「先輩の携帯からメールが送られて来た。米から」


「米から!?　み、見せてください！」


　メールにはこうあった。


『いま彼と二人で観覧車[image: ]』
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「わぁ～、たっかーい！　すっごぉい！」


　観覧車のゴンドラの窓に張り付いて、椎名がはしゃいだ声を上げる。


　ゴンドラは三分の一の高さまで来ていた。この時点でもかなり高い。遊園地の敷しき地ちはもとより、自分たちの街も一望できる。


「見て見て伊織くぅん！　あれうちの学校だよねぇ！」


「だな」


　いつも通っている場所なのに、遠く離はなれて眺ながめてみると、まったく違ちがう場所に見えるから不思議だ。


「……まったく、あいつも来ればよかったのにな」


　今、隣となりにマナがいれば、同じようにはしゃいだ声を上げているはずだ。それが聞こえないことが、妙みように落ち着かない。


　と。


「…………」


「ん？」


　さっきまでは騒さわいでいた椎名が、黙だまってこちらを見てきていることに、伊織は気づいた。


　眉み間けんにしわを寄せて、冷めた目を向けてきている。


　ため息とともに、彼女は短く聞いてきた。


「……なんでなの？」


「え？」


「……そんなに、あの子がいいの？」


「あの子？」


「マメ板のことよ」


「……マナ？」


「アタシとデート中だってのに。ずーっとアイツのことばっか考えてるでしょ？」


「え？」


　言われて伊織は間の抜けた声を出した。俺があいつのことばっか考えてる？


「呆あきれた。自覚ないの？　さっきとか声に出てたんだけど？」


　でも。それはだって──


「ま、まあ俺はあいつの保護者だからな。やっぱなにかと心配で──」


「なに言ってんの？」


　椎名の目がスッと細められた。声には苛いら立だちが含ふくまれている。


「どうしてそんなふうに思い込んでるのかは知らないけどさぁ。保護者？　は？　なにそれ？　マジで言ってんだったら超ちようウケルんですけど」


　ガン！


　と椎名はヒールのつま先で、こちらのイスを蹴けってきた。


　衝しよう撃げきでギィッとゴンドラが揺ゆれた。な、なんだってんだ？


「ちょっと待てって！　なに怒おこってるんだ？　そりゃずっと上の空だったのは悪かったよ。そんな奴やつと遊園地回ってても楽しくなかったよな？　それは謝る──」


「今そんな話してない」


　椎名はぴしゃりと言ってきた。


「アタシが聞いてるのはね。どうしてアタシとデートしてるのに、あの子のことばっか考えてるのかってことよ。どうして？」


「どうしてって……だからさっき言っただろ」


　……保護者だからだ。


「ふぅん。あくまでそうだって言うのね？　あの子のことは保護者として気にかけてるだけで、ほっとけないだけで──異性として好きなわけじゃないのね？」


「す、好きっておまえ……」


　いきなりなにを言い出すのか。


　だって、いつも困らされている。そもそもマナのほうも、恋れん愛あい感情で行動しているわけではないのだ。魔眼の効かない伊織を絶対服従させたいだけで……


　伊織は、早くそんなはた迷めい惑わくな目的は諦あきらめてほしいと、ずっと思ってきたのだ。


　だから……違う。


　ほっとけないのは、魔眼を使うなと約束させたことに対する責任感で……


「好きじゃないのね？」


　重ねて、椎名は問うてきた。


　まっすぐな視線から、目をそらせなくなる。


「──だったら、責任取ってくれる？」


「せ、責任？」


「アタシを本気にさせた責任よ」


「は？」


「アタシね、アナタのこと好きになっちゃったわ」


「──は、はあ？　いや、ま、待てって！」


　意味がわからない。椎名いねが、俺を？


　……え、でも、こいつが好きなのって、時雨しぐれさんだったんじゃ？


　見ていると、椎名はゆっくりと目を閉じた。少しあごを上げて、透とう明めい感かんのある唇くちびるをすぼめて、差し出してくる。長いまつげがかすかに震ふるえるのを、たしかに見る。


「ね。キスしてよ」


「──っ」


　目の前が真っ白になった。





　　　　４




　すでに伊織たちの乗るゴンドラは頂上を過ぎて、下りに差しかかっていた。


　固まっている伊織の前で目を閉じて、椎名がキスを待っている。


　彼女はこちらを好きだと言った。
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　椎名いね。


　自信過か剰じようのくせに実は天然な悪女。


　裏表のある性格はバレバレで、なのにクラスでは妙な人気がある。


　マナと毎日、ケンカしていた。


　そんな彼女は自分の気持ちにまっすぐで、それはマナとも似ているようで。


　荒あらぶる感情を剝むき出しにする彼女を、怖こわいと思ったことはある。だけど、嫌きらいだと思ったことはなくて──でも。


　じっと待っている彼女を前にして、伊織は動けなかった。


　……ど、どうしろってんだ。


　そしてさっきから頭の中には、なぜかあいつの顔ばかり浮うかんでくる。


　マナの顔ばかりが。


　……なんでだ？


（──異性として好きなわけじゃないのね？）


　椎名の言葉が思い出された。


　いや、そんな、まさか……違うだろ。だって……





「センパイ！」





「っ」


　声が聞こえた。


　いつのまにかゴンドラはもう、地上近くまで下がっていた。


　下にいる人々の顔がはっきりと見える。


　マナがいた。


　走ってきたのか、肩かたを上下させている。こちらを見上げて、目が合って、笑ってくる。


「…………」


　と。


「ふん。けっきょくアンタ、あいつのことが好きなんじゃない」


　そんな声とともに、いきなり視界が塞ふさがれる。


「んぐっ」


　身を乗り出してきた椎名に、伊織はキスされた。
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　終点の近づくゴンドラの中で椎しい名なが強引にキスをしてきた。


　けれど椎名の唇の感かん触しよくなど、まったくわからない。


　そんな場合ではなかった。


　──マナ！


　絶対にマナは今、この場面を見ている。椎名にキスされている伊い織おりを。


　椎名が離れた。


　焦あせって伊織は窓に顔を近づけた。ガラスに額を擦こすりつけて、マナを捜さがす。


　そして。


　凍こおりついた表情の彼女と目が合った。


　次の瞬しゆん間かん、どうしようもなく彼女の顔がくしゃりと歪ゆがむ。


　弱々しい動きで、泣き顔を見られまいとするように両手で顔を覆おおって──マナはその場にうずくまった。ぴくりとも動かなくなる。


「────」


　心臓のあたりが締しめ付けられるように痛んだ。


　ようやく、わかった。





　……俺はあいつが……





　だから悲しませてしまったことが、こんなに苦しい。


　俺は馬ば鹿かだ。


　誰だれに何を言われたってしょうがない、大馬鹿野や郎ろうだ……


　──と。


「あ、アタシたちもう一周しますんでー。えー？　やっだぁ。聞かないでくださいよぉ」


　バタン。


　開いていたドアが、閉まる音。


「え……？」


　我に返ったときには、遅おそい。


　ゴンドラはいつのまにか地上に着いていたらしい。けれど、係員がドアを開け退去を促うながしていたのを、伊織は思考に没ぼつ頭とうしていて気づかなかった。その間に、椎名はあっさりと話をつけてしまった。


「──な、なにしてんだおまえ！　なにがしたいんだ！」


　背もたれにドカッと背中を預けて、椎名は腕うで組ぐみをしていた。


「なにって、当て付けに決まってるじゃない」


　ふん、とそっぽを向く。


「べつにこれくらいしたっていいでしょ？　だってイネ、フられたんだよ？　もう少しくらい、マメ板にはあのままでいてもらわなきゃ、割に合わないわ」


「だ、だからって」


「一周十五分ってとこだったわよね。それで勘かん弁べんしてあげるって言ってるんだから、いいじゃない」


「…………っ」


　いくら椎名に文句を言ったところで、もうどうにもならない。


　悲しんでいるマナを地上に残したまま、伊織を乗せた観覧車は、二周目に突とつ入にゆうした。





　　　　２




　……な、ななな、なにやってんのよアタシはあああ!?


　再び頂上付近に近づいてきた景色を、何でもない風で眺ながめるフリをしながら、いねは内心で激しく後こう悔かいしていた。


　は、初めてだったのよ!?


　そう。乙おと女めのファーストキスである。


　ついカッとなったからって……あんな、当て付けで、とか……


　サイアクだった。計画は狂くるってばかりだ。


　……それに。


　あいつの──あの顔……


　思い出して、いねは暗い気分になった。


　自分はきっと、やりすぎた。


　だって、まさかあんな顔をするだなんて思わない。


　あんな……世界が終わったかのような顔をするなんて……そんなに好きだったのか。


　横目で伊織を盗ぬすみ見た。彼はずっと窓に張り付いて下をのぞいてばかりいる。


　いねのことなんか、どうでもいいみたいだった。


「…………」


　ムッとした。


　やっぱり可哀かわい想そうでもなんでもなかった。


　けっきょくあのガキにはこんなに想おもってくれる相手がいるのだ。


　総そう一いち郎ろうだって彼女に夢中である。


　まったく、嫌いやになるくらい憎にくたらしい。少しくらい意地悪したっていいはずだ。


　と。


「な……！　あいつ、なにやって──！」


　窓から下を見ている伊織が突とつ然ぜん、驚きよう愕がくの声を上げた。彼の目は大きく見開かれている。


　……なに？


　疑問に思うと同時だ。


　ガコン。


　ゴンドラが大きく揺ゆれた。


　揺り返しが何度かあって、だんだんと落ち着いてくる。


　──え？　これ、もしかして止まっちゃったの？


　景色が動かない。観覧車は回転を止めていた。


　伊織はといえば相変わらず窓に額をくっつけたまま、焦った表情をしている。


「いったいどうしたってのよ……」


　いねも窓に顔を近づけて、下をのぞいてみた。


　そして──信じられないものを見た。


「あ、あのマメガキ……！　う、噓うそでしょ？　信じらんない！　なにやってんのよ！」


　観覧車は安全のために止められたのだ。


　いねが見たのは、観覧車の骨組みを登り棒のように伝って、一心不乱にこちらに向かって登ってくる、マナの姿だった。


　──アリエナイ。


　あのチビ、なに考えてんの……！





　　　　３




　センパイはわたしのモノです！


　観覧車の骨組みを登り始めたとき、マナの頭にあるのはそれだけだった。


　取られたままになんかしておけない。米からセンパイを取り返す。


　センパイを取られたと思ったときは本当に悲しかった。なにも考えられなくなって、その場に崩くずれて動けなくなった。


　けれど諦あきらめられなかった。気づけば拳こぶしを握にぎって駆かけだしていた。


　だって、彼は特別だ。


　マナには、彼しか、いないのだ。初めて出会った魔ま眼がんの効かない人。


　……センパイ！


　センパイ！　センパイ！　センパイ！　センパイ！　センパイ！　センパイ……！


　登りながら、心の中で何度も彼を呼ぶ。


　自分は泣いていた。涙なみだがあふれて止まらない。


　センパイ……！　センパイ……！


　おいていかないで。


　ひとりにしないで。


　ずっと側そばにいてほしかった。


　他ほかの誰かのモノにならないで。


　小刻みに震ふるえる手で、彼のもとへと繫つながっている鉄骨を摑つかんで──それにすがりつくようにして──マナは登っていく。


　もう少し。あとちょっとだ。あそこにセンパイが──


「っ」


　風が吹ふいた。


　バランスを崩しそうになって、マナは必死に鉄骨にしがみつく。


　そして下を見てしまう。


　ずいぶんと高いところまで登ってきていたことに、いまさら気づく。


　くらりとめまいがして、身がすくんだ。


　でも──大だい丈じよう夫ぶだ。こんなところで止まったりしない。


　センパイのところに行くんですよ……！


　顔を上に。


　だけど、その拍ひよう子しにだ。


「……あ」


　目から涙の粒つぶといっしょに、ぽろっと『それ』がこぼれ落ちた。





　　　　４




　地上。


「マナ……っ！」


　動きの止まったマナを見上げて、景けいは悲鳴を上げる。


　自分がついていたのにマナが暴走するのを止められなかった。マナはわき目もふらずに突つっ走っていってしまったのだ。彼を追って。


　追いかけようとしたのだが、自分は係員に止められてしまった。


　そして今、マナは高い木に登って降りられなくなった猫ねこみたいに動けなくなっている。


「景くん！　状じよう況きようは!?」


「あ、あのっ、マ、マナちゃんが！　上に！　ど、どうして……!?」


　集まっている野次馬たちをかき分けて、総一郎とソフィアがやってきた。二人とも息を切らせている。


　手短に、マナが米から先せん輩ぱいを取り戻もどすため、二人を追いかけていったことを告げた。


　三人で観覧車の骨組みにしがみつくマナを見上げる。なにもできないことがもどかしい。


　と、動けなくなっているマナがかたくなに目元を押さえていることに、景は気づいた。片手をそれに使っているせいで、余計危なっかしくなっている。


　隣となりでソフィアも気づいたらしかった。言ってくる。


「あ、あのさっきこれ、落ちてきたんだけどっ。もしかしてマナちゃんの……？」


「？」


「か、関係ないかもだけど……」


　ソフィアが手のひらに載のせて見せてきたのは、色のついたコンタクトレンズ。





　　　　／




「まさか……マナ、あいつ──！」


　ゴンドラの窓に張り付き、動けなくなっているマナを見て、伊織は気づいた。さらに焦あせりが加速する。


　マナが固く目をつむっているのが見える。目が開けられないせいで、マナはそこから動くことができなくなっている。


　その理由は、伊織との約束を守るため、だ。


　魔眼を使うな。使ったら絶交だ。


　それがマナと交かわした約束だった。勢いで交わした、ほとんど一方的な約束。でもマナはそれをずっと守っている。そしてこんなときでも守ろうとしている。


「……っ」


　もう、いてもたってもいられなかった。


　行かないと！


　下では係員が集まって、救出の準備をしているようだった。が、待ってられない。それに彼らが助けに行ったとしても、魔眼を使ってしまうことを恐おそれているマナは目をつむったままだ。マナはパニックを起こすかもしれない。安全に助けられるとは思えない。


　でも魔眼の効かない自分が行けば、マナは安心して目を開けることができる。


　覚かく悟ごは決まった。


　だがどうする。観覧車のドアは、安全のために内側からは開かないようにな──


　ガン！　ガン！　ドガッ！　バッキン！　金属が壊こわれる音。


　強力な蹴けりの連続でドアの鍵かぎは破は砕さいされていた。


「ああもう！　サイッアク！　なんなのよ！　こんなことであのガキ落ちて死んだりしたら超ちよう寝ね覚ざめ悪くなるじゃないの！」


　ベコベコに蹴り潰つぶされたゴミ箱を、伊織は思い出した。


　ゆっくりと──伊織にはそう見えた──ドアが外へと開いていく。大きく空が見えた。


　実感が湧わいてくる。


　これで……マナを助けに行ける！


「ああもう！　風、強っ。スカートまくれちゃうじゃない！」


　ドアを蹴破った椎名は、自分がマナを助ける気のようだった。ドア枠わくに手をかける。風を受けて彼女の髪かみが荒あら々あらしくなびく。


　慌あわてて止めた。


「ま、待てよ米！　俺が行くから！　──俺じゃなきゃ、ダメなんだ！」


「米ゆーな！」


「あ、ご、ごめん！」
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　ゴンドラの縁へりに立つと、びょうっ、と風が耳元を吹き抜ぬけていった。


「死んでも化けて出ないでよね……！」


「……ああ！」


　切せつ迫ぱくした椎名の声に、振ふり向かずに伊織は返事した。ルートを確かく認にんする。


　──マナを助ける。


　深呼吸した。息を整えると、ゴンドラの中から、それを支える鉄骨部分へと飛び移った。衝しよう撃げき。体全体でしがみつく。


　地上から伊織の行動に対して、制止の声がかかる。野次馬たちからは悲鳴があがる。


　かまわず、円柱状の鉄骨にしがみつきながら、下へと体を滑すべらせていった。


　パラパラと細かいペンキの破は片へんが剝はがれて、頭に降りかかってくる。


　この高さになると周りに遮さえぎるものがなく、常に風が吹いていた。時折、突とつ風ぷうが来る。


　下にいるマナとの距きよ離りは、あと三メートルほど。


　マナが止まってしまったところは、地面に対して垂直な、いわゆる『登り棒』部分だ。


　近くに、足場になりそうな水平な『鉄棒』になっている場所がある。まずはそこまで行かなくてはならない。


　震しん動どうを感じたのか、じっとして動かなかったマナが、こちらへ顔を上げてくる。まぶたはぎゅっと閉じたままだ。


　声をかける。


「マナ！　俺だ！」


　セン、パイ……？


　マナの口が微かすかに動くのを伊織は見た。


「じっとしてろ！　いま行く！」





　　　　／




　手足の感覚はどんどんなくなってきていた。目を閉じた闇やみの中で、意識もなんだかはっきりしなくて、もうまともにものが考えられない。落っこちてしまう怖こわさと、魔眼を使っちゃってセンパイに絶交されてしまう恐れで、マナはぐちゃぐちゃだった。


　そんなとき──上から声がした。


「マナ！　俺だ！」


「セン、パイ……？」


　たしかに彼の声だった。聞き間ま違ちがえようもない。


　けれど今のマナには、なんだか現実味がなかった。夢の中の出来事のようだ。


　不思議に思う。


　……どうしてセンパイが来てくれるんですか？


　だって、彼は米のモノになってしまったはずなのだ。自分はまだ取り返していない。


　なのにどうして……


　と、彼の気配がすぐ近くまで降りてきた。


「マナ！　こっちだ！　目を開けてこっちを見ろ！　俺の手をとれ！」


　言われるまま、目を開ける。まぶしさに一いつ瞬しゆん、目がくらんだ。視界が晴れると、そこにはちゃんとセンパイがいた。幻まぼろしじゃない。上の足場から手を差し伸のべて、心配そうな表情でこちらを見ている。


　それは信じられないほど嬉うれしい出来事であるはずで……だから信じられなかったのだ。


「どうして……ですか？」


　戸と惑まどったまま、質問する。


「センパイ。なんで、来てくれたんですか？」





　　　　／




「センパイ。なんで、来てくれたんですか？」


　マナがいつかのように尋たずねてくる。


　あのときは保護者だと応こたえた。


　でも今の伊織はちゃんとした答えを持っている。


「なんでって……」


　伊織は少し目を泳がせ、けれどすぐにまっすぐに見つめた。


　告げる。


「おまえのことが、好きだからだ」





　　　　／




「おまえのことが、好きだからだ」


　告げられた彼の答えは──朦もう朧ろうとした意識だったマナを凍こおり付かせた。


　震ふるえる声でつぶやく。


「え、センパイ……魔ま眼がん、効いちゃったんですか……？」


「は？」





　　　　／




　マナのつぶやきを耳にした瞬間、伊織はマナがとんでもない誤解をしたことを悟さとった。


　──なんでだよ!?


　いやたしかに、魔眼を使われた奴やつの反応と似ていたのかもしれないけれど……伊織は誠実に、思うままを答えただけなのだ。


　そうすることで、椎名との関係への誤解もなくなって、マナは元気になってくれると思った。だがマナは変な勘かん違ちがいをしてしまった。


　マナの顔から表情が消えた。


　見開かれたまま固まったマナの目から、ボロボロボロ……と大おお粒つぶの涙なみだがあふれる。


　ぐらり、と力の抜けたマナの体が、風にあおられて傾かたむく。


「っ！」


　伊織は必死に手を伸ばす。


　腕うでを摑つかんだ。風に吹ふかれてぶらぶらと揺ゆれる、小さな体を引き留める。


「っの！」


　マナは軽い。なんとか引っ張り上げる。


　けれどマナからはすっかり力が抜けていた。自分にしがみつかせようとしても、ずるずるずる、とずり落ちていく。


　このままじゃマズい。


　──くそっ。


　伊織は自分を罵ののしった。自分がマナにトドメを刺さすようなことをしてしまった──マナの勘違いだが。でもその勘違いが致ち命めい的てきだ。このままでは二人とも落ちてしまう。


　自分に魔眼が効いたと思い込んだことで、どうしてマナがこんな状態になってしまったのかは、よくわからない。今は落ち着いて考えられる状じよう況きようでもない。


　とにかく、一刻も早く、マナに力を取り戻もどしてもらわなければならなかった。幸い、マナは意識を失っているわけではないようだ。だが、魂たましいが抜けたみたいに、ぼんやりとしてしまっている。


　──どうする!?


　ひとつだけ、閃ひらめいた。


　マナのこれまでの言動から考えて、思い込みやすい彼女なら、もしかして──と。


　地上からはたくさんの目が伊織たちを見ている。だがそんなことを気にしている場合ではない。上う手まく行くかどうかはわからないが……やるしかない。


　伊織は実行した。


　マナに顔をぐっと近づけた。唇くちびるを押しつける。


　キス、した。


　叫さけぶ。


「これでおまえは俺のモノだ！　言うことをきけ！　ちゃんと俺にしがみつけ！　絶対離はなすな！」


　熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみでマナはしばらくぼうっとしていたが、やがてコクコクとうなずいてきた。こちらの首に腕を回して、きゅっとしがみついてくる。
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「わ、わかりました……ぜったい、ぜったいに離れません！」


「よし！」





　その後、二人とも無事に救出された。遊園地の人にはメチャクチャ怒おこられた。


　総一郎が話をつけてくれなければ、警察沙ざ汰たになっていただろう。
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　週が明けて、月曜日。あの日から二日経たっていた。


　昼休み。けれど場所はいつもの教室ではなく、人ひと気けのない屋上だった。


　伊い織おりはそこにマナを呼び出していた。


　マナはまだ来ていない。伊織はひとりで待っている。


　伊織はまだ、自覚した自分の気持ちを、マナにちゃんと伝えられていないのだった。言うには言ったけれど、あのときのマナは正常ではなかった。ちゃんと伝わっているかはだいぶ怪あやしい。


　そんなわけで──伊織がマナを屋上に呼び出したのは、正式な告白をするためだ。


　きちんと告白をすると決めてから伊織は緊きん張ちようしっぱなしだった。昨日はまったく眠ねむれていない。午前の授業も上うわの空で、教師に当てられたときは答えられなくてソフィアに心配されてしまった（ちなみに椎しい名なには、今日はずっと無視されている）。


　そして今、緊張はピークに来ていた。心臓が、痛いくらいに鳴っている。観覧車のゴンドラから飛び出すときも、こんなに緊張はしなかったと思う。


　フェンスに寄りかかって、伊織は長く息を吐はいた。


　屋上の扉とびらを見つめる。


　マナはまだ来ない。


　一秒一秒がものすごく長かった。


「…………」


　キィ……


「っ」


　屋上の扉がわずかに開いた。隙すき間まからひょこりと、マナが顔を出してくる。


　いつもと変わらない様子でトコトコと歩いてくると、ちょこんと首を傾かしげながらこっちを見上げてくる。瞳をぱちくりして、


「センパイ？　どしたですか？　話ってなんですか？」


「あ、ああ、その……ていうか、」


　いつも通りすぎるマナに、伊織はふいに嫌いやな予感がした。たしかめるために口を開く。


「なあ……おまえ、二日前のことって、どれくらい覚えてる？」


「二日前？」


　きょとん。


「……遊園地に行っただろ？　いろいろ、あっただろ？」


　マナは目を見開いた。口元に手を当てて後ずさる。驚おどろいていた。


「え!?　あれ夢じゃなかったですか!?」


「夢じゃねぇよ!!」


　全力でツッコんだ。頭が痛くなってきた。えええええ……マジで？


　マナはマナでなんかショックを受けているようだった。両手で頰ほおを押さえて、ブツブツとなにか呟つぶやいている。


「あ、あれ？　でも景けいちゃんが……で、でもでも、とゆーことは、じゃ、じゃあ、もう、わたしはセンパイのモノになってて……？」


　まあ……いい。


　伊織はふっと肩かたの力を抜ぬいた。気持ちを切り替かえる。マナがあの出来事を覚えていようが忘れていようが夢だと思っていようが、関係ない。マナらしいといえばそれまでだ。バカカワイイのがマナである。


　自分がマナに惚ほれていることはたしかなのだ。


「マナ。聞いてくれ」


　伊織は言った。マナはつぶやくのを止やめて顔を上げる。『出来事』を思い出したのか、マナの頰は赤くなっていた。潤んだ瞳がこちらを見つめる。伊織の頰も熱くなる。


「俺は、おまえが好きだ。だから──」





「い、いやです！」





　すべて言う前にマナは否定してきた。


「え？」


　伊織は呆ぼう然ぜんと固まった。わけがわからない。え、俺、フラれ……


「センパイが！　わたしのモノに！　ならなくっちゃ！　わたしがセンパイのモノになってちゃダメなんですよ！」


　頰を膨ふくらませて怒った口調で言ってくる。マナはあの緊急事態で伊織がとっさに言った言葉を気にしているようだった。


　とりあえず、告白を否定されたわけではないとわかってほっとする。


　でも……


「……どゆこと？」


「安心できません！」


「えっと……」


　──つまり、こういうことだろうか。


　魔ま眼がんで他人を絶対服従させることができるマナ。


　だけど伊織には魔眼が効かない。


　マナはそれが不安で、伊織を従順にさせたい。そのために籠ろう絡らくしようとしている。


　まあ、もうすでに伊織は籠絡されてるわけだが……でも、だからって、絶対服従するかと言われれば、もちろんそんなわけはない。嫌なものは嫌って言うだろう。だからマナの目的が叶かなうことはないのだが……マナはわからないのだ。


　なんたって、実際に人を完かん璧ぺきに言いなりにすることができていたマナなのだ。人と人との関係は、不安があって当たり前。それがマナにはわからない。不安を完全に消せると信じている。だからどうにか不安を消そうと、一いつ生しよう懸けん命めいなのだ。


　そのくせ、伊織に魔眼が効いたと思い込めば、取り乱す──


　ああ、そっか。


　わかった。


　マナってバカなんだ。


　いまさらなことを伊織は再確かく認にんした。


　と。


　マナはいきなり、背せ伸のびしてこちらの頭を摑つかんでくる。


「……と、とっておきですよ！　これでわたしをセンパイから取り戻します……！」


「へ？」


　言うなり抵てい抗こうする間もなくマナはキスしてきた。


　むちゅーっと吸い付いて、さらに口の中で舌を絡からませてくる。


　──とっておき。


「んっ、んんーっ」





　　　　／




　つま先立ちになって、彼の首に腕うでをまわして。


　思いっきりマナはキスをした。


　触ふれた唇くちびるが熱くて……熱い。


　絡めた舌は蕩とろけるようで。体の全部がぽかぽかしてくる。





〝魔眼〟の効かないセンパイ。


　わたしの、たったひとり。


　あなたにわたしを自由にはさせない。わたしがあなたを自由にするのだ。でないと安心できない。


　ずっといっしょにいたい。


　だから勝手をされたらすごく嫌だ。師し匠しようも都合のいい女にはなっちゃだめって、言ってたし。いいようにされて捨てられるのがオチって、よくわからないけど、言ってたし。


　絶対服従、してもらわないとダメなのだ。具体的には足を舐なめろと言ったら、素す直なおに足を舐めるくらいのことはしてくれるようになってくれなくちゃ。





　そのために魔眼を使うなと言うのなら、どんなことがあったって我が慢まんする。





　　　　／




　ぷはっ。


　糸を引いてマナの唇が離はなれる。


　つむっていた目を彼女はぱちっと開いた。


「どうですか、センパイっ」


　そして、なにも言えなくなっているこちらに向かって、言ってくるのだ。


　彼女らしい満面の笑みで。


「わたしに絶対服従、しましたか!?」







ＥＮＤ















　あとがき







　数ある選択肢しの中からこの本をお手にとっていただき、ありがとうございます。


　はじめまして。春かす日が秋あき人とです。


　本書は第23回ファンタジア大賞にて銀賞を受賞した「彼女は魔ま眼がんをつかわない」を改題、改稿したものです。


　異能持ちのヒロインが出てきますが、バトルはありません。知略戦もありません。


　ではなにをやっているかといいますと、いわゆる青春ラブコメってやつだったりします。


　甘あま酸ずっぱい青春モノ……なのです。ちょっと普通とは違うかも知れませんが。まあ、ヒロインがフツーじゃないですからね。





　誰でも言うことを聞かせることができる、絶対服従の魔眼。そんな異能を生まれつき持っている人物は、果たしてどのような心の持ち主なのか。


　──というところから膨ふくらませて、このような物語が生まれました。


　魔眼を禁止された『彼女』のがんばる姿は、いかがだったでしょうか？　そんな彼女を中心とした賑にぎやかな日々を、楽しんでいただけたのなら幸いです。





　さて。


　ところで……


「わたしに絶対服従してください！」


　いきなり現れた女の子に、突然そんなことを言われたら、皆様ならどうしますか？


　ＹＥＳ？　ＮＯ？


　ええ。もちろん私なら二つ返事でうなずきます。私はＭ気質ですから、女の子の奴ど隷れいとなるのにいささかのためらいもないのです。ビバ服従。


　というのは、まあ、冗談ですけどね！（冗談ですよ？）





　……ふぅ。人生で初めてのあとがきを書いているせいか、自分のキャラがいまいち摑つかめません。こんなことならあとがきの練習をしておけばよかったです……





　しかし、あとがきでなにを書くか思い悩む、こんな日が来ようとは。


　人生なにがあるかわかりませんね。


　思えば私がラノベ作家を志こころざしたのは中学生の頃のことでした。


　夏休みをすべて費やして長編を書き上げ、当時のファンタジア大賞へ応募したのは今や懐なつかしい思い出です。内容はいわゆる中二病的なファンタジー。主人公はなんかすごい力を持っていて、その力のせいで苦悩しており、でもヒロインに叱しつ咤た激げき励れいされて立ち直り、最終的には世界を救っちゃう──そんな話。今思い返せば、作者のひとりよがりの妄想が炸さく裂れつしてる、「うぎゃー」と恥はずかしくてのたうち回りたくなるような作品でした。けれど当時の自分にとっては最高傑けつ作さくなわけで。自信満々で投稿しましたよ……


　結果は、まあ……言わずもがな。


　そこから長い間、ラノベ作家になりたいと思い続けてはいたものの、長編を書き上げることのできない時期が続きました。


　このままじゃいけない。


　月日が経たつにつれて、焦あせりは増していきました。けれど時間とともに自分の中で「おもしろいもの」のハードルもどんどん上がっていき……最後まで書ききる、という壁かべをなかなか超こえることができませんでした。


　壁を突破できたのは、あるアニメとの出会いでした。ドリル。と言えばわかる人にはわかるあの名作アニメです。けして諦あきらめない主人公たちの姿に感かん銘めいを受けた私は、当時の熱を取り戻し、「やってやるぁ！」とついに長編小説を一本、書き上げることができたのでした。


　そのときの小説は残念ながら結果を出すことはできませんでしたが、書き上げるという経験ができたことは大きく、その後もコツコツと創作活動を続け──


　憧あこがれだった富士見ファンタジア文庫でこうしてデビューするに至る、というわけです。


　……なんでしょう。受賞の連絡を受けて、もうけっこうな時間が経っているのですが、いまだに信じられません。その受賞の知らせを電話でもらったときも、「はぁ、そうなんですか……」みたいな生返事をしてしまいましたし。


　でも。そう。


　ラノベ作家になろうと決めた、あのときの気持ちを忘れないでいて、よかった……





　──っと、申し訳ありません。長々と語りに付き合わせてしまいました……


　でも、こうして自分の人生を思い返してみて、改めて思いました。


　私はずっと、物語、そしてその登場人物たちに、力をもらってたんだなぁ、と。


　つらいときも。


　苦しいときも。


　悲しいときも。


　挫くじけそうなときも。


　いつも彼ら彼女らが力強い言葉をくれました。


　感動を、くれました。


　楽しい時間をくれました。


　だから。──憧れたんです。





　うお。真面目に書きすぎた!?


　は、恥ずかしい……





　最後になりましたが謝辞を。


　素晴らしいイラストでキャラクターを表現してくださった樹き人と様。ありがとうございます。改稿時、頂いたキャララフを机の前の壁に貼り付けて、執筆の栄養源にさせていただきました。どのキャラもとっても可愛かわいいです！　今後ともよろしくお願い致します。


　担当の山田様。うっかり者で思い込みが激しく、さらに物わかりの悪い自分に根気よく付き合ってくださり、本当にありがとうございます。あなた様の指摘のおかげでよりよい作品に仕上げることができます。


　拙せつ作さくを拾ってくださった選考委員の先生方。賀が東とう招しよう二じ先生。鏡かがみ貴たか也や先生。四し季き童どう子じ先生。ファンタジア大賞に関わられたすべての皆様。過分な賞を頂き、身に余る光栄です。ファンタジア文庫に貢こう献けんできるよう精しよう進じんして参ります。


　出版に携たずさわっていただいたすべての皆様へ。この場を借りて深くお礼申し上げます。


　作家の新あら木き伸しん先生、はせがわみやび先生、西にし野のかつみ先生、むらさきゆきや先生。しがないワナビだった自分に小説のいろはを教えてくださり、ありがとうございました。


　ここまで自分を支えてくれた家族と友人一同にも、心からの感謝を──ありがとう。


　そして、なにより読者の皆様。重ねてお礼を申し上げます。ありがとうございます！　ありがとうございます！





　それではまた二巻のあとがきでお会いできることを願って。







春日秋人
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絶ぜつ対たい服ふく従じゆうカノジョ。


１．いいか、魔ま眼がんはつかうなよ？





春かす日が秋あき人と
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